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序

本書は，西九州、!自動車道建設工事に伴う埋蔵文化財発掘調査報告書の通巻第班

分冊として，平成19年度に実施した門前遺跡と平成19年度・平成21年度に実施し

た武辺城跡の調査成果を収録したものです。

門前遺跡は，これまでの調査によって相浦川流域における拠点、的な遺跡である

ことが判明し，縄文時代から近世にかけて豊富な資料が出土しました。

武辺城跡につきましては，平成19年度調査は城内西曲輪の尾根部分，平成21年

度は城内西端にあたる部分を実施し，柱穴群や集石等の遺構を確認しました。

これらの埋蔵文化財は，私たちの祖先から受け継いだ貴重な遺産であります。

その貴重な遺産は大切に記録・保存され，後世へ受け継いでいくことが，私たち

に課せられた責務であります。

西九州自動車道建設事業につきましては，道路建設計画当初から可能な限り文

化財の保存に努めていただくよう，県教育委員会は国土交通省及び関係機関と協

議を重ね，その結果7箇所の遺跡については記録保存をすることになりました。

発掘調査は，県教育委員会が国土交通省九州地方整備局長崎河川国道事務所の

依頼を受け，平成13年度から平成21年度までの計画で実施してきましたが，本報

告書の刊行をもって西九州自動車道「佐世保道路J. i佐々佐世保道路j埋蔵文化

財発掘調査は完了いたしました。

門前遺跡並びに武辺城跡の発掘調査成果が，文化財保護や地域の歴史資料，学

術的資料として活用され，県民の皆様の関心に少しでも応えることが出来ればと

考えております。

本書の刊行にあたり，発掘調査に従事された方々をはじめ多大なご尽力をいた

だきました関係者各位に対し，衷心から厚く御礼申し上げます。

平成22年3月

長崎県教育委員会教育長

寺田隆士



例目

I 本書は，一般国道497号佐々佐世保道路(西九州自動車道)建設工事に伴う埋蔵文化財発掘調査

報告書の第四冊である。調査は，長崎県教育委員会が国土交通省九州地方整備局長崎河川国道事務

所の依頼を受け，平成13年度から平成21年度にかけて実施した。

E 当該工事に関係する遺跡は，小野F遺跡，武辺城跡，竹辺C遺跡，竹辺D遺跡，門前遺跡、，九州

文化学圏構内遺跡、，末永遺跡で、ある。

掲載遺跡は，平成19年度の門前遺跡並びに平成19年度・ 21年度の武辺城跡の調査成果を収録した

ものである。

田 今回報告する本書の内容は，下記のとおりである。

l 門前遺跡:長崎県佐世保市愛宕町・中里町に所在する。

武辺城跡:長崎県佐世保市竹辺町に所在する。

2 調査は長崎県教育委員会が主体となり，佐世保文化財調査事務所が調査を担当した。

( 1) 平成19年度発掘調査 門前遺跡・武辺城跡

長崎県教育庁佐世保文化財調査事務所長副島和明

係長町田利幸藤本賢二

文化財保護主事今里順一郎池田久男

文化財調査員半田 章矢茸都子浦)11 智仔

(2) 平成21年度発掘調査武道城跡

長崎県教育庁佐世保文化財調査事務所長副島和明

係長山村智成村川逸朗

文化財調査員浦川智行西 寛

3 本書で使用した遺物の実測・遺構の製図は，長崎県教育庁佐世保文化財調査事務所が行い，収録

した遺物・図面・写真は，現在，県教育庁佐世保文化財調査事務所に保管している。

4 本書の写真は，平成19年度調査分の遺構を今里，半田。平成21年度調査分を村)11，遺物を半田，

矢葺が掠影した。

5 本書の執筆は，担当者が分担して行い，執筆者は各項目文末に記した。

6 附編の執筆は，文化財調査員 江上正高が行った。

7 本書の編集は，半田・矢茸 • i吉川が行い，村川が補佐した。

8 資料編は，当該事業で科学分析等した資料の未掲載分を収録し，この資料編の編集に関しては，

副島，文化財調査員 大石紀子，小泊優美が行った。

9 本書では，各時代の旧河道は，生活の場の一部であったため遺構の項で取り扱い記載した。

10 本書で用いた調査・整理における土層および土器の色調観察は，以下の文献に準拠した。

-小JII正忠・竹原秀雄編『新版標準土色帖2004年度版』農林水産省農林水産技術会議事務局監修・

財団法人 日本色彩研究所色票監修

11 本書で用いた方位は全て真北であり，国土座標は世界測地形による。

12 武辺城跡は前掲報告書 (2008)に未収録の平成18年度調査成果の一部を収録した。
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I 発掘調査の端緒と経過

(1) 旧建設省は，昭和62年6月30日に道路審議会答申に基づき， 14，000kmの高規格幹線道路網計画

を決定した。西九州自動車道は，高規格幹線道路網の一環として計画された道路で，福岡市を起

点として，唐津市，伊万里市，佐世保市を経由して武雄市に至る延長約150km一般国道の自動車

専用道路であり，九州西北部の地域経済の活性化，高速定時性の確保に大きく寄与することで計

画された。

( 2 ) 長崎県では，高規格幹娘道路をはじめとする幹線道路網の整備については，県民の暮らしの豊

かさを支える重要な課題として取り上げ 県内主要都市を 2時間程度で結ぶ道路ネットワーク構

想、を策定し，景観や自然環境との調和を図りながら整備を推進している。

西九州自動車道の長崎県内での計画路線は，下記の通りである。

「佐世保道路j 佐世保みなと IC~佐世保市矢岳町間(区間距離約2.9km)

「佐々佐世保道路J 北松浦郡佐々町沖田免~佐世保市矢岳町間(区間距離約 9km) 

「伊万里松浦道路j 松浦市志佐町~佐賀県伊万里市間(長崎県内区間距離約 9km) 

「松浦~佐々間J 松浦市志佐町~北松浦郡佐々町沖田免(区間距離約17km)

( 3 ) 長崎県教育委員会は，平成 9年に建設省九州地方整備局長崎工事事務所(現国土交通省九州地

方整備局長崎河川国道事務所)と「佐世保道路Jと「佐々佐世保道路jに関する埋蔵文化財の取

扱いについての協議を行った。その後，現地踏査の依頼を受け，平成 9年11月に分布調査及び平

成12年12月に分布調査の補足謂査を実施した結果，発掘調査が必要な面積は92，100m
2
(のち

90， 721m
2に修正)となった。

( 4 ) 長崎県教育委員会は，平成13年度から平成21年までに当該路線内の埋蔵文化財に関する範囲確

認調査及び発掘調査を実施することになった。この間に，範囲確認調査及び現地踏査を実施し，

遺跡の範囲が縮小した遺跡(川久保遺跡，小野F遺跡，九州文化学圏構内遺跡)と拡大した遺跡

(門前遺跡，武辺城跡)が確認された。

( 5 ) 平成19年度の門前遺跡・武辺城跡発掘調査体制について

門前遺跡・武辺城跡発掘調査は 民開発掘調査機関に下記の内容を委託して実施した。

発掘調査業務，遺構実測業務，検出遺構の空中写真撮影業務，検出遺構作成のための空中写真

及び図化作業，掘削および排土運搬業務，ベルトコンベア・水中ポンプ・ローリングタワ}など

配置業務，仮設作業用道路・仮設提体・排水管理設置工を委託した。受託調査員の配置，発掘調

査作業員雇用も併せて委託している。

( 6 ) 平成21年度の武辺城跡発掘調査体制について

武辺城跡発掘調査は，民間発掘調査機関に下記の内容を委託して実施した。

発掘調査業務，遺構実測業務，検出遺構の空中写真撮影業務，検出遺構作成のための空中写真

及び図化作業，掘削および排土運搬業務，ローリングタワーなど配置業務，作業用仮設道路を委

託した。受託調査員の配置，発掘調査作業員雇用も併せて委託している。

( 7 ) 整理協力者

穂住あゆみ・筒井美由紀・池田良子・中村直美・北園二三江

(矢葺都子)
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調査年度 調査形態 調査面積 調査機関 調査担当 爾査期間 委託業者

平成9年度 現地踏査 学芸文化課 藤図・東 H 9 .11. 20-H 9 .11. 21 

平成12年度 現地踏査 学芸文化課 副島・竹中 HI2.11. 7 

範囲確認調査 108m' 学芸文化課 村)11.内藤・上原・本多 日14.l. 24-H14. 2.15 

平成13年度

緊急発掘調査 6∞nr 学芸文化課 村川・井立._t原・本多 H14. 2.18-H14. 3.20 

緊急発掘謁査 6，2∞ぱ 佐世保教育事務所総務課 副島・寺田・石橋・栗山・平岡・北原 H14. 7.1-HI5. 3.31 
(的埋蔵文化財

サポートシステム
平成14年度

範囲確認調査 96m' 佐世保教育事務所総務課 副島・寺田・石橋・栗山・平岡・北原 H15. 3.10-H15. 3.26 

乎成15年度 緊急発掘調査 11，3∞m之 佐世保教育事務所総務課 高1島・寺田・石橋・栗山・平岡・北原 日15.5 .12-H 16. 3 .31 
(梼埋蔵文化財

サポートシステム

平成16年度 緊急発掘調査 15，750m 佐世保教育事務所文化財調査課
副島・町田・)11畑・杉原・)11口・寺田・

Hl6. 6.1-HI7. 3.31 国際航業(掬
石橋・栗山・織田・松尾・深津・松原

平成17年度 緊急発掘調査 10，1∞m' 佐世保教育事務所文化財調査課
副島・町田・杉原・吉野・石橋・

H17. 5.16-H18. 3.31 
(民哩蔵文化財

松尾・松原・江上・中村・i中・荻坂 サポートシステム

爵j島・町田・杉原・石橋・浦)11 H18. 8. 7 -HI8.10. 31 (楠シン技術コンサル

平成18年度 緊急発掘調査 6，504m 佐世保教育事務所文化財調査課

司j島・町田・杉原・石橋・松尾・i甫)11 HI8.11. 9 -H19. 3.20 安西工業(掬

平成19年度 緊急発掘調査 816m' 佐世保文化財調査事務所 国j島・町田・今里・池田・半田・矢葺 HI9.11.20-H20. l.17 
(株盟議文化財

サポートシステム

第 1表 門前遺跡発掘調査一覧表

調査年度 調査形態 調査面積 調査機関 調査担当 調査期間 委託業者

平成9年度 現地踏査 学芸文化課 藤田・東 H 9 .11. 20-H 9 .11.21 

平成12年度 現地踏査 学芸文化課 副島・竹中 HI2.11. 7 

平成16年度 範囲確認調査 144nr 佐世保教育事務所文化財調査課 副島・町田-寺田・栗山 HI7.l.11-HI7.2.15 

平成17年度 緊急発掘調査 19，7∞日11' 佐世保教育事務所文化財調査課
副島・町田・川畑・今里・富永・深i畢・

H17. 5.16-HI8. 3.31 側パスコ
柴田・JlI銭・栗山

平成18年度 緊急発掘調査 321nr 佐世保教育事務所文化財調査課 副烏・町田・今里・柴問・秋山 H18. 9.25-HI8.10.27 (掬三基

平成19年度 緊急発掘調査 122m 佐世保文化財調査事務所 副島・町田・今里・半田・浦)11 H20. l. 21-H20. 2 .12 
開埋蔵文化財 | 
サポートシステム

平成21年度 緊急発掘調査 599nr 佐世保文化財調査事務所 蔀l島，村)11・i南)11.西 H21. 6. 1 -H21. 6 .26 開イピソク | 

第2表武辺城跡発掘調査一覧表

- 2 



H 遺跡の立地と環境

1 地理的環境(第2図)

門前遺跡・武辺城跡は長崎県北部・北松浦半島西岸の付け根付近に位置し，門前遺跡は標高約 8m

の相浦川下流域の沖積地に立地する。武辺城跡は標高約80mの丘陵地に立地する。丘陵地は砂岩から

なり，佐世保層群と呼ばれる砂岩層である。武辺城跡の南東には将冠岳・但馬岳・弓張岳といった，

標高300~400mの溶岩段丘の山々が連なる。相浦川は佐賀県境にある八天岳を水源とする，総流路約

20km，流域面積は約69knrの県内第3位の長流である。門前遺跡付近で佐世保砂岩の露頭にぶつかり，

大きく南へと腎曲して河口に至り，発達した沖積地を形成している。小立川をはじめ，新田川，小野

川など13の支流と合流して九十九島湾に注ぐ。 河口付近は水深が浅く，遠浅が展開し，中世までは当

該遺跡周辺に河口が存在したと推測される。河口から海へ出ると多島海が広がる。九十九島を抜け，

西に進むと，平戸南部，宇久島，小値賀島，五島列島に繋がる。さらに西に進み，東シナ海を横断す

ると中国大陸に至る。南進すると西彼杵半島，長崎半島，天草半島があり，そこからさらに東に進む

と島原半島から有明海に繋がる。一方陸では，相浦川を上り，大野，柚木，三川内と抜けると，佐賀

有田方面に繋がる。

相浦川対岸には愛宕山が準える。標高は259mあり，遠く五島沖からでも確認ができる。古称は飯

盛山である。飯盛という名称は各地で確認ができ，飯を盛った椀を神に捧げ，交通安全を願う故事に

由来している。この山が有視界航行において，ランドマークの役割を果たしていたと考えられる。

h
h
v
 

。，，~ 0 菅崎島

佐賀県

島倒

五島列島 。

第 2園 長崎県佐世保市門前遺跡・武辺城跡位置図 (S= 1 /200，000) 
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2 歴史的環境

相浦)11流域には，旧石器時代終末期から縄文時代前期にかけての洞穴・洞窟遺跡が多く存在してお

り， I豆粒文土器jが出土した泉福寺洞窟，縄文時代早期が主体の岩下洞穴などが挙げられる。門前

遺跡周辺には下本山岩陰が存在する。縄文時代前期の遺物包含層などが見つかっており，縄文時代前

期の集落の中心であったと考えられる。縄文時代晩期頃になると生活の場は洞穴から開地に移る。四

反田遺跡では縄文時代晩期から弥生時代中期前半にかけての住居跡などが検出されており，その周辺

に集落の中心があったと考えられる。また縄文時代早期の石囲の炉跡、が発見された小野F遺跡等が存

在する。弥生時代後期から古墳時代初頭、になると，門前遺跡周辺が拠点集落の一部となったと考えら

れる。竹辺町には旧石器~近世までの複合遺跡である竹辺C遺跡・竹辺D遺跡等が存在する。

中世では県内において多くの中世城館跡が確認されており，佐世保市域の城館跡を見てみると，室

町時代に飯盛城，武辺城，大智!奄域が築かれ，その南に佐世保城が築かれている。まず15世紀に武辺

城が築かれ，そのあと大智庵城に移ったが，明応 7年に大智庵城は落城し，そのあと飯盛城に移った。

武辺城は宗家松浦氏の13代盛が，本拠地を松浦から本地域に移した際に築いたとされているが，その

理由としては，平戸松浦氏の勢力の拡大により南下を余儀なくされたこと，また朝鮮と中国との貿易

のためにこの地を求めたことが考えられる。

両遺跡周辺には石塔も多く見られる。 14世紀代の竹辺町の阿弥陀堂跡石塔群， 15世紀代の中里町の

庄屋前石塔群，また中里・阿弥陀寺石塔群，キンナギ石塔群，下本山町の新豊寺石塔群，牧地町の妙

観寺跡石塔群が挙げられる。他に相浦川下流域の石塔は藤原家墓地，相浦土居氏裏石塔群，中里・中

世供養塔，宋金親供養塔，松浦丹州盛の墓・東漸寺石塔群，城山古関碑，竹林寺跡石塔群が存在する。

飯盛神社では滑石製経筒が出土している。

門前遺跡・武辺城跡両遺跡屑辺の相浦日|流域は，条件のよい環境や地形を利用し， 1日石器から近世

にいたるまで，重要な拠点的な地域であったと考えられる。

(半田章)

[参考文献]

松尾秀昭，江上正高ほか『門前遺跡1一般国道497号佐々佐世保道路建設に伴う埋蔵文化財報告書E 長崎県文化財

調査報告書第190集長崎県教育委員会

今里!額一郎ほか『武辺城跡・末永遺跡j一般国道497号佐々佐世保道路建設に伴う埋蔵文化財報告書W 長崎県佐世

保文化財調査事務所報告書 第2集長崎県教育委員会

杉原敦史ほか『門前遺跡、IIj一般国道497号佐々佐世保道路建設に伴う埋蔵文化財報告書羽 長崎県佐世保文化財調

査事務所報告書第4集長崎県教育委員会
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周辺の遺跡 石造物名称

門前遺跡 10 竹辺C遺跡 A 新豊寺跡石塔群 I 城山吉廟碑

2 武辺城跡 11 竹辺D遺跡 B 蘇原家墓地(相神j甫本隣家) J 新田板碑遺跡(阿弥陀堂石培群)

3 一本松砦跡 12 殿平城跡 C 相浦土居氏泉石I普群 K 新田板碑遺跡

4 ニ丸館跡 13 川迎貝塚 D 中里・中世供養1蓄 L 新田中世墓地群(竹林寺跡石培群)

5 下本山岩陰遺跡 14 木宮遺跡 E 宋金親供養t苔 M 飯盛神社出土j骨石製経筒

6 四反田遺跡 15 竹辺遺跡 F 松浦丹州盛の墓・東漸寺石塔群

7 相j南中屋敷吉噴 16 新田遺跡 G 中里・阿弥陀寺跡

8 飯盛城跡 17 小野F遺跡 H キンナギ石塔群

9 大宮姫神社遺跡

第3図 門前遺跡・武辺城跡周辺の遺跡と石造物(S = 1 /25， 000) 
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I 調査の概要

1 平成19年度調査(第 1・2図)

主制れナグぷバ!:J1W移jt
同7町副詞~平成13年賦査区重量平成14年度調査区阻皿平成15年間責区-平成15 ， 16年度調査区

2112212312412副監誼平成16年度調査区~平成時度調査区薩密平成18年間査区-平成19年閥査区
日IJ:8-9-1

第 1図 門前遺跡年度別調査区配置図 (s=1 /4，000) 

-9-13 9-9-14 

A 

。

第 2図平成19年度調査区 (s= 1 /1，000) 

30m 

平成19年度の調査は，平成19年度11月20日から平

成20年度 1月17日まで遺跡の北西端にあたる816

m
2
について発掘調査を実施した。前年度に51き続色

調査区は，座標軸に合わせて南北を主軸とする100

m方眼の大グリッドを設定した。東西をA~E ，南

北を 1~10と符号し，さらに大グリッド内を20m方

眼で区画して中グリッドを設定， 1~25の番号を付し

た。調査は，耕作土と平成 5年度の圃場整備時の整

地層を重機によって掘削した後に開始した。また，

一部の旧河道の堆積喋層も重機によって掘削した。

調査の結果，近代に近いものを含む 7条の旧河道を

検出し，縄文時代，弥生時代，中世，近世の遺物が

約70点出土した。

平成14年度調査時に検出した丘陵部の続きの一部

が調査区の西南端で確認された。
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E 遺構・遺物

1 遺構

( 1 )旧河道(第 3~7図第 1 表図版 2 ・ 3)

調査はトレンチを調査区西端に設定し，層位の観察後掘削を行った。水困層上面は地境石が確認さ

れた。一部では円礁を敷き詰めて田園の床土として使用しであることが確認された。調査区は全域に

わたって， 7条の|日河道が確認された。このうち SR-24は平成14年度に調査された石棺丘を削る流

れであり，また旧河道の埋土の堆積状況からも石棺丘はさらに北側に展開していたことが確認された。

S R-23は青灰色粘質土の腐食層の堆積が確認されたが，他の河道の影響を受け， B -9 -23にかけ

て薄く堆積する程度であった。遺物は約70点が出土し 大半が破片資料である。 遺物は，縄文時代終

末期・弥生時代・中世・近世と各時代の遺物が出土した。

九-9ー1日 九日 19
十

① SRー 22

B -9 -23・24に位置する。現

存する長さは約27m，最深部は約

1.4m，最大幅は約4.0mで、ある。

南岸部は平成14年度に調査されて

いる。遺物は近世掬磁器片・白磁

片・縄文時代晩期の土器片が出土

した。

出土遺物(第 7図第 1表 図

版 3) 

遺物は約30点出土したが，図化

できるものは僅かで、ある。

縄文土器

1は口縁部である。ほほ直口す

ると考えられる。口縁下には一条

の凸帯が巡り，凸帯上には刻み目

40m が施される。刻み目は，ヘラ状工

具による指突が考えられる。

SR-28 

3

4

 

2

内

ζ

ト
/
/
一

一

R

a

s

 

十

f

+ 

SR-22 

十 十

一手~-ー

。

第3図 SR ー22~24 ・ SR ー28平面図 (S= 1 /500) 
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B 2 一一-~'h_2 _ ~:， 
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第4図 SRー22・SRー24土層図 (S=1/100)
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土師器

2は皿の底部である。底面は糸切り痕が確認されるが，磨i成が著しく不明瞭である。

須恵器

3は担鉢の底部である。内外面の調整はナデを施し，底面は糸切り痕が確認される。東播系須恵器

と考えられる。 4は警か壷の胴部片である。外国の調整は平行タタキが施され，内面には同心円の当

て具痕が確認される。

白磁

5は皿の口縁部である。口縁部は紬剥ぎが施され，口禿げを呈する。

染付

6・7は口縁部が残存する。 6は口縁部内面に染付を施す。染付の発色は暗緑色を呈する。 7は口

縁部内外面に圏線が巡る。外面に草花文様を施す。

石器

8は蛇紋岩製の磨製石斧である。断面形は楕円を呈する。

九一9-18 九一9ー19
+ 

② SRー23

B -9 -23に位置する。現存する長さは

約25m，最深部で約O.6mである。幅は約

15mで南岸部を SR-22により切られてい

る。旧河道の埋土は璃植土で形成され，植

物遺体が多く遺存する。遺物は龍泉窯系青

磁が出土した。

十 出土遺物(第 7図第 1表図版3) 

ー 一一一一----

九-9-23

SR-26 
ピ

。 40m 

膏磁

9は龍泉窯系青磁椀の口縁部である。穂

は厚く，緑色が強い。外面に蓮弁が確認さ

れるが，磨i威が著しい。

③ SRー24

B -9 -23・18・19に位置する。現存す

る長さは約18m，最大幅は約33m，最深部

約l.Omで、ある。 SR-24を形成する礁層

は丘陵部を削ることが確認された。遺物は

上層の喋層から弥生土器片が出土した。

、、一
、一、、

ート + 

第6図 S R -25"'27平面図 (S= 1 /500) 

出土遺物(第 7図第 1表図版 3)

弥生土器

10は平底を呈する底部である。底部から直線的に体部がひらく。外面にわず、かにハケが確認される

が，磨滅が著しい。

④ SRー25・26
B -9 -23・18・19に位置する。現存する長さは約19m，最大幅は約8.0m，最深部約l.Omで、ある。

両河道はほぼ同じ流路で流れ， S R -26はSR-25によって切られ， S R-25は大部分を SR-24に

より切られている。遺物は確認されなかった。

つ山1
1ム



S R-27 

B -9 -18・19に位置する。現存する長さ約14m，最大幅約10m，最深部約1.5mで、ある。幅は北

岸部と南岸部を別河道に切られるため不明である。腐植土からは植物遺体が多く遺存する。遺物は確

⑤ 

認されなかった。

SRー28

B -9 -13・18に位置する。現存する長さ約10m，最大幅約10m，最深部約 3mである。幅は北岸

部のほとんどが謂査区外のため不明で、ある。埋土から弥生土器が出土したが，近世以降である可能性

この調査で検出された旧河道のうち，最も新しい河道であると考えられる。

⑥ 

が高い。
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6 

ーワ忌J
10cm 。7 

ζ三ヨ 10cm 。

8 • 10は8=1/4)

番号 遺構 種類 器種
法量 技法・調整 色調

胎土 備考
口径(cm) 底径(cm) 器高(cm) 外面 内面 外面 内面

1 S丑22 縄文土器 深鉢 3.7 ナデ ナデ にぷい黄m色 にぷい黄褐色 精綾雲母・石英 凸帯上に刻み目

2 SR-22 土師器 皿 (6.0) 0.8 磨滅 ナデ にぷい黄褐色 澄色 やや精綾赤色粒子

3 SR-22 須恵器 握鉢 2.0 回転ナデ ナデ 黄灰色 灰色 やや精緩長石 東播系

4 SR-22 須恵器 査か発 3.2 平行タタキ タタキ 黄灰色 黄灰色 f青綾 内面に向'L'円の当て具痕

番号 遺構 種類 器穫
法量

胎土 産地/窯 備考
口径(叩) 底径(cm) 器高(cm)

5 SR-22 白磁 皿 l.5 精毅 E類

自 SR-22 染付 碗 0.8 精綾 肥前系

7 SR-22 染付 碗 2.3 精綾 肥前系

番号 遺構 種類 器種
法量

石種 僑考
最大長(ω) 最大福(ω) 最大厚(c血) 重さ(g)

8 SR-22 石器 磨製石斧 12.1 5.3 2.7 246.0 蛇紋岩

番号 遺構 種類 器種
法皇

胎土 産地/窯 備考
口径(cm) 底径(佃) 器高(cm)

9 SR-23 青磁 続 2.3 精毅 龍泉窯系 H類

番号 遺構 種類 器種
法皇 技法・調整 色調

胎土 備考
口径(cm) 底径(cm) 器高(cm) 外面 内面 外面 内面

10 SR-24 弥生土器 5喜 (5.2) 4.9 ハケ ナデ 鐙色 樟色 精毅長石・石英・赤色桂子

遺物実測図(1 ~ 7・9はS=1/3，第 7図

遺物観察表
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皿ま とめ

平成19年度の門前遺跡調査において，近世以降・近世~中世・中世以前と考えられる旧河道が7条

確認された。近世~中世と考えられる!日河道からは遺物が出土したが，大半が破片資料である。それ

以外の旧河道からは遺構・遺物とも確認されなかった。

本調査区は稜数年度の調査区と隣接し，平成14年度調査区の北側に位霞している。平成14年度の調

査は，丘陵上面に弥生時代後期~古墳時代初頭の墓域が検出された。本調査では丘陵部北側が確認さ

れ，丘陵部を削る|日河道が確認された。丘陵とi白河道の境付近は，円喋と白色物を多く含む硬化面を

呈し， S R -27でも同じ様相の堆積が伺える。 SR-27の砂層から採取した木片は年代測定の結果BC

120~AD30という時期が与えられている。丘陵は墓域が構成された時期にすでに|日河道の影響を受け

ていたと考えられる。

本調査区は相浦川が河口付近にむけて南へ湾曲する湾曲部の内側に位置するため，変遷の影響を受

けやすい。今回の調査は平成18年度までの調査結果と比較すると遺物の出土量が極端に少なかった。

面積が狭小範囲であったためとも言えるが，本調査区は遺物や遺構が残存しにくい環境であったと考

えられる。結果，旧河道の時期を比較・検討するには出土遺物が限られ，今までの調査で検出された

!日河道とのつながりを判断することは難しい。遺物の様相からも，各時代において河道が存在してい

たが，調査区中央部を流れる新しい河道に切られている状態である。

(矢葺都子)
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I 調査の概要

平成19年度調査 (H区・|区) (第 4・5図)

平成19年度調査は，平成20年 1月21日から平成20年2月12日にかけて 主曲輪から南曲輸に延びる

尾根の一部分， 122m2
の発掘調査を実施した。この尾根は 西九州道建設工事により大部分を切られ

るため，調査区が2地区に分かれる。南出輪側を rH区J 主曲輪側を r1区』とした。調査区に座

標軸を合わせて南北を主軸とする20m方眼のグリッドを設定し 調査は表土掘削から全て人力で、行っ

た。調査の結果H . 1区共に 遺構遺物は確認されなかった。

(半田章)

2 平成21年度調査 (j区) (第6図)

武辺城跡、は平成19年度までに20，143m2
が発掘調査されており，今年度の調査対象地599m2

は平場の

南と西側が斜面となっている。西南方向には直線距離で、20m程の所に平成18年度に調査したG区が所

在する。平場の面積は約400m2
あるが，土地所有者からの開き取りによると明治時代に乳牛の放牧地

として利用しており，なだらかな牧草地だったという。その後土地は果樹園として和用し段々畑であっ

たが昭和30年代に重機により開削し芋煙として利用したとの事だった。

調査は，調査区を国土座標軸に合わせて南北を主軸とする20m方眼のグリッドを設定し，それを 5

mの小グリッドに区切った。上段の平場は表土掘削から全て人力で、行ったが，斜面に関しては重機・

人力を併用して掘削を行った。廃土処理も人力・重機を併用した。その結果，平場西部を中心に複数

の柱穴を検出し，南端部で列状の集石を確認出来た。南斜面では砂岩製の岩盤を『切岸j状に改変し

た様な跡や，斜覇中央付と下端に斜面沿って幅 1m弱の通路状遺構2条確認出来た。斜面上部では盛

土も見られた。

それぞれの遺構の所属時期については，共伴する出土遺物がなかった事から不明で、ある。柱穴群の

検出状況については，平場の北西部において多く検出され，中央部では岩盤が表土を除去した段階で

露出しており，検出された柱穴も数は少なく深度も浅い。元々は段々畑であったと言う事なので中央

部については，畑造成時に削平されたものと推定される。

列状の集石については，調査前の表面観察では，平場南端部の縁に沿うように若干の“高まり"が

あり， (第8国及び図版10参照)表土と下層の赤褐色土を除去すると集石が確認された。集石の状況

が平面図・見通し図でも分かるように，ある程度の幅のまとまりと高さが揃っている事と，集石が

“高まり"の範囲内にほぼ収まる事から，これの基礎をなす集石であると判断した。

南斜面で確認された砂岩製の岩盤を『切岸』状に改変した跡や，斜面中央付と下端に幅 1m弱の通

路状遺構については，先に述べたように共伴する遺物がないので所属する時期は不明であるが，近現

代においては改変した事はないそうなので，少なくともそれ以前のものと言うことはできる。盛土に

ついては，過去の武辺城の調査で平場の造成を行った痕跡が捕らえられており，武辺城内において当

時のままではなく，近現代において改変を行った場所が複数あるのは確かなことの様である。
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E 遺構・遺物

1 遺構

[平成19年度調査]

平成19年度調査区は腐葉土を除去後，人力掘削を行ったがすぐに岩盤が露出した。(半田 章)

[平成21年度調査]

平成21年度調査区は平地部で複数の柱穴跡を検出したが，建物跡と認識出来る規則性は見られな

かった。共伴遺物の出土も無かった事から時期については不明である。平地部の南端部の縁では砂岩

礁の列状の集石を確認した。

いずれの遺構においても共伴する遺物がなかったことから武辺城と関連するかどうかも不明と言わ

ざるを得ない。

斜面地においては，岩盤が『切岸j状に改変されたような跡が見受けられ，その岩盤の上には後に

土地を造成した盛土も認められた。

(浦川智行)

2 遺物

[平成19年度]

平成19年度調査では遺物は確認されなかった。

[平成21年度]

平成21年度調査では遺物は確認されなかった。

(半田章)

(浦JII智行)

3 平成18年度調査区出土の鏡について

。 5cm 

平成16~18年度の調査結果を

収録した『武辺城跡・末永遺

跡』で、未報告の鏡について記載

する。第13図は平成18年度調査

出土の鏡で，鏡名は方格規矩鏡

である。残存は 1/10程で，復

元径約10cm，塚の高さはO.4cm

である。外区は平緑で，文様は

鋸歯文・圏娘・複線鋸歯文・鋸

歯文を配している。内区は欠損

により詳掘は不明である。

平成18年度調査区G区は，

近・現代において造成されてお

り，岩盤には重機による掘削の

痕跡が見られた。遺構は近代の

~ 

二 ζ二二二コ

第13図遺物実測図 (8=2/3)

ハ同
U
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石垣が検出されている。

第2表はG区出土遺物構成比である。遺物は石器・貿易陶磁器・国産陶磁器・土製品・石製品・金

属製品が出土している。それらの遺物とともに方格規矩鏡は造成土から出土した。長崎県本土部にお

いては， 東 彼 杵 町 白 井 川 遺跡に同型鏡が見られる。(半田 章)

レ/土 石
器 器

G区 。2 
(点数)

構成比 。2 (%) 

出土地区

D-4 

層位

4 

器種 |推定径(cm)I最大厚(cm)I重量(g)

方格規矩鏡 13.5 0.4 13.58 

第 1表遺物観察表

貿易陶磁器 絢器 土製品

白磁 越州龍泉同安高麗景徳淳1+1
近世

瓦
近代

壷-童鉢碗・血その抱 磁器 遺物 石製品
窯系窯系窯系窯系鎮系窯系

。。6 。。。2 2 3 4 8 46 20 17 5 

7 14 39 17 14 4 

第 2表 G区出土遺物構成比

-40 

金属
合計

製品

3 118 

3 100 



G 

No 遺昨名 所在地 時代時期

1 跨負田古境 平戸市 古j員時代前期

2 田助遺跡 平戸市 古墳時代前期

3 里回軍遺跡 平戸市 弥生時ft<l'期

4 栢ノ木遺跡 松浦市 弥生時代民期

5 岩谷口岩陰 佐世保市 古墳時代前期

6 門前遺跡 佐世保市 弥生時代桂期

7 武辺域跡 佐世保市 弥生時代佐期

8 白井111遺跡 京世杵町 弥生時代桂期

91 I令泉適時 大甘市 古墳時代前期

10 宮田百措辞 長崎市 古墳時代前期

11 上原遺岱 詩早市 占J査時代前期

121 !田遺跡 雲仙市 弥生時代佳期

13 高下古墳 雲仙市 古墳時代前期

14 遠見夜古墳 芸仙市 古墳時ft前期

15 山の寺遺跡 南島車市 古墳時代前期

16 今福遺跡 南島車市 弥生時代佳期

。。

も

錠式

内行花文鏡

内行花文鏡

多盟組文鏡

内行花丈鋒

方悟荒矩鏡片

異14:字路帯設

方措提矩鏡片

方梧視矩読片

防軍鏡円

情畏"士鏡

佑型鏡片

小型的軍鏡

開製方惜規矩鏡

的安重園士鏡|

小型的畏鏡片|

c 
"" <;? 

ρ)~ 0 

Q 

。

佐賀県

第14図 長崎県本土部における青錦鏡出土遺跡位置図
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皿ま とめ

-平成19・21年度の調査成果について

平成19年度の調査範囲は主曲輪から南曲輪に繋がる尾根筋にあたる o H， 1区共に遺構の検出，遺

物の出土は見られなかったが，両地区共に，主曲輪，南曲輪への入り口の機能を有した部分であった

と 考えられる。(半田章)

平成21年度の調査地区は18年度に調査されたG区の北東側にある。平場で柱穴群と列状の集石を確

認したが共伴遺物等の出土が無かったため時期は不明である。斜面では岩盤を『切岸』状に改変した

痕跡や，岩盤状盛土を行っている状況も認められた。遺物は平場同様斜面でも出土しなかった。

今囲の調査結果からは，出土遺物がなく検出された遺構の所属時期が不明であり，武辺城跡の城全

体のなかでこの地区の役割について述べることは限界がある。しかし平成17年度の過去の調査では造

成を行った中世~近世期の平場が確認されており，今回の調査で確認された造成を行った痕跡を含め

て，複数箇所において改変が認められた。

愛媛県南宇和郡松野町の国指定史跡『河後森城跡J(註 1)は， 16世紀後半の山城であるが，西第

10曲輪では岩壁を斜めに削って整形した『切岸』があり，その縁には土塁が築かれている。また，高

知県の同豊城跡(註 2)では，土星の基礎部分に1O~30cmの割石・蝶が石列として残存しており，今

回の調査で検出した列状集石と似たようなものが確認されている。

今回の調査匿は城域の西端にあたり，相浦川を望む防御上重要な場所である。)11向こうには飯盛山

山麓に築かれた飯盛城跡がある。この飯盛城跡は平戸松浦氏の来歴を記した『家世伝』・『壷陽伝jに

よれば，松浦親が平戸松浦氏の攻撃に備えるために天文4年 (1535)に築城したとされている。(註

3 ) 

その後も松浦親(相浦川の北側，佐々JII下流域の丘陵に築いた東光寺山城に拠った) (註4)と平

戸松浦氏との確執は続き，天文12年 (1543)松浦隆信に，さらに永禄6年 (1563)から 3ヵ年に亘り

隆信，鎮信父子の攻撃にさらされる。永禄9年には，隆信の三男を入嗣させる事で平戸との抗争に終

止符が打たれた。

当然，この武辺城の今回の調査区は，相浦川を挟んで飯盛城を望む至近距離にあることから防衛上

の要簡として重要な場所であり，その事を含めて考察する必要がある。

また，武辺城本体の防衛上からもここは西側谷聞からの進入を考えたとき，防衛拠点であった可能

性もある。

(村)11逸朗)

[註}

註 1 松野町教育員会社会教育課，高山氏の便宜により城跡を実見させていただき，土塁の基礎部分に石列がある高

知県岡豊城跡の事例をご教示いただいた。図版13上段に写真を掲載している。

註 2 r岡登城跡IIj第6次発掘調査報告書高知県埋蔵文化財センタ一発掘調査報告書第 6集 1992.3 ((財)高知

県文化財団埋蔵文化財ーセンター〕

註 3 吉福清和「第 5章武辺城跡の城域と周辺の関係遺跡」久村貞男編 1997 r武辺城跡発掘調査報告書(第2次)j 

平成 8年度佐世保市埋蔵文化財発掘調査報告書佐世保市教育委員会
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N 図版

図版 1 H区完掘状況・土層
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図版 2 I区完掘状況・土層
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南東から撮影

図版 3 J区調査地近景
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伐採後の竹林切株

図版 4 J区調査開始状況
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平場

図版 5 J区調査風景
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南北セクションベルト (D6，E6西壁) 南北セクションベルト

南北セクションベルト (E6，F6西壁) 南北セクションベルト (F5，G5東壁)

C 7南壁) 東西セクションベルト (C5南壁)

TPI及び岩盤上の褐灰色土層と、その上の明赤色土層が盛土層 南斜面 TPI(南壁)

図版 6 J区土層状況
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柱穴群(東から撮影) 同(商から撮影)

同(北から撮影) 同(西から撮影)

列状集石 (C-4，5 北東から撮影) 同(北西から撮影)

同 (E-7 

南東から撮影) 同 (0-6・7，E-6・7 北東から撮影)

図版 7 J区柱穴群及び列状集石検出状況
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西半部

東半部

図版 8 J区南斜面調査終了状況
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図版 9 J区南西部巨石・ J区斜面及び下端の通路状遺構
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東西セク ションベル卜

南北セクションベル卜

図版10 東西南北セクションベルトに見る高まりの状況
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南西から撮影

南東から撮影

図版11 J区調査区航空写真

「

D
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河後森城跡復元土塁と切岸

鳥屋城跡から飯盛城跡を望む

図版12 河後森城跡，鳥屋城跡ほか遠景
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高知県岡豊城跡一第 6次調査-v区全景 (注 2文献より)

向上W区全景

図版13 高知県岡豊城跡集石検出状況
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V 附編

門前遺跡未報告資料について

長崎県教育庁佐世保文化財調査事務所

江上正高

はじめに

長崎県には古来より大陸から多様な文物が伝来していることが，多くの調査報告や研究論考におい

て述べられ，検出した遺構や出土資料と歴史事象とを照らし合わせた検討が積み重ねられている。今

回，報告する資料が出土した門前遺跡の報告書は既刊しており(松尾ほか2006，杉原ほか2008)，最

大限の情報が盛り込まれている。しかし，可能な限り資料の掲載を行ったものの出土したその量は膨

大で，惜しくも報告されなかった資料が存在する。また，既報告および、未報告の資料ともに，その後

に生産地が判明した資料が存在する。それらは分析の結果，無紬陶器や朝鮮製無粕陶器(以下，高麗

陶器とする) (註 1)・胸器(註 2)の資料に分類ができ，生産地を朝鮮半島に求めることが可能となっ

た。

本稿では，中世における当該地域の様相解明の一助にするため，これら未報告資料の提示と既報告

資料の再考を試み，朝鮮半島との関わりについて若干の考察を行いたい。

2 高麗陶器について(第 1図)

( 1 ) 研究史

主に高麗陶器について日本と朝鮮半島での研究史を振り返り，現状と課題を見い出したい。

①日本における研究略史

高麗陶器は，まず西谷正氏が高麗青磁を中心に 6期の編年を設定する中で，日本に流入した陶磁器

の中に含まれること(西谷1983)，山本信夫氏が産地不明であるが搬入品として認識される(山本1988)。

本格的に存在を指摘されたのは赤司善彦氏である。氏は福岡県大宰府の観世音寺とその崩辺の遺跡か

ら出土した無紬陶器について詳細な検討を加え，朝鮮半島で生産された製品であることを確認した。

そして，共伴遺物より搬入時期は高麗期とし，文献資料からも交易の状況に検討を加え，製品の役割

を容器として捉えられる(赤司1991)。山崎純男氏は福岡県鴻臆館跡から出土した新羅・高麗産の資

料に検討・を加えた(山崎1993)。この中で遺構出土資料の共伴遺物より時期の確定を行い，概略の編

年を試みられる。赤司氏は前述の論考からさらに，鹿児島県徳之島カムイヤキ陶器窯跡(以下，カムイ

ヤキ窯跡)の製品と高麗陶器の比較・検討を行い，製作技法などの共通点を見い出された。そして，

東シナ海を介した生産技術の移植を推測された(赤司1999)。山本氏もその後，高麗胸器が北部九州

に広がる様相を捉え，九州南部から南西諸島に分布域をもっカムイヤキ窯跡の製品とのすみわけを検

討される。また，胎土や調整，色調が須恵器に類似していることが，これまで注目されなかった原因

とされる。そして，朝鮮半島から東南アジアの広域で無軸陶器が確認でき，役割は貯蔵や運搬のため

の容器と述べられる(山本2003)。

②長崎県における研究略史

肥前西部にあたる本県での事例報告は 対馬市木坂海神神社弥勤堂跡においてはじめて確認された

1
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(安楽ほか1993)。出土した製品が大

型の壷や歪であることから，水蓋の

役割を想定され， 12~ 13世紀に流入

，毎本日

38F 
したと考えられる。その後，事例報

地理的環境にも影響さ

れ，海寄の14遺跡で確認できる。器

種の大半は査や聾が占め，遺跡ごと

に定量分析が行われ，検討が積み重

ねられている。さらに，技法や成形，

告は増加し，

(古門

1996，福田1998，川口2001，2003)。

③朝鮮半島における研究略史

生産地である朝鮮半島の状況は高

麗青磁を中心に研究論考が進められ，

高麗陶器に関する研究論考は少ない。

調整の報告も行われている

天

官

息

調

凋

d 

高麗掬器と青磁の器形

の比較を通して年代の特定，窯跡お

よび出土資料の概要，そして高麗陶

器に高麗青磁の模倣を確認されるな

伊龍二氏は，

JFν 

o 4" 0 

大間路島

" 

f 

ど，製品の特色を詳細に述べる(伊

1998)。韓恵先氏は舞将里窯祉(李

2000) などの高麗初期~末期の窯跡

調査事例の増加を受けて，窯跡や出

土資料，
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(韓2005)。この中で器いて述べる

荷

戸、
種は水翠・壷・瓶が生産され，主な

用途は山本氏と同様に貯蔵・運搬と

高麗陶器とカムィヤキ窯跡

される。

( 2 ) 

産の関係について

これまで高麗胸器とカムイヤキ窯

跡出土の製品は，技法や器種の比較

が行われ(白木原1975)，窯構造の

類似性から生産技術の伝播などの検

(吉岡2002)。

- 出土遺跡

遺跡名

1 門前遺跡

2 竹辺C遺跡

3 大石原遺跡

4 木坂海神神社弥勤堂跡

5 大田原ヤモト遺跡

6 三根遺跡

7 本館遺跡号本崎(仮宿)遺跡

8 オテタカ遺跡

9 爽陰湿跡

10 松浦今福遺跡

11 玉石島遺跡

12 大島赤尾遺跡

13 大浜遺跡

14 木飴・三本松遺跡

15 鴻蹟舘鈴

16 j専多遺跡群
17 箱崎遺跡

18 筑前毘分寺跡

19 大宰府史跡

20 稲吉元矢遺跡
21 祇園遺跡

22 域久遺跡群

百

路
』。

ぜ2ぷ
奄 美路島

ヒプ

討が加えられている

もともとカムィヤキ窯跡とその製
160何n

高麗陶器出土分布図 (S= 1 /400，000) 
(山本2003に加筆，再トレース)

120 80 o 10 20 30 40 Q 

品は，熊本県下り山窯跡(以下，下

との類似性が指摘されてり山窯跡)

-62-
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いた(新東・青木1985a， 1985 b ，大西1996)。しかし，窯構造や製品の比較・検討が進む中で両者

の差異は顕著となり，窯構造の関係は見られるものの，製品の関係は見られないとされる。(出合2003，

新里2004)。その後，以前より検討されていた高麗陶器との類似性が高まり，東シナ海を介した朝鮮

半島と南西諸島との技術の移植や交易システムの構築を試み，考古事象から歴史事象へ深化させた検

討が行われている(中島2008)。

( 3 ) 小 結

以上，高麗陶器の研究は日本側から進められ，近年，調査事例が増加している朝鮮半島においても

認識が高まりつつある。出土事例は，北は対馬島から九州、!北部や西北部の海寄，南限は鹿児島県まで

確認できる。これらは貴重品と呼べる品物ではなく，貿易品として生産されていないため「主力貿易

陶磁以上に具体的な流通販路を押さえる鍵Jとされる(山本2003)。

本県では各遺跡の破片点数による定量分析が継続して行われ，その結果，貿易陶磁器の研究の方向

性が示され(宮崎1994，1998)，文献資料を加味した遺跡の位置づけが行われている。この定量分析

により各資料の出土傾向および様相の把握されてはいるものの，結果的に供膳具を主体とした研究が

進められている。そのため，高麗陶器を含めた貯蔵具の出土事例を留意した調査・研究を進めること

が今後の課題である。

3 門前遺跡・竹辺C遺跡の概要および出土資料について(第 2~4図第 1~3表図版

1 ) 

( 1 ) 遺跡概要(第 2図)

門前遺跡は佐世保市愛宕町・中里町，竹辺C遺跡(江上ほか2008)は佐世保市竹辺町に所在する。

現在，両遺跡の北には相浦川が東から南西に向けて流れ，いくつも支流が注いで、いる。また，遺跡周

辺の地形は平野を呈し 水田が広がる。両遺跡の調査によって相浦川やその支流の Iつである小立川

の旧河道が検出され，両遺跡は旧河道で繋がることが確認できた(註 3)。さらに旧地形の復元より，

両遺跡近くまで汀線が迫ることが推定される。発掘調査が実施された周辺の中世の遺跡、として，竹辺

D遺跡(江上ほか2008)，武辺城跡(久村1996)などが挙げられる。

( 2 ) 資料について(第 3図第 1・2

表図版 1) 

今回，新たに報告を行う遺物は，生産地

が不明のため報告書掲載できなかった資料

と報告書刊行後の資料整理の際に生産地が

判別した資料である。なお，資料の判別は，

赤司氏(赤司1991)と山崎氏(山崎1993)

の論考を基準に行った。資料は門前遺跡が

古代末~中世の!日河道 (SR-2，SR-

~ 
無稲陶器(点)

口縁部 頚部 胸部 底部 合計

門前遺跡 SR-3 (東) 1 。 。 。 1 

----------九九~ 局麗陶器(点)

口縁部 頚部 目岡部 底部 合計

門前遺跡 SR-2 1 。 。 。 1 

門前遺跡 SR-3 (東) 。 9 3 4 16 
門前遺跡 SR-3 (西) 。 。 1 。 1 

竹辺C遺跡 SB14-P 8 。 。 l 。 1 
小言十(点) 1 9 5 4 19 

~ 
陶器(点)

口縁部 頭部 胴部 底部 合計

門前遺跡 SR-3 (東) 1 o I 12 I l I 14 
第1表 無軸陶器・高麗陶器・陶器出土点数表

3 (東)， SR-3 (西)) ，竹辺C遺跡が

掘立柱建物跡から確認でき，出土点数は第 l表のとおりである。

①無軸陶器

1は無稀陶器である。形状は碗と考えられ，口縁部が残存する。口縁部は外側へ折り曲げ，外面に

q
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令、会
第 2図

門前遺跡・竹辺C遺跡調査区配置図 (8=1/4，000) 
および竹辺C遺跡主要遺構配置図 (8= 1 /500) 

竹辺C遺跡古代末~中世主要遺構配置図 (s=1 /500) 

貼付けた玉縁状を呈する。外面に貼付ける際，口縁部内面は強いナデ調整による沈線がみられる。器

面および胎土に白色粒子を多く含む。胎土の色調は赤灰色を呈する。

②高麗陶器

2 """11は高麗陶器である。 2は口縁部~頚部が残存する壷で，既報告資料である。形態は二重口縁

を呈する。成形は回転ナデを施す。色調は内・外面暗灰色 断面は灰赤色を呈する。 3・4は壷の頚

部と考えられる。外面に 2条の沈線が波状に巡る。内・外面の成形は回転ナデを施す。調整は内面に

強いナデを施す。胎土は白色・赤色粒子を含み，灰赤色を呈する。 5"""7は壷の胴部である。外面に
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断面が三角形の低い突帯を 1条および2条巡らす。成形は外面に打圧具の痕跡がみられ，格子日夕タ

一部にナデ消しが施される。内面は押圧具の痕跡がみられ 格子日や放射状が確認キを施す。また，

8は既報告資料で，竹辺C遺跡近世の14号
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無軸陶器・高麗陶器・陶器実測図 (8=1/4)

( 2， 8は再トレース，加筆・修正を行う)
第 3図

10cm 。

番号 器霞 ]宣1著名 層位
法量 (cm)()は復元 調整 色調

焼成 胎土
口径 器高 底径 外面 内面 外面 内面

fij SU(東) 3 3目3 ナデ 回転ナデ 青灰色 明青灰色 良好 1育教 0-3ロの白色粒子を多〈含む。
笠古 SR-2 10，2 3.3 ナデ ナデ 暗灰色 暗灰色 良好 稽¥1( 91-3日の白色粒子を多〈含む。

3 査 SR-3 (西) 3 3.2 ナデ/沈持 回転ナデ 暗青灰色 陪青灰色 良好 靖数 n-3臼の白色粒子を多〈含む。
古宜 SR-3 (東) 2.8 ナデ/it謀 回転ナデ 暗青灰色 暗青灰色 良好 務教 e_1-3ロの白色・赤色粒子を多〈含む。

5 笠± SR-3 (東) 3 4.8 格子日夕タキ/ナデ 格子Eタタキ/ナデ 培青灰色 陪青灰色 良好 精気 。1-3白の白色・赤色桂子を多〈含む。
6 査 SR-3 (東) 裏込 3.2 格子日夕タキ/ナデ 格子目タグキ/ナデ 時青灰色 暗青灰色 良好 f報 。1-3ロの白(g.赤色粒子を多(含む。
7 査 SR-3 (東) 3目l l~子百タタキ/ナデ 格子日夕タキ/ナデ 暗青灰色 時青灰色 良好 清教 i_l、3[]の白色・赤色桂子を多〈含む。

妻 SBI4-P 5 5.0 回転ナデ 回転ナデ 青灰色 青灰色 真好 楕銭 。1-3ロの雲母・赤色粒子を含み，藁痕がみられる。
9 査 SR-3 (東) 3.4 格子日グタキ/ナデ ナデ 灰色 青灰色 良好 靖浸 n、2ロの白色粒子を多〈含む。
10 査 SR-3 (東) 3 3.5 (25白2) 平1'1タタキ/ナデ ナデ 時青灰色 暗青灰色 良好 f主役 i_l_ -3ロの白色・赤色粒子を多〈含む。
11 古空 SR-3 (東) 3 3.5 (17.4) [自転ナデ 回転ナデ 暗青灰色 隠青灰色 良好 情説 。i、3Dの白色・赤色桂子を多〈含む。
12 瓶 SR-3 (東) 2 3.5 回転ナデ 回転ナデ 黄灰邑 灰赤色 良好 精設 91-2ロの白色粒子を多〈含む。

13 査 SR-3 (東) 3 1.0 ナデ 回転ヘラケスリ f音色 ti!色 良好 靖設 i_l_-2ロの白色粒子を多く含む。

14 査 SR-3 (東) 3/河市 13.1 回転ヘラケズ')/ナデ 回転ナデ にぷい黄色 笹色 主好 精，f( 91-2ロの白色粒子を多〈含む。

15 瓶? SR-3 (東) 3/河床 5.9 同転ナデ/ナデ 回転ナデ 灰黄色 笹色 良好 請設 91-2ロの白色粒子を多〈含む。

遺物観察表

65 

第 2表



掘立柱建物跡P8から出土した奮の胴部である(註4)。成形は回転ナデ，調整は一部に不定方向の

ナデを施す。内・外面の色調は暗灰色，胎土は培赤色を呈する(註 5)0 9は残存状況から，平底の

査である。成形は内面に囲転ナデを施す。外面には打圧具の痕跡がみられ，格子日夕タキを施す。始

土は白色粒子を含み，灰赤色を呈する。 10は平底の壷である。成形は外面が体部下端にケズリを施し，

調整は全面にナデを施す。底部は不明であるが外底に白色を呈する軸薬らしきものが一面に施され

ている。胎土は白色粒子を含む。 11は平底の壷である。成形は外面の胴部下端に斜位 i"'Jの平行タ

タキを施す。底部は中央部から底端部までナデを施す。内面は囲転ナデを施す。胎土は白色粒子を含

み，灰赤色を呈する。 2，.._.11の断面の色調は，灰赤色と白色を呈し層状の重なりが見られることから，

粘性が強い粘土を用いたと考えられる。

③陶器

S R-3 (東)から出土し，総点数14点の破片資料が確認できる。このうち，図化に耐えうる資料

の報告を行いたい。 12は内・外面に灰色または青灰色の自然紬が施された口縁部と考えられる。口唇

部および頭部は欠損するが口縁部は湾曲し，聴輔成形が考えられる。 13は胴部上半~下半まで残存す

る壷と思われる。成形は内面が回転ナデ，調整は外面の底部下半に回転ヘラケズリ，胴部にナデを施

す。外面は灰色または青灰色の自然粧が施され，内面は無理由で糧色を呈する。 14は平底の底部である。

内・外面は無軸で，桂色を呈する。調整は内面が粗いナデ，外面が回転ヘラケズリを施す。胎土の混

和材および色調が13と近似する。 15は胴部が残存する瓶と考えられる。胴部の成形は円盤状に粘土紐

を巻き積みし，粗いナデを施す。そして，聴轄を使用した回転ナデを施したと考えられる。外面の調

整はナデおよび不定方向のヘラケズリを施す。外面は灰色・青灰色の自然紬が施される。胎土の色調

は灰赤色と白色の層状を呈し，粘性が強い粘土を用いたと考えられる。

( 3 ) その他の朝鮮半島産資料について(第 2・4図 第3表)

ここでは門前遺跡および周辺の竹辺C遺跡 竹辺D遺跡から出土したその他の高麗・朝鮮半島産の

資料の整理を行いたい。

門前遺跡から出土した中世の資料は 7条の旧消道から土師器， r骨石製品，搬入品の畿内産瓦器，

東播系須恵器，中国産の青磁椀・白磁椀などが挙げられる。高麗青磁は 8点と少ない。 1・2はSR

-3 (西)から出土した椀である(註6)0 1は高台が垂直に立ち上がり，平坦を呈する。内底に白

色土の自跡が4箇所確認できる。 2は高台が「ハj字状に立ち上がる。内底に白色土の日跡が3箇所

確認できる。 3・4はSR -3 (東)から出土した椀である。 3は外底が兜巾状を呈する。内底に目

跡が3箇所確認できる。 4は断面が台形の低い高台を呈する。高台に日跡が確認できる。

竹辺C遺跡から出土した中世の資料は，掘立柱建物跡や土坑跡，河川跡から土師器や滑石製品，搬

入品の畿内産瓦器，中昌産の青磁椀・白磁椀が出土する。 5は5号掘立柱建物跡P5より出土した象

蔽青磁瓶である。外面は白化粧土で肩部に蓮弁丈，胴部に柳の象翫を施し，紬の状況から火熱を受け

たことが伺える(註7)。内面は無軸で 聴韓成形の痕跡が明瞭に残る。 6は近世遺物包含層より出

土した象翫青磁碗である。内面に白化粧土で草文の象献を施す。

一方，竹辺C遺跡の東に隣接する竹辺D遺跡の中世の資料としては，土師器や東播磨系須恵器，中

国産の青磁・白磁が挙げられ 近世遺物包含層より 9点の高麗青磁が破片資料で確認できる。

( 4 )小結

以上，門前遺跡・竹辺C遺跡から出土した無粕陶器・高麗掬器・陶器は，全て破片資料であり出土
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が，形状から複数個体の存
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5は8=1/5)

認できる。しかし，下り山窯跡産およびカムィヤキ窯跡産の碗口縁部は，貼付け成形による玉縁状を

呈すると報告される。このため 両窯跡産製品との違いが見られることと 国内産の資料において類

例が見られないことから 2 .......11と同様に朝鮮半島が生産地と考えたい。

②高麗陶器の 2は特徴的な形態を示し，後述する県内の他遺跡においても確認できる。 3.......7は胴

部内面に格子呂タタキ後のナデ消し，頚部に波状文を施す。胴部外面は三角突帯を巡らし，胎土の色

調が県内での既報告資料と類似し，赤司氏の述べられている特徴と一致する。また， 9 .......11の底部の

形状が平底を呈し，断面の色調および須恵器と形状の相違が伺え， 2 .......11は高麗陶器と考えられる。

③間器の器種は壷・瓶と限られる。 14の器形は平底を呈し 13と同一個体が考えられる。肩部から

胴部にかけて広がる平底の壷は，宮崎県下村窯跡出土資料でも確認できる(木村1992，1996)。また，

15は成形技法および形態が須恵器の平瓶に類似し 12と同一個体と考えられる。これらの資料は胎土

の色調が樫色を呈し，形態が陶質土器に類似，自然粧を施すことが特徴である。そして，高麗陶器の

胎土と同様に，陶器の胎土も層状に重なることから，生産地は朝鮮半島と考えたい。

そして，門前遺跡・竹辺C遺跡・竹辺D遺跡から出土した朝鮮半島の遺物の出土状況の整理を行っ

た。 1.......4の高麗青磁は椀H類・盟類の粗製品に分類され，量産品と分類される(宮崎編2000)。生

産地での象按青磁は， 13世紀に全盛期を迎える。 5は遺構の新!日関係より， 13世紀後半またはそれ以

降と考えられ， 6と第3図-8についても 5と同時期と考えられる。これらから， 3遺跡の高麗青磁

は，竹辺D遺跡出土資料の時期が不明であるが，門前遺跡出土資料が11世紀後半~12世紀前半，竹辺

C遺跡出土資料が13世紀後半以降と 2時期に別れる。

高麗産資料実測図 (1~ 4・6は8=1/4，第4図

部を折り返して玉縁状を呈

する形状は，白磁椀町類に

類似し(宮崎編2000)，下

り山窯跡産(出合1997，

2003)やカムィヤキ窯跡産

(新里2003) においても確

長崎県における高麗陶器の出土事例(第 1図第3表)

本県における高麗陶器の出士事例は，対馬島・壱岐島・五島列島・県北部の地域で確認できた。内

訳は，対馬島・壱岐島で8遺跡，五島列島では 3遺跡，県北部が3遺跡、である。主要な遺跡および資

4 

料について，概要を述べたい。

( 1 ) 対馬島・壱岐島

大石原遺跡は掘立柱建物跡，溝跡，土坑跡，遺物包含層が検出された。高麗陶器は，掘立柱建物跡

を構成する柱穴跡などから多く出土する。また， 5基確認された土坑跡の 1号土坑跡から梅瓶腕部と
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底部が出土する。高麗青磁は椀・血が出土し， 12世紀前半とされる。木坂海神神社弥鞘堂跡は柱穴跡、

が検出される。包含層から土師器，瓦器，中国産陶磁器， 1骨石製品，金属器などが出土する。なお，

貿易陶磁器は，破片点数であるが朝鮮産が中国産を上回ると報告される。高麗陶器は斐・壷が出土す

る。壷の口縁部や製作技法は 形態によってバリエーションが見られる。時期は共伴遺物から12世紀

代を中心に13世紀前半頃までが考えられる。オテタカ遺跡は遺物包含層より，高麗陶器口縁部が出土

する。口縁部は折り曲げ成形を施し，外面に沈線が波状に巡る(本田2003)0また，高麗青磁椀 I類

も出土する。崩i遺跡は II区3層と田区溝状遺構 (SD 2)から報告されている。高麗陶器は全て胴

部破片資料であり，内・外面に格子日叩きを施す。また，外面には断面が三角形と台形の突体を張り

付けている。出土遺物は土師器，須恵器，白磁とともに初期高麗青磁椀2点が報告されている(jll日

1998)。

( 2 ) 県北部・五島列島

大浜遺跡は沼地と想定される箇所より，断面が三角形の突帯を巡らす胴部破片資料が確認できる。

他の遺物は土師器，瓦器，緑軸陶器，白磁，高麗青磁が出土する。高麗青磁は椀 1. II類に分類され

る。高麗閥器の時期は，共伴する白磁椀N類より 12世紀代と考えられる。松浦今福遺跡は遺物包含層

より，二重口縁の壷，台形の突帯を巡らす胴部，平底の成部の破片資料が確認できる(中田・高原1997)

(註 8)。他の出土遺物は土師器・瓦器・中国産掬磁器が確認される。玉石鼻遺跡では口縁部~底部

まで残存する事例や，大島赤尾遺跡からも報告されている(中島・塚原1999，塚原2000)。

( 3 )小結(第3表)

以上，本県における高麗閥器が出土する主要な遺跡の概要および事例を述べてきた。 4地域の中で

の高麗陶器の出土量は，対馬島が多い傾向である。その対馬島では朝鮮産陶磁器が中国産陶磁器より

多く占めているものの，供膳具では中国産磁器が高麗産磁器より出土量が高い傾向を示している。大

石原遺跡を例に挙げると，貯蔵具は高麗陶器が90.2%を占め，朝鮮産陶磁器の中でも53.3%を占めて
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日R-L' 。 。 。 。 。 。 。 。 () 6 () 2 。 。 日 11111¥，宵川
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門前湯跡検出18河道土器・陶磁器出土状況{数字は破片点数)

地域 遺跡 要亀 拠
全体 輸入 国産 中国 朝鮮 士郎

備 考
破片点数 /全体 /生体 /賄入 /輸入 /全体

u'惜田 中田1985 12.000 54.0覧 4日.0弘 99.11も 0.9% 26.0% 越続出土。

松浦地減 宮ノ下旬 中田】""6 l. 561 53.6% 46.4出 36.6% 越磁，緑紬，楠葉型 I出土。

直話域跡 宵崎19Y1 1. 826 45.3% 54.71品 93.6首 6.4覧 53.1唱
悶 1111担1988 2.705 36.6唱 71. 9弘 99.9首 0.1時 53.9詰|楠葉型 1出土。

白井川 安来19B9 962 61. 0弘 39.0% 12. C九楠葉型E出土。

大村湾治岸
川井川内 川畑HIHli 330 51. 8出 48.2事 98.2覧 1.8見 32.4時
恒ロ館跡 官時1991 810 72.3覧 27.7% 98. O時 1.4出 19.8% 
富国A 宮崎19B9 92.0時 1.9覧 越磁出上G

伊水力 福田1996 980 77.0首 23.0覧 99.4% 0.6拡 13.9首

島原半島
今福 宮崎lYH6 5.206 18.9唱 81. 1% 96.4見 3.6弘 73.8見
大屋敷 宮崎lYI:lY 168 28. O世 71.4百100.0% 0.0首 48.8首

壱妓 設措跡 松永1997 5，386 34. ()首 66.0唱 71. 6首 26.4唱 43.2首ベトナム陶磁器出土，

対馬 大百車 古門1996 1. 087 83.9出 16.1% 48.49品 51. 6% 8.9拡越舷，和泉型孤出土n

門前 松尾・杉原2田6・812，624 6.8弘 93.2首 99.1百 0.9も 67.5'も
越路160点、緑鞍25点，楠葉型n76点，和泉型1180点出土。

相補地主主 It辺C 江上2008 1. 184 45.2首 54.8唱 97.2首 2.8覧 31. 8時越磁1点出士。

」ー
作辺D 江上2008 1. 080 日旦望監 担，JJT_I旦lLJ遇 」ヱ生EL]企2民樫政些J!:l主L 一一 I

長崎県における中世土器・陶磁器の組成表(宮崎貴夫氏作成を一部加筆改変)

第 3表 門前遺跡検出旧河道土器・陶磁器出土状況
長崎県における中世土器・陶磁器の組成表(杉原2009を引用)
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いる。また，三根遺跡でも朝鮮半島産の高麗陶器が磁器より高い割合を示している(降矢2008)。一

方，肥前西部・五島列島の高麗陶器の出土量は少ない傾向である。この 4地域の供膳具の出土量は，

中国産陶磁器と比較すると朝鮮産蹄磁器が少ない傾向である。この違いは地理的要因による交易航路，

焼物の種別なと守使用者の晴好の差異の表れと考えられている(宮崎1994，1998)。

5 考察(第4・5表)

本報告では，門前遺跡・竹辺C遺跡から出土した無粕陶器・高麗陶器・陶器の報告，そして，高麗

陶器の県内の出土事例，器種および、時期の検討を行った。これらから，資料の特徴をまとめるととも

に，朝鮮半島と当該地域との関わりについて述べていきたい。

( 1 ) 無柚陶器・高麗陶器・陶器について

①無柚陶器について

碗の口縁部は，玉縁状に成形することが特徴である。内・外面や胎土の色調は高麗陶器に近似し，

国内産の資料とは成形技法に相違点が見られる。このため，生産地は不明だが，朝鮮半島に求めたい。

②高麗陶器について(第 4表)

門前遺跡および竹辺C遺跡出土資料は分析の結果，壷・蓋の口縁部や腕部・底部の部位が確認でき

た。成形技法や調整，形態などの特徴は以下の 3点にまとめることが可能である。

ア，壷の頚部は，内面が回転および不定方向のナデ，外面が回転ナデ後 1~2 条の沈娘が波状に巡る。

また，口縁部の形態、は二重口縁を呈する。

イ，胴部の外面は断面が低い三角突帯を 1~2 本巡らす。成形は 5 種類の組み合わせが確認できる。

腕部上半は放射状当て具に格子目タタキ後ナデ消し，格子目当て具に格子目タタキ，内・外面に

回転ナデ，腕部下半は内面が回転ナデに外面が格子日夕タキ，内面が回転ナデに外面が平行タタ

キである。器壁の厚さは，タタキ締めと聴瞳を用いた回転ナデにより，薄く仕上げる。

ウ，底部は平底を呈し，ナデおよび回転ナデによってタタキの痕跡が消される。

壷口縁部の形態は，前述した県内の遺跡にも類似資料が確認できる。胴部の成形技法は打圧具・押

庄具に数種類が見られるが，外面は格子日夕タキ後ナデ消しを継続して用いる。内面の押圧具は格子

日・放射状・平行などが確認でき，外面と同様にナデ消しを施す。そして，同心円丈後沈線が新たな

技法として登場する。また，タタキの工具は格子目や平行などの多種の工具が存在する。突帯は断面

の形状から三角形と台形の 2種類が確認でき，三角形の突帯は新羅陶器から継続して用いられている。

胴部の器壁は，薄く仕上げる。底部の形状は，平底を継続して用いる。さらに，底径のサイズの違い

が認められ，将来，計測値による形態分類が可能と考えられる。

間部内面 闘部外面 突帯

時期
格子目

格子目後 放射状後 平行後 平行後 同心円文 同{，円 回転 工具
格子自 平行

格子日後 格子日後 ナデ・
ナデ消し 三角形 台形

ナデ消し ナデ消し ナデ消し 羽毛 後it隷 文状 ナデ ナデ ナデ消し it線 回転ナデ

門前遺跡 • • • • • • 
大石原遺跡 • • • • • • llC後半 木坂j与神神社弥勃堂膝 • • • • • • • 
大浜遺跡 • • 12C後半
興蝕遺跡 • • • 
松浦今福遺跡 • • 

13C後半 竹辺C遺跡 • • 
水埼遺跡 • • • • 15C前半水崎 (1E宿)遺跡 • .一一」ー」一旦L • • • 

第4表 成形技法一覧表(各技法名のタタキは省略)
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高麗陶器の時期は，門前遺跡が共伴遺物の高麗青磁椀より 11世紀後半~12世紀前半に位置づけられ，

生産地では高麗中期とされる(酉谷1983 片山2005)。一方竹辺C遺跡は，象最青磁より 13世紀後

半以降と考えられる。また 肥前西部は 15世紀前半まで確認される(jll口2001，2003)。

③陶器について

胎土の色調が桂色を呈し 外面に自然粕が施されている点などの類例資料が見られないことから，

掬器として検討を行った。成形技法は陶質土器や須恵器に類似し，器種は瓶や壷が考えられる。そし

て，高麗陶器との比較・検討の結果，胎土の類似点が見られ，成形技法が高麗陶器より古い様相を備

えている。このため，生産地は朝鮮半島と考えたい。

( 2 ) 遺物組成から見る門前遺跡周辺の様相について(第 5表)

門前遺跡や竹辺C遺跡，竹辺D遺跡の中世土器と陶磁器の組成より，朝鮮(高麗)産と中国産を比

較すると，圧倒的に朝鮮(高麗)産の製品が少ない。それは肥前西部と同様な状況が伺える(杉原2009)。

この差異は使用者の晴好の差(宮崎1994，1998)や，福両県博多遺跡群や福岡県箱崎遺跡の状況より

中国産(宋)の製品が安価なため朝鮮産(高麗)の製品が交易品として張り合えなかったとされる(佐

藤2006)。また，国外産である貿易陶磁器の組成は，供膳具である椀・盟が主体を占め，貯蔵具は僅

かな点数である。国内産の組成についても境・盟が主体を占める。具体的には土師器境，瓦器，i骨石

製品，搬入品は畿内産瓦器境・盟，東播系須恵器の出土事例が確認できる。これらの国内産において

際立つ破片点数を示すのが 畿内産瓦器と滑石製品である。この畿内産瓦器は，楠葉型と和泉型の塊

や皿が確認される。畿内産瓦器の九州西部における出土事例は，権門 旧河道 |滑石製品

勢力の交易の影響と寺院勢力の関わりが示唆される(橋本1996，1997， I SR-2 I 246 
1SR-3 (東)， 681 

2007)。そして，門前遺跡出土の滑石製品は，ー遺跡の限られた遺構 lSR-3 (酉) I 162 

範囲での出土量としては特異な数値を示し，滑石製石鍋の「搬入→搬 第5表門前遺跡旧海道出土

出遺物J(松尾ほか2006)，石鍋「集積」遺跡(中島2008)，滑石製石 滑石製品破片点数表

鍋の f集散地J(杉原ほか2008，杉原2009)の役部や位置づけが行われている。

貯蔵具は第3表の須恵器の出土事例が挙げられるが，破片資料のため古代と中世の分類は明確では

ない(註9)。そのため，本報告より出土点数に変更があるが，供膳具より少ない傾向は変わらない。

( 3 ) 高麗との交流・交易関係について

交易には貯蔵具がかかせない器種であるが，高麗陶器は交易品を納める運搬用の容器(コンテナ)

として用いられたと考えられる。それは，商品や内容物(一次的産物)とその容器(二次的産物)の

関係でとらえると，一次的産物は織物や香料で、ある展著，薬物，中国産の茶などが先学の研究より指

摘されているが(土橋1997など)，これらを二次的産物に納めて搬出を行ったと想定される。その役

割は，雨水や海水により濡れると商品の価値を損なうものを納める「防水J，乗船員の食料や水など

を貯蔵する役割も考えられる。陶器を用いる利点として航海時の容器の「安定jや脚荷(パラスト)

の役割が考えられる。そして，運搬の目的を果たした二次的産物の多くは，廃棄されたと思われる。

県内の出土状況は，継続的な破片点数による定量分析が行われた結果，宮崎氏は①肥前西部の貿易

陶磁器の普及度が高い，②貿易陶磁などの割合は，松浦地域と大村湾沿岸地域が高く，島原半島地域

が低い傾向とされる(宮崎1994，1998)。そのため，前者の 2地域が中国(宋)との交易経路の主経

路とされ，③対馬島以外は全般的に朝鮮産陶磁器が少なく，中国産陶磁器が多いことが言える。

高麗陶器の出土量からみる高麗と交易の関係は，肥前西部・五島列島では少ない傾向であるため，
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直接的な交易が行われなかったと考えられる。一方，中国産陶磁器の出土量は多いことから，中国(宋)

商人が介在した，間接的な交易が行われたと考えられる。さらに，供膳具と貯蔵具の割合を本県の遺

跡と博多遺跡群とを比較の結果，本県の遺跡を「博多へ向かう宋船の往路をねらった小規模な交易J

が行われたとされるが(大庭1994)，これは地域外および、島外への販路がなく，地域内および島内の

眼られた流通圏内で、の消費可能な量を購入したため，貯蔵具の出土量が少ないと考えられる。

一方，対馬島と高麗の関係を高麗陶器の出土量からみると，木坂海人神社弥鞘堂跡や大石原遺跡の

出土量は多い傾向である。これらの遺跡は，県内の他の遺跡より貿易陶磁器なとやの資料が上質かっ農

富であり，地理的要因や史料を加味すると高麗の薦人または高麗・対馬島の在地勢力による直接的な

交易が行われたと考えられる。そして，島内で消費または消費可能な量以外は，博多への販路が確立

しているため転売が行われたと推測される。これは壱岐島についても同様な在り方が考えられる。

以上から，高麗陶器が出土した門前遺跡や竹辺C遺跡周辺の場の機能として，中国産磁器や滑石製

品を介した交易を担っていた役割が想定される。この担い手は 遺物組成が肥前西部の他遺跡と異な

るため中国(宋)海商と在地勢力が行ったと考えられる。しかし，高麗陶器の内容物の詳細は不明な

ため，交易の様相まで解明できない。今後，周辺の調査の増加および器壁に残存する付着物の化学分

析を含めた内容物の検討が望まれる。

6 おわりに

門前遺跡・竹辺C遺跡から出土した無紬陶器・高麗陶器・陶器について 未報告資料の報告および

既報告資料を合わせて分析を試みた。無紬陶器・陶器は生産地が不明であるものの，朝鮮半島で生産

された可能性が高いことを述べた。

消費地で出土する貿易陶磁器は 商品(青磁や白磁)に注目が集まる。貯蔵具は破片での出土事例

が多く注目が集まりにくく，生産地の特定などの詳細な検討が進まない状況である。このため，国内

産と国外産の供膳具と貯蔵具の様相を，遺跡内での時間推移で掴むことにより，ヒトの往来をより確

実に捉えられると考えられる。

[謝辞}

本稿の作成に当たり，杉原敦史氏から御指摘・御教示を頂きました。資料の実見にあたり中田敦之

氏，平田賢明氏，松尾昭子氏，資料については赤司善彦氏，石橋忠治氏，伊藤嘉章氏， ]11口洋平氏，

志賀智史氏，基信裕爾氏，塚原博氏，徳永貞紹氏，中島恒次郎氏，松尾秀昭氏，矢葺都子氏に御教

示を賜りました。文末ではありますが，御芳名を掲げて厚くお礼を申し上げます。最後に，未報告資

料の公表を快諾していただいた副島和明氏に深く感謝します。

[註]

(註 1)名称については，赤弓善彦氏の名称(赤司2007)に準拠する。

(註2)焼締現象が見られるため，本稿では陶器として報告する。

(註 3)門前遺跡(県第190集)第118圏 148と竹辺C遺跡第57図-24の越州窯系青磁椀の接合が確認できた。

(註4)報告書では「須恵、器jと報告を行ったが，再度の観察の結果， r高麗陶器」として改めて報告する。

(註5)この建物跡の廃絶時期はj朝刊窯系青花碗より 17世紀前半と考えられるが，この時期の高麗陶器は雑税陶器へ

転化されており，建物跡廃絶時に混入したと考えられる。
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(註 6)第4図-2は蓋と報告されていたが，資料を実見された中島恒次郎氏より椀と御指摘をいただいた。そのた

め，再検討の結果，椀として掲載を行った。その責は筆者にある。

(註7)報告書刊行後，資料を実見されたJ1!口洋平氏から街i指織をいただいた。

(註 8)報告資料を筆者が実見し，中日敦之氏のご了承をいただ、いて分布図の掲載を行った。高麗陶器は第44図-67，

第45図一76・79が該当する。

(註 9)本掲載資料は，須恵、器に分類されていた収蔵籍より抽出を行った。従って，旧河道の破片点数および組成割

合に若干の変更が生じる。しかし，大方の流れとしては変化がなく，破片点数の変更は行っていない。
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資料編ー 1

門前遺跡における自然科学分析(平成15年度①)

株式会社古環境研究所

上門前遺跡における放射性炭素年代測定

仁試料と方法

試料名地点・層準 種類 前処理・調整 測定法

No 1 C 9 -18グリッド， 4 c-1層 炭化材 酸 アルカ 1)一酸洗浄，石墨調整 AMS 

No2 C 9 -18グリッド， 4 c-2層 炭化材 酸 アルカリー酸洗浄，ベンゼン合成 Radiometric

No3 C 9 -18グリッド東壁， 4d層 樹木 酸ーアルカ 1)一酸洗浄，ベンゼン合成 Radiom巴凶c

No4 C 9 -23ウ， 6b層 炭化材 酸ーアルカリー酸洗浄，石墨調整 AMS 

No. 5 C 9 -22エ東側， 4 c-2層 樹木 酸 アルカリー酸洗浄，ベンゼン合成 Radiometric 

1) Radiom巴tricは液体シンチレーションカウンタによる戸 線計数法

2) AMSは加速器質量分析法:Accelerator Mass Spectrometry 

2. 測定結果

試料名
HC年代 δ13C 補正J4C年代

暦年代(西暦)
測定No.

(年 BP) (%0) (年BP) (Beta-) 

No.1 11610土50 -27.1 11580::1::50 交点:cal BC11535 180898 

1σ: cal BC11860~ 11685， 11585~ 11480 

2σ: cal BC11875~ 11650， 11625~ 11460 

BC11405~ 11380 

No.2 2220::1::70 26.3 2190::1::70 交点:cal BC340， 320， 210 180899 
1σ: cal BC370~ 160 

2σ: cal BC390~50 

No.3 2460::1::60 28.0 2410::1::60 交点:cal BC415 180900 
1σ: cal BC750~695，日0~400

2σ: cal BC775~385 

No. 4 5500::1::40 24.0 5520::1::40 交点:cal BC4350 180901 
1σ: caI BC4365~4340 

2σ: cal BC4445~4325 

No. 5 2590::1::60 27.2 2550土60 交点:caI BC785 180902 

lσ: cal BC800~760， 635~560 

2σ: caI BC820~500， 465~425 

1) 14C年代測定値

試料の14Cjl2C比から，単純に現在 (1950年 AD) から何年前かを計算した値。 14Cの半減期は，国

際的慣例により Libbyの5，568年を用いた。
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デルタ

2 ) δJ3C測定値

試料の測定14Cl2C比を補正するための炭素安定河位体比(13C/12C)。この値は標準物質 (PDB)

の同位体比からの千分偏差 (%0)で表す。

3 )補正14C年代値

δ13C測定値から試料の炭素の同位体分別を知り 14C/12Cの測定値に補正値を加えた上で算出した

年代。

4)暦年代

過去の宇宙線強度の変動による大気中14C濃度の変動を較正することにより算出した年代(西暦、)。

calはcalibrationした年代値であることを示す。較正には，年代既知の樹木年輪の14Cの詳細な測定値，

およびサンゴの U-Th年代と14C年代の比較により作成された較正曲線を使用した。最新のデータベー

スでは約19，000年BPまでの換算が可能となっている。ただし， 10，000年BP以前のデータはまだ不

完全であり，今後も改善される可能性がある。

暦年代の交点とは，補正14C年代値と暦年代較正曲線との交点の暦年代値を意味する。 1σ(68%

確率)と 2σ(95%確率)は 補正14C年代値の偏差の幅を較正曲線に投影した暦年代の幅を示す。

したがって，複数の交点が表記される場合や，複数の lσ ・2σ値が表記される場合もある。

3.考察

放射性炭素年代測定の結果， No. 1の炭化材では11580土50年BP(1σ の暦年代で BC11860~11685， 

BC11585~ 11480年)， No. 2の炭化材では2190::1::70年BP(1σ の暦年代で BC370~160年)， No. 3の樹

木では2410土60年BP(1σ の暦年代で BC750~695 ， 540~400年)， No. 4の炭化材では5520::1::40年BP

(1 σ の暦年代で BC4365~4340年)， No. 5の樹木では2550ごと60年BP(1σ の暦年代で BC800~760 ，

635~560年)の年代値が得られた。

なお， No. 1， No. 2， No. 3， No. 5では放射性炭素年代測定値よりも麿年代の年代幅がかなり大きく

なっているが，これは該当時期の暦年代較正由縁が長期間にわたって不安定もしくは停滞しているた

めである。

{文献]

Stuiver， M.， et. al.， (1998)， INTCAL 98 Radiocarbon Age Calibration， Radiocarbon， 40， p.1041-1083. 

中村俊夫 (1999)放射性炭素法.考古学のための年代測定学入門.古今書院， p.1-36. 
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II.門前遺跡における植物珪酸体分析

1.はじめに

植物珪酸体は，植物の細胞内に珪駿 (SiOz)が蓄積したものであり，植物が枯れたあともガラス質

の微化石(プラント・オパール)となって土壌中に半永久的に残っている。植物珪酸体分析は，この

微化石を遺跡土壌などから検出して同定・定量する方法であり，イネをはじめとするイネ科栽培植物

の同定および古植生・古環境の推定などに応用されている(杉山， 2000)。また，イネの消長を検討

することで埋蔵水田跡の検証や探査も可能である(藤原・杉山， 1984)。

2凶試 料

分析試料は， C 9 -18グリッド東壁から採取された計11点である。試科採取笛所を分析結果の柱状

図に示す。

3.分析法

植物珪酸体の抽出と定量は，ガラスビーズ法(藤原， 1976) を用いて，次の手順で、行った。

1 )試料を105
0

Cで24時間乾燥(絶乾)

2)試料約 1gに対し直径約40pmのガラスビーズを約0.02g添加(電子分析天秤により0.1時の精度

で秤量)

3 )電気炉灰化法 (550
0

C・6時間)による脱有機物処理

4)超音波水中照射 (300W・42阻 fz・10分間)による分散

5)沈底法による20flill以下の微粒子除去

6 )封入剤(オイキット)中に分散してプレパラート作成

7)検鏡・計数

同定は， 400倍の偏光顕微鏡下で，おもにイネ科植物の機動細胞に由来する植物珪酸体を対象とし

て行った。計数は，ガラスビーズ個数が400以上になるまで行った。これはほぼプレパラート l枚分

の精査に相当する。試料 1gあたりのガラスビーズ偶数に，計数された植物珪酸体とガラスビーズ個

数の比率をかけて，試料 1g中の植物珪酸体個数を求めた。

また，おもな分類群についてはこの値に試料の仮比重と各植物の換算係数(機動細胞珪酸体1個あ

たりの植物体乾重，単位.10-5 g )をかけて，単位面積で層厚 1cmあたりの植物体生産量を算出した。

イネ(赤米)の換算係数は2.94(種実重はl.03) ，ヨシ属(ヨシ)は6.31，ススキ属(ススキ)はl.24， 

メダケ節はl.16，ミヤコザサ節は0.30である。

4.分析結果

分析試料から検出された植物珪酸体の分類群は以下のとおりである。これらの分類群について定量

を行い，その結果を表 1および図 lに示した。主要な分類群について顕微鏡写真を示す。

〔イネ科〕

イネ，キピ族型，ヨシ属，ススキ属型(おもにススキ属)，ウシクサ族A(チガヤ属など)

日同
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〔イネ科ータケ亜科〕

メダケ節型(メダケ属メダケ節・リュウキユウチク節，ヤダケ属)，ミヤコザ、サ節型(おもにクマ

ザサ属ミヤコザサ節)，未分類等

〔イネ科ーその他〕

表皮毛起源，棒状珪酸体(おもに結合組織細胞由来)，未分類等

〔樹木〕

ブナ科(シイ属)，クスノキ科，マンサク科(イスノキ属)，その他

5.考 察

(1 )稲作跡の検討

水田跡(稲作跡)の検証や探査を行う場合，一般にイネの植物珪酸体(プラント・オパール)が試

料 1gあたり 5，000個以上と高い密度で検出された場合に，そこで

と判断している(杉山， 2000)。ただし，密度が3，000個/g程度でも水田遺構が検出される事例があ

ることから，ここでは判断の基準を3，000個/gとして検討を行った。

C 9 -18グリッド東壁では， 4 a層(試料 1)から 4d -2層(試料11)までの層準について分析を

行った。その結果， 4 c -2層(試料8，9)からイネが検出された。イネの密度は1，400~ 1，500個/

gと比較的低い値であるが，直上の 4c層(試料6，7)ではまったく検出されないことから，上層

から後代のものが混入したことは考えにくい。したがって， 4 c -2層の時期に調査地点もしくはそ

の近辺で稲作が行われていた可能性が考えられる。

(2) イネ科栽培植物の検討

植物珪酸体分析で同定される分類群のうち栽培植物が含まれるものには，イネ以外にもムギ類，ヒ

エ属型(ヒエが含まれる)，エノコログサ属型(アワが含まれる)，キピ属型(キピが含まれる)，ジ、ユ

ズダマ属(ハトムギが含まれる)，オヒシパ属(シコクピエが含まれる)，モロコシ属型， トウモロコ

シ属型などがあるが，これらの分類群はいずれの試料からも検出されなかった。

イネ科栽培植物の中には未検討・のものもあるため，その他の分類群の中にも栽培種に由来するもの

が含まれている可能性が考えられる。これらの分類群の給源植物の究明については今後の課題とした

しミ。

(3) 植物珪酸体分析から推定される植生と環境

1 )植物珪酸体の検出状況

4 d -2層(試料11)では，マンサク科(イスノキ属)が比較的多く検出され，ミヤコザサ節型，

プナ科(シイ属)，クスノキ科，樹木(その他)なども検出された。 4d層(試料10)では，マンサ

ク科(イスノキ属)や樹木(その他)が増加しており，ミヤコザサ節型は見られなくなっている。 4

c -2層(試料8，9)では，前述のようにイネが検出され，ススキ属型やウシクサ族Aも出現して

いる。 4c層(試料6，7)から 4a層(試料 1~ 3)にかけても，おおむね同様の結果であるが，

イネはf食出されなかった。
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2 )植生と環境の推定

4 d -2層および放射性炭素年代測定で2410土60年 BPの年代値が得られた 4d層の堆積当時は，

イスノキ属を主体としてシイ属やクスノキ科なども生育する照葉樹林が分布していたと考えられ，イ

ネ科植物はほとんど見られなかったと推定される。

2190::1::70年BPの年代値が得られた 4c -2層の堆積当時は，調査地点もしくはその周辺で稲作が

行われていたと考えられ，部分的にススキ属やチガヤ属などが生育する草原的なところも見られたと

推定される。また，遺跡周辺にはイスノキ属を主体としてシイ属やクスノキ科なども生育する照葉樹

林が分布していたと推定される。

4 c層から 4a層にかけても，おおむね同様の状況で、あったと考えられるが，河川の影響など何ら

かの原因で稲作は行われなくなったと推定される。

6. まとめ

放射性炭素年代測定で2410土60年BP(暦年代で BC750~695 ， 540~400年)の年代値が得られた

4 d層の堆積当時は，イスノキ属を主体としてシイ属やクスノキ科なども生育する照葉樹林が分布し

ていたと考えられ，イネ科植物はほとんど見られなかったと推定される。

2190士70年BP(暦年代で BC370~160年)の年代値が得られた 4 c -2層の堆積当時は，調査地点

もしくはその周辺で

原的なところも見られたと推定される O また，遺跡閥辺にはイスノキ属を主体としてシイ属やクスノ

キ科なども生育する照葉樹林が分布していたと推定される。

[文献]

杉山真二 (1999)植物珪自主体分析からみた九州南部の照葉樹林発達史.第四紀研究.38(2)， p.109-123. 

杉山真二 (2000)植物珪酸体(プラント・オパール).考古学と植物学.同成社， p.189-213. 
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古学と自然科学， 9， p.15-29. 
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表 1 長崎県，門前遺跡における植物珪酸体分析結果

検出密度(単位:x100伺Ig)

地点・試料 C9 -18グリッド東壁

5 67  8 9 10 11 分類群 学名 1 2 3 4 

イネ科 Grarnineae (Grass巴s)

イネ Oryza sativa (domestic rice) 

キピ族型 Paniceae type 7 

ヨシ属 Phragmites (r巴巴d)

ススキ属型 Miscanthus匂rpe 29 15 23 

14 15 

6 

14 14 

ウシクサ方長A AndropogoneaeA type 22 22 60 21 8 14 7 

タケ亜科 Bambusoideae (Bむnboo)

00 
N 

メダケ節型

ミヤコザサ節型

未分類等

そのf也のイネ手ヰ

表皮毛起源

棒状珪酸体

未分類等

樹木起源

ブナ科(シイ属)

Pleioblastus sect. Medake 

Sasa sect. Miyakozasα 

Others 

Others 

Husk hair origin 

Rod shaped 

Others 

Arboreal 

Castanopsis 

7 

80 37 8 

ヴ

t

ヴ

i

民

U
F
b

1
よ

A

告 98 

15 

23 
'田ーーーー-ー世田ーーー一一ー

7 14 
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世世田ーーーーー『甲田ー一一一一一世時F ー一目甲骨一一一一一ー-品F ー---守昨-一一一一一ー世F ーー『早

6 14 15 21 8 

12 8 28 8 

115 140 159 146 83 

42 56 53 63 15 

206 301 266 333 173 

7 8 

7 8 

7 8 

クスノキ科 Laurac四 Z

マンサク科(イスノキ属) Dかりllium

その他 Others 

植物珪酸体総数 Tot沿

65 

36 

253 

巾
出
詔
一
山

135 

8 

241 

印
日
一
目

46 

30 

160 

167 

21 

313 

おもな分類群の推定生産量(単位:kg/m' . cm) 

イネ Oryza sativa (domestic rice) 0.41 0.45 

ヨシ属 Phragmites (r巴ed) 0.38 

ススキ属型 Miscanthus type 0.36 0.19 0.28 0.17 0.17 

メダケ節型 Pleioblastus sect. Meda此E 0.08 

ミヤコザサ節型 Sasa sect. Miyakozasα 0.05 
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C 9 -18グリッド東壁における植物珪酸体分析結果
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植物珪酸体(プラン卜・オパール)の顕微鏡写真

胃酸

イネ
試料 8

d磁画面邑

ミヤコザザ節型
試料11

クスノキ科
試料10

ヨシ属
試料 7

ブナ科(シイ属)
試料10

マンサク科(イスノキ属)
試料6

84 

ウシクサ族A
試料 1

ブナ科(シイ属)
試料 7

マンサク科(イスノキ属)
試料 9

号頼関

---間一 50μm 



ill. 門前遺跡における花粉分析

1.はじめに

花粉分析は，一般に低湿地の堆積物を対象とした比較的広域な植生・環境の復原に応用されており，

遺跡謂査においては遺構内の堆積物などを対象とした局地的な植生の推定も試みられている。花粉な

どの植物遺体は，水成堆積物では保存状況が良好であるが，乾燥的な環境下の堆積物では分解されて

残存していない場合もある。

2.試 料

分析試料は， C 9 -18グリッド東壁から採取された 4c 2層(試料8)と 4d層(試科10)の2点

である。試料採取箇所を分析結果の柱状図に示す。

3.方法

花粉粒の分離抽出は，中村 (1973)の方法をもとに，以下の手順で行った。

1) 5 %水酸化カリウム溶液を加えて15分間湯煎

2 )水洗処理の後， 0.5mmの舗で際などの大きな粒子を取り除き，沈j殿法で砂粒を除去

3) 25%フッ化水素酸搭液を加えて30分放置

4)水洗処理の後，氷酔酸によつて脱水してアセト Iリjシス処理を施す

5引)再び

6 )沈j誼査に石炭酸フクシンを加えて染色し，グリセ 1)ンゼリーで封入してプレパラート作成

7)検鏡・計数

検鏡は，生物顕微鏡によって300~1000倍で、行った。花粉の同定は，島倉(1973)および中村・(1980)

をアトラスとして，所有の現生標本との対比で、行った。結果は同定レベルによって，科，亜科，属，

亜属，節および種の階級で分類し，複数の分類群にまたがるものはハイフン(一)で結んで、示した。

イネ属については，中村 (1974，1977) を参考にして，現生標本の表面模様・大きさ・孔・表層断面

の特徴と対比して同定しているが，個体変化や類似種があることからイネ属型とした。

4.結果

(1) 分類群

出現した分類群は，樹木花粉22，樹木花粉と草本花粉を含むもの 2，草本花粉 6，シダ植物胞子2

形態の計32である。分析結果を表 lに示し，花粉数が100個以上計数された試料については花粉総数

を基数とする花粉ダイアグラムを示した。主要な分類群について顕微鏡写真を示す。なお，寄生虫卵

にも注目して分析を行ったところ，回虫卵の 1分類群が検出された。

〔樹木花粉〕

マキ属，モミ属，ツガ属，マツ属複維管東亜属，スギ，ヤナギ属，ヤマモモ属，ハンノキ属，カバ

ノキ属，クリ，シイ属ーマテパシイ属，コナラ属コナラ亜属，コナラ属アカガシ亜属，アカメガシワ，

モチノキ属，ブドウ属，グミ属，ハイノキ属，モクセイ科，ツツジ科，ニワトコ属 ガマズミ属，イ

F
h
d
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スノキ属

〔樹木花粉と草本花粉を含むもの〕

クワ科ーイラクサ科，マメ科

〔草本花粉〕

イネ科，イネ属型，カヤツリグサ科，チドメグサ亜科，キク亜科，ヨモギ属

〔シダ植物胞子〕

単条溝抱子，三条溝胞子

〔寄生虫卵〕

囲虫卵

(2) 花粉群集の特徴

4 d層(試料10)では，樹木花粉の占める割合が極めて高い。樹木花粉では，シイ属 マテパシイ

属やコナラ属アカガシ亜属が優占し，マツ属複維管束亜属，クリ，カバノキ属，ニワトコ属 ガマズ

ミ属，イスノキなどが伴われる。草本花粉では，イネ科(イネ属型を含む)，ヨモギ属などが検出さ

れたが，いずれも低率である。 4c -2層(試料8)では，花粉はほとんど検出されなかった。

5.花粉分析から推定される植生と環境

放射性炭素年代測定で2410::1::60年 BP(暦年代で BC750~695 ， 540~400年)の年代値が得られた

4 d層の堆積当時は，シイ類(シイ属一マテパシイ属)やカシ類(コナラ属アカガシ亜属)などの照

葉樹林が繁茂する状況であったと考えられ，部分的にニヨウマツ類(マツ属複維管束亜属，アカマツ

ないしクロマツ)やクリなども生育していたと推定される。また，林縁などにはイネ科やヨモギ属な

どの草本が小規模に生育していたと考えられる。なお，イネ属型(イネが含まれる)も認められたが，

微量であることから，上位層から後代のものが混入した可能性も考えられる。

2190::1::70年BP(暦年代で BC370~160年)の年代値が得られた 4 c -2層では，花粉がほとんど検

出されないことから，植生や環境の推定は困難である。花粉が検出されない原因としては，乾燥もし

くは乾湿を繰り返す堆積環境下で花粉などの有機質遺体が分解されたことなどが考えられる。また，

間層では寄生虫卵(回虫卵)が検出されたが，低密度であることから，集落周辺における通常の汚染

程度と考えられる。匝虫は，虫卵の付着した野菜・野草の摂取や水系により経口感染する。
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表 1 門前遺跡における花粉分析結果

分類群

学名

Arboreal pollen 

Podocarplls 

Abies 

TSlIga 

Pinus subgen. Diploλ;ylon 

CJ)>ptomeria japonica 

Sa!ix 

Myrica 

Alnlls 

Betllla 

Castanea crenata 

Castanopsis-Pasania 

QlIerclls subgen. LepidobalallllS 

QlIerclls subgen. Cyclobalanopsis 

Mallotlls japonicllS 

Ilex 

Vitis 

Elaeagnlls 

Symplocos 

Oleaceae 

和名

樹木花粉

マキ属

モミ属

ツガ属

マツ属複維管束亜属

スギ

ヤナギ属

ヤマモモ属

ハンノキ属

カバノキ属

クリ

シイ属ーマテパシイ属

コナラ属コナラ亜属

コナラ属アカガシ亙属

アカメガ、シワ

モチノキ属

ブドウ属

グミ属

ハイノキ属

モクセイ科

C 9 -18グリッド東壁

4 c“ 2層 4 d層

8 10 

1 

1 

1 

13 

2 1 

2 

3 

2 2 

7 

8 

295 

I 

75 

3 

1 

3 

1 

1 

1 

Ericaceae ツツジ科 I 

Sαmbllclls-VibUrJlllll1 ニワトコ属-t/マズミ属 6 

Distylilll1l イスノキ思 4 

Arboreal . Nonarboreal pollen 樹木・草本花粉

Moraceae心rticaceae クワ科一イラクサ科 1 

Leguminosae マメ科 I 

Nonarboreal pollen 草本花粉

Gramineae イネ科 17 

Ol)'za type イネ属型 1 

Cyperaceae カヤツリグサ科 2 

Hydrocotyloideae チドメグサ亜科 1 

Asteroideae キク亜科 I 

Artemislα ヨモギ属 5 

Femspore シダ植物胞子

Monolate type spore 単条溝胞子 1 5 

Trilate type spore 三条溝胞子 1 1 

Arboreal pollen 樹木花粉 4 431 

Arboreal . Nonarboreal pollen 栃木・草本花粉 o 2 

Nonarboreal pollen 草本花粉 o 27 

Total pollen 花粉総数 4 460 

Unknown pollen 未同定花粉 o 5 

Fem spore シダ植物胞子 2 6 

Helminth eggs 寄生虫卵

Ascaris (llllllbricoides) 回虫卵 1 

Total 言十 1 0 

明らかな消化残注 (一) (一)
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W.門前遺跡における蛍光X線分析

1.試料

分析試料は， C 9 -22-エ東側地点の 4c層上面に形成された硬化した暗褐色集積層，および比較試

料と して採取された 4c層の計2点である。

2.分析方法

エネルギ一分散型蛍光X線分析システム(日本電子(械製， JSX3201)を用いて，元素の同定および

ファンダメンタルパラメータ法 (FP法)による定量分析を行った。以下に分析の手順を示す。

1 )試料を絶乾(l05
0

C・24時間)

2 )メノウ製乳鉢を用いて試料を粉砕

3 )試料を塩化ビニール製リング枠に入れ，圧力15t/cnrで、フ。レスして錠剤試料を作成

4)測定時間300秒，照射径200ml，電圧30keV，試料室内真空の条件で測定

なお，X線発生部の管球はロジウム(Rh)ターゲッ ト，ベリリウム (Be)窓， x線検出器は Si(Li) 

半導体検出器である。

3.分析結果

各元素の定量分析結果 (wt%) を，表 1および図 1に示す。

4.考 察

4 c層上面の硬化した暗褐色集積層では，マンガン (MnO)の含量が5.3%であり， 4 c層の0.2%

と比較して明らかに高い値である。また，暗褐色集積層における鉄 (Fe203)の含量は23.8%であり ，

4 c層の20.6%と比較してやや高い値である。珪酸 (Si02)やアルミニウム(A1203)の含量は，暗

褐色集積層よりも 4c層の方がやや高い値となっている。

以上の結果から， 4 c層上面の硬化した暗褐色集積層は，おもにマンガンが集積したものと考えら

れる。マンガンは還元状態で可溶化 ・溶脱し，酸化状態で不溶化 ・沈積することから，地下水位の季

節変化などによって， 4 c層上部にマンガンが集積したと推定される。
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表1 門前遺跡、における蛍光X線分析結果

単位:wt(%) 

地点・試料 C 9暢 22

原子No. 化学式 4 c層上面 4 c層

11 Na20 0.18 0.26 

12 MgO 1.18 1.23 

13 Aiz03 13.33 15.23 

14 Si02 48.18 54.10 

15 P205 1.12 1.29 

19 K20 2.60 2.62 

20 CaO 1. 65 1. 74 

22 Ti02 2.44 2.37 

23 V205 0.07 0.09 

25 MnO 5.27 0.20 

26 Fe203 23.76 20.63 

37 Rb20 0.03 0.04 

38 SrO 0.07 0.11 

40 Zr02 0.14 0.11 

れla20I I I圃4c層上面

MgO ~ I I口 4c層

AI203 

Si02 

P205 

K20 

CaO 

Ti02 

V205 

MnO 

Fe203 

Rb20 

SrO 

Zr02 

o 10 20 30 40 50 60 wt% 

図 1 門前遺跡における蛍光X線分析結果



資料編ー 2

門前遺跡における放射性炭素年代測定結果(平成15年度②)

株式会社古環境研究所

1.試料と方法

試料名 地点・層準 種類 前処理・調整 測定法

NQ 1 C-9 -19， JP-1， 6 b層 炭化物 酸一アルカリ一酸洗浄，石墨調整 AMS 

NQ2 C-lQ-3， JP-2， 6 b層 炭 化 物 酸 ア ル カ リ 酸洗浄，石墨調整 AMS 

NQ5 C-lQ-4， SR 2自然河川内 木材 酸ーアルカリ一酸洗浄，ベンゼン合成 Radiometric 

NQ6 B-10-10，墓域東側 4層 木材 酸ーアルカリー酸洗浄，ベンゼン合成 Radiometric 

NQ8 C-9“ 19，貝層(海生種)， 4 e層 貝殻 酸エッチング，ベンゼン合成 Radiom巴tdc

NQ 9 C-10-12，腐植土内， 3f層 木材 酸ーアルカリー酸洗浄，ベンゼン合成 Radiometric 

NQll C-9 -18・23， 1号木棺墓一木蓋 木材 酸ーアルカリー酸洗浄，ベンゼン合成 Radiometric 

1) Radiom巴tricは液イ本シンチレーションカウンタによる β線計数法

2) AMSは加速器質量分析法:Accelerator Mass Spectrometry. 

2. 測定結果

試料名
測定NQ 14C年代 δ13C 補正).!C年代

暦年代(西暦)
(B巴ta“) (年 BP) (%0) (年BP)

NQ 1 188782 >42200 -28.2 >42150 

NQ2 188783 7070::t40 26.0 7050::t40 交点:cal BC5910 

lσ: cal BC5985~5880 

2σ: cal BC6000~5835 

NQ5 188784 2980::t60 28.8 2920::t60 交点:cal BC1115 

1σ: cal BC1215~ 1010 

2σ: cal BC1300~930 

NQ6 188785 2900::t70 26.4 2880::t60 交点:cal BC1030 

lσ: cal BC1l30~975 

2σ: cal BC1260~905 

NQ8 188786 1920::t60 0.6 2330::t60 交点:calAD15 

1σ: cal BC50~ AD80 

2σ: cal BC145~ ADl35 

NQ 9 188787 1390士60 28.9 1320土60 交点:calAD680 

1σ: calAD655~765 

2σ: cal AD630~815， 840~855 

NQll 188788 2300士40 28.9 2230土40 交点:cal BC360， 280， 240 

1σ: cal BC375~340， 320~205 

2σ: cal BC390~ 185 
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1) 14 C年代測定値

試料の14Cjl2C比から，単純に現在 (AD1950年)から何年前かを計算した値。 14Cの半減期は，国

際的慣例によりLibbyの5，568年を用いた。

デルタ

2 ) δ13C測定値

試料の測定14Cjl2C比を補正するための炭素安定同位体比(13Cjl2C)。この値は標準物質 (PDB)

の同位体比からの千分偏差(克。)で表す。

3 )補正14C年代値

δ13C測定値から試料の炭素の同位体分加を知り ，14Cjl2Cの測定値に補正値を加えた上で算出した

年代。

4)暦年代

過去の宇宙娘強度の変動による大気中14C濃度の変動を較正することにより算出した年代(西腎)。

calはcalibrationした年代値であることを示す。較正には，年代既知の樹木年輪の14Cの詳細な測定値，

および、サンゴの U-Th年代と14C年代の比較により作成された較正曲線を使用した。最新のデータベー

スでは約19，000年BPまでの換算が可能となっている。ただし， 10，000年BP以前のデータはまだ不

完全であり，今後も改善される可能性がある。

暦年代の交点とは，補正14C年代値と暦年代較正曲線との交点の暦年代値を意味する。 1σ(68%

確率)と 2σ(95%確率)は，補正14C年代値の偏差の幅を較正曲線に投影した暦年代の幅を示す。

したがって，複数の交点が表記される場合や，複数の Iσ ・2σ値が表記される場合もある。

3.所 見

放射性炭素年代測定の結果， NQ 1の炭化物では42200年BP以前(暦年代較正の範囲外)， NQ 2の炭

化物では7050土40年BP (l σ の暦年代で BC5985~5880年)， NQ 5の木材では2920::1::60年BP(lσの

暦年代で BC1215~1010年)， NQ 6の木材では2880::1::60年BP(1σ の暦年代で BCl130~975年)， NQ 

8の貝殻では2330士60年BP (l σ の暦年代で BC50~AD80年)， NQ 9の木材では1320::1::60年BP(l 

σ の暦年代で AD655~765年) ， NQllの木材(木棺墓の木蓋)では2230::1::40年BP(lσの暦年代で BC

375~340， 320~205年)の年代値が得られた。なお，使用した暦年代較正のデータベースは， NQ8の

貝殻(海生種)は Marine98，その他の試料は Intca198で、ある。

{文献]

Stuiver， M.， et. al.， (1998)， INTCAL 98 RadiocarbonAge Calibration， Radiocarbon， 40， p.1041-1083. 

中村俊夫 (1999)放射性炭素法.考古学のための年代測定学入門.古今書続， p.1-36. 

円

Jn叫
U



資料編ー 3

門前遺跡における自然科学分析(平成16年度①)

株式会社古環境研究所

1 .門前遺跡における放射性炭素年代測定

1.試料と方法

試料名 地点・層準 種類 前処理・調整 制定法

Nu 1 4上層， i茸状遺構 木片(クスノキ) 酸 アルカ 1) 酸洗浄，ベンゼン合成 Radiometric

Nu2 4層，墳墓遺構範囲内 炭化材(クリ) 酸アルカリ 酸洗浄，石墨調整 AMS 

酸ーアルカリー酸洗浄，ベンゼン合成 Radiometric 

※Radiom巴tricは液体シンチレーションカウンタによる p線計数法

Nu3 6層内， B-10-13ア 炭化材(散干し材)

※AMSは加速器質量分析法:Accelerator Mass Spectrometry 

2. 測定結果

試料名
HC年代 δJ3C 補正14C年代

暦年代(西暦)
測定Nu

(年 BP) (%0) (年BP) (Beta-) 

Nu 1 940土70 27.8 900::l::70 交点:calAD1160 178414 

lσ: calADl030~ 1220 

2σ: calADlOOO~ 1270 

Nu2 2990ごと40 25.8 2980::l::40 交点:cal BC1210 178415 

lσ: cal BC1280~ 1130 

2σ: cal BC1320~ 1060 

Nu3 3610::l::80 -26.0 3590::l::80 交点:calBC1940 178416 

lσ: cal BC2030~ 1870 

2σ: calBC2140~ 1730 

1) 14C年代測定値

試料の14Cl2C比から，単純に現在 (1950年 AD)から何年前かを計算した値。 14Cの半減期は，国

際的慣例により Libbyの5，568年を用いた。

デルタ

2) δ13C測定値

試料の測定14Cl2C比を補正するための炭素安定同位体比(13C/!2C)。この値は標準物質 (PDB)

の同位体比からの千分偏差 (%0)で表す。

3 )補正14C年代値

δ13C測定値から試料の炭素の同位体分別を知り ，14Cl2Cの測定値に補正値を加えた上で算出した

年代。
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4)暦年代

過去の宇宙線強度の変動による大気中14C濃度の変動を較正することにより算出した年代(西暦)。

較正には，年代既知の樹木年輪の14Cの詳細な測定値，およびサンゴの U四百年代と14C年代の比較に

より作成された較正曲線を使用した。最新のデータベ)スでは，約19，000年BPまでの換算が可能と

なっている。ただし， 10，000年BP以前のデータはまだ不完全であり，今後も改善される可能性があ

る。

暦年代の交点とは，補正14C年代値と暦年代較正曲線との交点の暦年代値を意味する。 1σ(68%

確率)と 2σ(95%確率)は，補正14C年代値の偏差の幅を較正曲線に投影した暦年代の幅を示す。

したがって，複数の交点が表記される場合や，複数の lσ ・2σ値が表記される場合もある。

3. まとめ

放射性炭素年代測定の結果 No 1の木材(クスノキ)では900土70年BP(1σの暦年代で AD1030

~1220年)， No2の炭化材(クリ)では2980土40年BP(1σ の暦年代で BC1280~1130年)， No 3の

炭化材(散孔材)では3590:1::80年BP(1 σ の暦年代で BC2030~1870年)の年代値が得られた。

[文献]

Stuiver， M.， et. al.， (1998)， INTCAL 98 Radiocarbon Age Calibration， Radiocarbon， 40， p.1041-1083. 

中村俊夫 (1999)放射性炭素法.考古学のための年代測定学入門.古今書|涜， p.1-36. 
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1I.門前遺跡における樹種同定

しはじめに

木材は，セルロースを骨格とする木部細胞の集合体であり，解剖学的形質の特徴から概ね属レベル

の同定が可能である。木材は花粉などの微化石と比較して移動性が少ないことから，比較的近隣の森

林植生の推定が可能であり，遺跡から出土したものについては木材の利用状況や流通を探る手がかり

となる。

2.試料

分析試料は， No 1 (4上層，溝状遺構)の木材， No 2 (4層，墳墓遺構範囲内)の炭化材， No 3 (6 

層内， B“ 10-13ア)の炭化材， No 4 (11号箱式石棺出土の鉄剣付着)の木材の計4点である。

3.方法

木材についてはカミソリを用いて新鮮な基本的三断面(木材の横断面，放射断面，接線断面)を作

製し，生物顕微鏡によって60~600倍で観察した。炭化材については割折して新鮮な基本的三断面を

作製し，落射顕微鏡によって75~750倍で観察した。同定は解剖学的形質および現生標本との対比に

よって千?った。

4.結果

結果を表 1に示し，主要な分類群の顕微鏡写真を示す。 以下に同定根拠となった特徴を記す。

クリ Castanea crenata Sieb. et Zucc. ブナ科図版1

横断面:年輪のはじめに大型の道管が，数列配列する環孔材である。晩材部では小道管が，火炎状

に配列する。早材から晩材にかけて，道管の径は急激に減少する。

放射断面:道管の穿孔は単穿孔である。放射組織は平伏細胞からなる。

接線断面:放射組織は単列の向性放射組織型である。

以上の形質よりクリに同定される。クリは北海道の西南部，本州，四国，九州に分布する落葉の高

木で，通常高さ20m，径40Cll1ぐらいであるが，大きいものは高さ30m，径2mに達する。耐朽性強く，

水湿によく耐え，保存性の極めて高い材で，現在では建築，家具，器具，土木，船舶，彫刻，薪炭，

椎茸ほだ木など広く用いられる。

クスノキ Cinnamomum camphora Presl クスノキ科 図版2

横断面:中型から大型の道管が，単独および2~数個放射方向に複合して散在する散孔材である。

道管の周囲を鞘状に柔細胞が取り囲んで、いる。これらの柔細胞の中には，油を含み大きく膨れ上がっ

たものも存在する。

放射断面:道管の穿孔は単穿孔で，道管の内壁にらせん肥厚が存在する。放射組織はほとんどが平

伏細胞で上下の縁辺部のみ直立細胞からなる。
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接線断面:放射組織は異性放射組織型で 1 ~ 2 細胞幅である。上下の縁辺部の直立細胞のなかには，

しばしば大きく膨れ上がったものがみられる。

以上の形質よりクスノキに同定される。クスノキは，関東以西の本州， 四国，九州， 沖縄に分布す

る常緑の高木で，通常高さ25m，径80cIIlぐらいであるが，高さ50m，径 5mに達するものもある。材

は堅硬で耐朽性が強く ，保存性が高く芳香がある。建築，器具，楽器，船，彫刻，ろくろ細工などに

用いられる。

散孔材 diffuse-porous wood 図版 3

横断面 :小型の道管が散在する。

放射断面:道管の穿孔は階段穿孔で，放射組織は異性である。

接線断面:道管と多列幅の放射組織が存在する。

以上の形質より散孔材に同定される。No4はモチノキ属，ガマズミ属に類似するが，保存状態が悪

く広範囲の観察が困難なため，散孔材の同定にとどめた。また， No 3は小片で広範囲の観察が困難な

ため，散孔材の同定にとどめた。

5.所見

分析の結果， No 1 (4上層，溝状遺構)の木材はクスノキ， No 2 (4層，墳墓遺構範囲内)の炭化

材はクリ， No 3 (6層内， B -10-13ア)の炭化材は散孔材， No4 (11号箱式石棺出土の鉄剣付着)の

木材は散孔材(モチノキ属やガマズミ属に類似)と同定された。ク スノキは西南日本に分布する照葉

樹林の主要構成要素であり，海岸沿いに多い。ク リは温帯のやや乾燥したところに広く分布し， 二次

林要素でもある。

[文献]

佐伯浩・原田浩(1985)針葉樹材の細胞.木材の構造，文永堂出版， p.20-48. 

佐伯浩・原田浩 (1985)広葉樹材の細胞.木材の構造，文永堂出);&， p.49-100. 

島地謙・伊東隆夫(1988)日本の遺跡出土木製品総覧，雄山閤， p.296 

山田昌久 (1993)日本列島における木質遺物出土遺跡文献集成，植生史研究特別第 1号，植生史研究会，p.242 

表 1 門前遺跡における樹種同定結果

試料 地点・層準 同定結果 (学名/和名)

No 1 (木材) 4上層，溝状遺構 Ci/1/1aIllOlllllll1 call1phora Pr巴sl クスノキ

No 2 (炭化材) 4層，墳墓遺構範囲内 Casfallea crellafa Sieb.巴tZucc. クリ

NQ 3 (炭化材) 6層内， B-IO-13ア di仔us巴-porouswood 散干し材

NQ4 (木材) 11号箱式石棺出土の鉄剣付着 diffuse-porous wood 散孔材
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門前遺跡の木材及び炭化材

横断面 : O.4mm 放射断面 :O.2mm 接線断面 :O.2mm 

1.試料No.2(炭化材) クリ

横断面 : O.5mm 放射断面 :O.2mm 接線断面 :O.2mm 

2.試料No.l(木材) クスノキ

横断面 : O.4mm 

3.試料No.3(炭化材) 散孔材

。。
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門前遺跡の木材

横断面 : O.4m m  

11号箱式石棺鉄剣散孔材

放射断面 : O.4mm  
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m.門前遺跡における種実同定

1 .はじめに

植物の種子や果実は比較的強靭なものが多く，堆積物や遺構内に残存している場合がある。堆積物

などから種実を検出し，その種類や構成を調べることで，過去の植生や栽培植物を明らかにすること

カfできる。

2.試料

試料は，ポイン トD (C地区石堤土層の最下層)から採取された堆積物および選別済み試料の計2

点である。

3.方 法

以下の方法で，種実の抽出と同定を行った。

1 )試料200ccに水を加えて泥化

2 )撹枠した後，0.25m川nIl川u川unの飾で

3 )双眼実体E顕長微鏡下で検鏡 .計計-数

同定は形態的特徴および現生標本との対比で行い，結果は同定レベルによって科，属，種の階級で

示した。

4.結果

(1) 堆積物試料

分析の結果，堆積物試料では樹木1，草本8の計 9が同定された。学名，和名および粒数を表 1に示

し，主要な分類群を写真に示す。以下に同定根拠となる形態的特徴を記す。

〔樹木〕

ブナ科 Fagaceae 堅果(破片)

堅果が潰れており詳細な観察が困難なため，ブナ科の同定にとどめた。

〔草本〕

エノコログサ属 Setaria 穎 ・果実 イネ科

穎は茶褐色で楕円形を呈す。表面には横方向の微細な隆起がある。

果実(炭化)は黒色でやや光沢がある。落射顕微鏡による内穎の長細胞の観察では長細胞に半円形

の乳頭突起がある。

カヤツ リグサ属 Cypeωr川果実 カヤツリグサ科

黒褐色で狭倒卵形を呈す。表面はやや粗い。断面は三角形である。

スゲ属 Carex 果実 カヤツリグサ科

茶褐色で倒卵形， 肩平である。果皮は柔らかい。

カヤツ リグサ科 Cyperaseae 果実

-100-



黄褐色で倒卵形を呈す。断面は扇平である。

茶褐色で倒卵形を呈す。断面は扇平である。

茶褐色で倒卵形を呈す。断面は三角形である。

イラクサ科 Urticaceae 種子

黄褐色を呈し，ゆがんだ卵形で両端は尖る。表面はざらつき，種皮は厚くやや堅い。

タデ属 Polygonul11 果実 タデ科

黒褐色で先端がとがる卵形を呈す。表面にはやや光沢があり，断固は三角形である。

黒褐色で先端がとがる広卵形を呈す。表面には網目模様があり，断面は両凸レンズ形である。

アカザ属 ChenopodiulIl 種子 アカザ科

黒色で光沢がある。円形を呈し，片面の中央から周縁まで浅い溝がはしる。

ナデシコ科 CaryophyI1aceae 種子

黒色で円形を呈し，側面にへそがある。表面全体に突起がある。

シソ属 Perilla 果実 シソ科

茶褐色で円形を呈し，下端にヘソがある。表面には大きい網目模様がある。

(2) 選別済み試料

分析の結果，選別済み試料では樹木8，草本 1の計9が同定された。学名，和名および粒数を表2

に示し，主要な分類群を写真に示す。以下に同定根拠となる形態的特徴を記す。

〔梅木〕

ヤマモモ Myricarllbra Sieb. et Zucc. 核 ヤマモモ科

茶褐色で楕円形を呈し，両端がややとがる。一端にへそがあり，表面は粗い。断面は扇平である。

イチイガシ QlIerclIs gilva Blume 幼果 ブナ科

炭化していて黒色で，楕円形を呈する。表面はなめらかで，縦方向に一条の凹線が入る。

黒褐色で楕円形を呈し，先端に明瞭な花柱を持つ。花柱の先端は宜上かやや内側に向き，殻斗壁が

厚い。

殻斗は輪状紋をもち基部から先端に向かつて直線的な椀状を呈する。

クスノキ Cinnamol11UIIl Cιl1nphora Sieb. 種子・果実 クスノキ科

黒褐色で球形を呈す。一条の稜線が走りその中央が突起する。

モモ PI川 uspersica Batsch 核 パラ 科縦2l.90・横路.41・厚さ15.27

黄褐色~黒褐色で楕円形を呈し，側面に縫合線が発達する。表面にはモモ特有の隆起がある。

センダン Meliaazedarach L. var. sllbtripinl1ata Miq. 核 センダン科

黒褐色で指円形を呈し，一端は円孔となる O 縦に 5本の発達した稜が走る O

アフブやラギギ、リ Alたellω町川tυげ川rバ.千i舵tescoωrr.τ巾 ピ

種子は広卵状円形でで、{側R則1面は狭卵形や半円;状|伏犬O 背面は円みがあり，腹面の中心線は鈍稜状である。

チャンチンモドキ Choel山 :pondiasaxillaris BL Burtt & AW Hill var. japonica Ohwi 種子(破片)ウル

シ科

核は楕円体。先端は切形で，縁は 5個の楕円形の発芽孔が放射状に並ぶ。基部の着点の周囲に， 5 
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個の長樟円状の由みが放射状に配列する。

ホルトノキ属 Elaeocm戸IS 核 ホルトノキ科

黄褐色で長卵形を呈す。表面には不明瞭で微細な凸凹がある。

〔草本〕

ジ、ユズダマ Coix laCl}'l11aゾobiL. 果実 イネ科

淡褐色~茶褐色で卵球形を呈す。表面には光沢があり，堅い。

5.種実同定から推定される植生と栽培植物

C地区石堤土層の最下層の堆積当時は，カヤツリグサ科，カヤツリグサ属，イラクサ科，タデ属，

エノコログサ属，スゲ属，ナデシコ科，シソ科，ジ、ユズ、ダマなどの草本が生育する湿地的な環境であっ

たと考えられ，近隣にはクスノキを主としてセンダン，ヤマモモ，イチイガシ，アブラギリ，チャン

チンモドキ，ホルトノキなども生育する摂葉樹林が分布していたと推定される。栽培植物としてはモ

モが検出された。モモ，ヤマモモ，イチイガシは食用として有用で、ある。

[文献]

笠原安夫 (1985) 日本雑草図説，養賢堂， 494p. 

笠原安夫 (1988)作物および田畑雑草種類.弥生文化の研究第2巻生業，雄山隠 出版， p. 131-139. 

南木睦彦 (1991)栽培植物.古墳時代の研究第4巻生産と流通1，雄山漏出版株式会社， p.165-174. 

南木睦彦 (1992)低湿地遺跡の種実.月刊考古学ジャーナルNo.355，ニューサイエンス社， p.18-22. 

渡辺誠 (1975)縄文時代の植物食.雄山間， 187p. 

金原正明 (1996)古代モモの形態と品種.月刊考古学ジャーナル No.409，ニューサイエンス社， p.15-19. 

表 1 門前遺跡における種実関定結果(堆積物)

分類群
部位 ポイント D

学名 和名

Arbor 樹木

Fagac巴ae ブナ科 堅果(破片) 1 

Herb 草本

Set.α1"ia エノコログサ属 果実(穎) 1 

Cyperus カヤツリグサ属 果実 2 

Carex スゲ属 果実 1 

Cyperaceae カヤツリグサ科 果実 4 

Urticacea巴 イラクサ科 種子 3 

PolygOl1l111l タデ属 果実 2 

Caryophyllaceae ナデシコ科 種子 l 

Perilla シソ属 果実 1 

Total 合計 16 

(200cnr中0.25日田l飾)
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表 2 門前遺跡における種実同定結果(選別)

分類群
部位 ポイン トD

学名 和名

Arbor 樹木

Myrica I1Ibra Sieb. et Zucc. ヤマモモ 核 7 

QlIercus gilva Blume イチイガシ 幼果 2 

Cinllal1l01111111l call1phora Si巴b クスノキ 種子 31 

果実 69 

PrllllllS persica Batsch モモ 核 l 

Melia azedarach L. var. slIbtripillllata Miq. センダン 核 11 

Aleurites cordata R.Br. ex Steud. アブラギ1) 種子 2 

ChoelVspondias axillaris BL Burtt & AW Hill var.japollica Ohwi チャンチンモ ドキ 種子 2 

破片 l 

Elaeocmplls sylvestris ellipticlls Hara ホル トノキ 核 2 

Herb 草本

Coix lacrylllaソobiL ジュズダマ 果実 l 

Total 合計 129 

-103 



門前遺跡の種実(堆積物)

E司曹園 戸

1エノコログサ属果実 2スゲ属果実 3タデ属果実

一一一一1.0mm 一一一一1.0mm 一一一一1.0mm

4カヤツリグサ科果実 5カヤツリグサ科果実 6カヤツリグサ科果実 7ナデシコ科樋子

-O.1mm 

8イラクサ科種子

一一O.1mm

園圃民I

1 

.. 
9イラクサ科種子 10シソ属果実

-O.1mm 一一一一O.5mm
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門前遺跡の種実(選別)

lヤマモモ核

司

5クスノキ果実

9センダン核

一
・町一弘秘ぞ、よ河・
~・4議~合、 叫~引.

11 ノ11 行~.，・.

hSF 
2ヤマモモ核 3イチイガシ幼果 4モモ核

5.0mm ー田ーーー-5.0mm -5.0mm 

盛調晶
臨竃

6クスノキ果実

.G1IJ咽-・ :φa

kIF 
10センダン核

ーーーー-5.0mm

轟轟
『題担JI

7クスノキ種子

4ft!"人'

hiW f吋a

11アブラギリ種子

5.0mm 

13チャンチンモドキ種子 14チャンチンモドキ種子 15ホルトノキ核

ーーー-5.0mm

-105 

E量固

b 

司君

8クスノキ種子
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12ジュズダマ果実
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N.門前遺跡における植物珪酸体分析

1.はじめに

植物珪酸体は，植物の細胞内に珪酸 (Si02) が蓄積したものであり，植物が枯れたあともガラス質

の微化石(プラント・オパール)となって土壌中に半永久的に残っている。植物珪酸体分析は，この

微化石を遺跡土壌などから検出して同定 ・定量する方法であり イネをはじめとするイネ科栽培植物

の同定および古植生 ・古環境の推定などに応用されている(杉山， 2000)。また，イネの消長を検討

することで埋蔵水田跡の検証や探査も可能である(藤原 ・杉山， 1984)。

2.試料

分析試料は，ポイン トA (B地区南側セクション)，ポイント B (B地区中央)，ポイン トC (C地

区TP21北壁)から採取された計14点である。試料採取箇所を分析結果の模式柱状図に示す。

3.分析法

植物珪酸体の抽出と定量は，ガラスビーズ法(藤原， 1976) を用いて，次の手順で、行った。

1 )試料を105
0

Cで24時間乾燥(絶乾)

2 )試料約 1gに対し直径約40仰のガラスビーズを約0.02g添加 (電子分析天秤によりO.lmgの精度

で秤量)

3 )電気炉灰化法 (550
0

C・6時間)による脱有機物処理

4 )超音波水中照射 (300W . 42KHz . 10分間)による分散

5 )沈底法による20，um以下の微粒子除去

6 )封入剤(オイキッ ト)中に分散してプレパラー ト作成

7 )検鏡・計数

同定は，400倍の偏光顕微鏡下で，おもにイネ科植物の機動細胞に由来する植物珪酸体を対象とし

て行った。計数は，ガラスビーズ個数が400以上になるまで行った。これはほぼプレパラート l枚分

の精査に相当する。試料 1gあたりのガラスビーズ個数に，計数された植物珪酸体とガラスビーズ個

数の比率をかけて，試料 1g中の植物珪酸体個数を求めた。

また，おもな分類群についてはこの値に試料の仮比重と各植物の換算係数(機動細胞珪酸体 1個あ

たりの植物体乾重，単位 :10-5 g) をかけて，単位面積で層厚 1cmあたりの植物体生産量を算出した。

イネ(赤米)の換算係数は2.94(種実重は1.03)，ススキ属(ススキ)は1.24，メダケ節は1.16，ネ

ザサ節は0.48，クマザサ属(チシマザサ節 ・チマキザサ節)は0.75，ミヤコザサ節は0.30である。タ

ケ亜科については，植物体生産量の推定値から各分類群の比率を求めた。

4.分析結果

(1) 分類群

分析試料から検出された植物珪酸体の分類群は以下のとおりである。これらの分類群について定量

を行い，その結果を表 1 および図 1 ~図 3 に示した。 主要な分類群について1顕微鏡写真を示す。
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〔イネ科〕

イネ，キピ族型，ススキ属型(おもにススキ属)，ウシクサ族A(チガヤ属など)

〔イネ科 タケ亜科〕

メダケ節型(メダケ属メダケ節・リュウキュウチク節，ヤダケ属)，ネザサ節型(おもにメダケ属

ネザ、サ節)，クマザサ属型(チシマザサ節やチマキザサ節など)， ミヤコザサ節型(おもにクマザサ属

ミヤコザサ節)，未分類等

〔イネ科ーその他〕

表皮毛起源，棒状珪酸体(おもに結合組織細胞由来)，未分類等

〔樹木〕

ブナ科(シイ属)，クスノキ科，マンサク科(イスノキ属)，アワブキ科，その他

(2) 植物珪酸体の検出状況

1 )ポイント A

VI層(試料11)では，マンサク科(イスノキ属)やクスノキ科などの樹木(照葉樹)起源が比較的

多く検出され，イネ科はほとんど検出されなかった。 v層(試料 5~ 9)から町層(試料 1，3) に

かけても，おおむね同様の結果である。

2 )ポイント B

6 b層(試料10)では，クスノキ科やマンサク科(イスノキ属)などの樹木(照葉樹)起源が検出

され，イネ科はほとんど検出されなかった。 6a層(試料7)から 5層(試料4)にかけても，おお

むね同様の結果である。 4層(試料 1)では，マンサク科(イスノキ属)が増加しており，ブナ科(シ

イ属)やアワブキ科も検出された。イネ科では，ススキ属型やウシクサ族Aが出現している。

3 )ポイント C

5層(試料5)では，マンサク科(イスノキ属)などが検出されたが，いずれも少量である。 4層

(試料3)では，マンサク科(イスノキ属)が大幅に増加しており，クスノキ科も出現している。ま

た，イネ科ではイネやキピ族型が検出された。イネの密度は700個jgと低い値であり，稲作跡の検証

や探査を行う場合の判断基準としている5，000個jgを下回っている。 3層(試料2)では，キピ族型，

メダケ節型，ネザサ節型，クマザサ属型， ミヤコザサ節型，およびマンサク科(イスノキ属)などが

検出されたが，いずれも少量である。 2層(試料 1)ではマンサク科(イスノキ属)が増加しており，

イネ科はほとんど検出されなかった。

5.植物珪酸体分析から推定される植生と環境

縄文時代後期~晩期の土層の堆積当時は，周辺にイスノキ属，シイ属，クスノキ科などの照葉樹林

が分布していたと考えられ，何らかの原因でイネ科植物の生育にはあまり適さない環境であったと推

定される。

弥生時代の土層の堆積当時は，ポイント c(C地区 TP21北壁)など調査区の一部で稲作が行われ
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ていたと考えられ，周辺には部分的にススキ属やチガヤ属，メダケ属(メダケ節やネザサ節)などが

生育していたと推定される。また，遺跡周辺にはイスノキ属などの照葉樹林が分布していたと推定さ

れる。

[文献]

杉山真二 (2000)植物珪酸体(プラント・オパール).考古学と植物学.同成社， p.189-213. 

藤原宏志 (1976)プラント・オパール分析法の基礎的研究(1)一数種イネ科栽培植物の珪酸体標本と定量分析法 .考

古学と自然科学， 9， p.15-29. 

藤原宏志・杉山真二 (1984)プラント・オパール分析法の基礎的研究(5)ープラント・オパール分析による水田祉の探

査一.考古学と自然科学， 17， p.73-85. 
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表 1 長崎県，門前遺跡における植物珪酸体分析結果

検出密度(単位:x100個/g)

地点・試料

分類群 学名

イネ科 Gramineae (Grasses) 

イネ Oryza sativa (domestic ric巴)

キピ族型 Paniceae type 

ススキ属型 Miscanthus type 15 

'7ーさ 7 立墜A一一一一一一一一一一一一一一一企型空()E.?_g~I_l~::t'竺主!Y_P~________________Z____________________________~~一一 一一一一一一一一-aa ---E 
タケ亜科 Bambusoideae (Bamboo) 

メダケ甑型 Pleioblastus s巳巳:t.Medake 15 

ネザサ節型 Pleioblastus sect. Nezasa 15 

クマザサ属型 Sasa (exceptMiyakozasa) 15 

ミヤコザサ節型 Sasa sect. Miyakozasa 7 7 15 

未分類等 Others 30 7 
その他のイネ科 0出巴rs

表皮毛起源 Husk hair origin 7 

棒状珪酸体 Rod shaped 7 7 45 7 7 

未分類等 Others 15 15 7 8 22 7 45 7 15 23 8 45 37 8 

樹木起源 Arbor巴al

ブナ科(シイ属) Castanopsis 

クスノキ科 Lauraceae 
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植物珪酸体(プラント・オパール)の顕微鏡写真
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v.門前遺跡における花粉分析

1 .はじめに

花粉分析は，一般に低湿地の堆積物を対象とした比較的広域な植生・環境の復原に応用されており，

遺跡調査においては遺構内の堆積物などを対象とした局地的な植生の推定も試みられている。花粉な

どの植物遺体は，水成堆積物では保存状況が良好であるが，乾燥的な環境下の堆積物では分解されて

残存していない場合もある。

2.試 料

分析試料は，ポイン トA (B地区南側セクション)およびポイント B (B地区中央)から採取され

た計10点である。これらは，植物珪酸体分析に用いられたものと 同一試料である。

3.方 法

花粉粒の分離抽出は，中村 (1973)の方法をもとに，以下の手順で、行った。

1) 5 %水酸化カ リウム溶液を加えて15分間湯煎

2 )水洗処理の後，0.5mmの飾で、礁などの大きな粒子を取り除き，沈j殿法で砂粒を除去

3) 25%フッ化水素酸溶液を加えて30分放置

4 )水洗処理の後，氷酢酸によつて脱水してアセトリシス処理を施す

5引)再-ぴ

6 )沈i誼査に石炭酸フクシンを加えて染色し，グリセ リンゼリーで封入してプレパラート作成

7 )検鏡 ・計数

検鏡は，生物顕微鏡によ っ て300~1000倍で、行った。花粉の同定は，島倉(1973)および中村(1980)

をアトラスとして，所有の現生標本との対ー比で、行った。結果は同定レベルによって，科，亜科，属，

亜属，節および種の階級で分類し，複数の分類群にまたがるものはハイフン(一)で結んで、示した。

イネ属については，中村 (1974，1977) を参考にして，現生標本の表面模様 ・大きさ ・孔 ・表層断面

の特徴と対比して同定しているが，個体変化や類似種があることからイネ属型とした。

4.結 果

(1) 分類群

出現した分類群は，樹木花粉3，樹木花粉と草本花粉を含むもの 1，草本花粉4，シダ植物胞子2

形態の計10である。分析結果を表 lに示し，主要な分類群について顕微鏡写真を示す。

〔樹木花粉〕

マツ属複維管束亜属，スギ，ハンノキ属

〔樹木花粉と草本花粉を含むもの〕

クワ科，ーイラクサ手ヰ

〔草本花粉〕

イネ科，イネ属型，アブラナ科，ヨモギ属

A
ιτ 

苛

E
i

t
1
4
 



〔シダ植物胞子〕

単条溝胞子，三条溝胞子

(2) 花粉群集の特徴

1 )ポイント A

N層(試料 1，3)では樹木花粉のマツ属複維管東亜属，スギ，ハンノキ属，草本花粉のイネ科，

イネ属型，アブラナ科，ヨモギ属などが検出されたが，いずれも少量である。 V層(試料 5~ 9)で

は，花粉がほとんど検出されなかったo N層(試料11)では，ハンノキ属などが検出されたが，いず

れも少量で、ある。

2 )ポイント B

4層(試料 1)では，樹木花粉のハンノキ属，草本花粉のヨモギ属が検出されたが，いずれも少量

である。 5層(試料4) ~ 6 b層(試料10)では，花粉がほとんど検出されなかった。

5.考察

縄文時代後期~晩期の土層では，花粉がほとんど検出されないことから植生や環境の推定は困難で

ある。弥生時代の土層でも，花粉があまり検出されないことから植生や環境の詳掘な推定は困難であ

るが，当時は周辺で稲作が行われていた可能性が考えられ，アブラナ科などの畑作が行われていた可

能性も示唆される。花粉があまり検出されない原因としては，乾燥もしくは乾湿を繰り返す堆積環境

下で花粉などの有機質遺体が分解されたことなどが考えられる。

[文献]

中村純 (1973)花粉分析.古今書院， p.82-110. 

金原正明 (1993)花粉分析法による古環境復原.新版古代のB本第10巻古代資料研究の方法，角川書庖， p.248-262. 

島倉巴三郎 (1973) 日本植物の花粉形態.大阪市立自然科学博物館収蔵臼録第 5集， 60p. 

中村純 (1980) 日本産花粉の襟徴.大阪自然史博物館収蔵日録第13集， 91p. 

中村純 (1974)イネ科花粉について，とくにイネ (Oryzasativa) を中心として.第四紀研究， 13， p.187-193. 
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門前遺跡における花粉分析結果

学名
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門前遺跡の花粉・胞子

1マツ属綾維管束亜属

4イネ科 5アブラナ科

2スギ

6シダ縞物単条溝胞子
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3ハンノキ属

7シダ植物三条溝胞子
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資料編-4

門前遺跡から出土した木棺の樹種同定(平成16年度②)

株式会社古環境研究所

1.はじめに

木材は，セルロースを骨格とする木部細胞の集合体であり，解剖学的形質の特徴から樹種の同定が

可能である。木材は花粉などの微化石と比較して移動性が少ないことから，比較的近隣の森林植生の

推定が可能であり，遺跡から出土したものについては木材の利用状況や流通を探る手がかりとなる。

2.試 料

試料は，門前遺跡から出土した木棺墓(1号， 2号， 3号， 4号)に用いられた木材6点である。

3.方 法

カミソ リを用いて新鮮な横断面(木口と 同義)，放射断面(柾日と同義)，接線断面(板目と同義)

の基本三断面の切片を作製し，生物顕微鏡によ っ て40~1000倍で観察した。同定は，解剖学的形質お

よび現生標本との対比によ って行った。

4.結果

表 lに結果を示し，主要な分類群の顕微鏡写真を示す。以下に同定根拠となった特徴を記す。

ツブラジイ Castal10psis cuspidata Schottky プナ科 図版 l

横断面:年輪のはじめに中型から大型の道管が，やや疎に数列配列する環孔材である。晩材部で小

道管が火炎状に配列する。放射組織は，単列のものと集合放射組織が存在する。放射断面 :道管の穿

孔は単穿孔で，放射組織は平伏細胞からなり，向性放射組織型である。接線断面:放射組織は向性放

射組織型で，単列のものと集合放射組織が存在する。

以上の形質よりツブラジイに同定される。ツブラジイは関東以南の本州，四国，九州に分布する常

緑の高木で，高さ20m，径1.5mに達する。材は耐朽性，保存性低く，建築材などに用いられる。

シイ属 Castal10psis ブナ科

横断面:年輪のはじめに中型から大型の道管がやや疎に数列配列する環孔材である。晩材部で小道

管が火炎状に配列する。放射断面 :道管の穿孔は単穿孔で，放射組織は平伏細胞からなる。接線断面 :

放射組織は単列の向性放射組織型のものが存在する。

以上の形質よりシイ属に同定される。シイ属は本州(福島県，新潟県佐渡以南)，四国，九州に分

布する常緑高木で，高さ20m，径1.5mに達する。材は耐朽，保存性やや低く，建築，器具などに用

いられる。シイ属にはスダジイとツブラジイがあり， 集合放射組織の有無などで同定できるが，本試

料は小片で広範囲の観察が困難なため，シイ属の同定にとどめた。
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コナラ属アカガシ亜属 Quercus subgen. Cyclobalanopsis ブナ科 図版 2

横断面:中型から大型の道管が l~数列幅で年輪界に関係なく放射方向に配列する放射孔材である。

道管は単独で複合しない。放射断面:道管の穿孔は単穿孔で，放射組織は平伏細胞からなる。接線断

面:放射組織は向性放射組織型で，単列のものと大型の広放射組織からなる複合放射組織である。

以上の形質よりコナラ属アカガシ亜属に同定される。コナラ属アカガシ亜属にはアカガシ，イチイ

ガシ，アラカシ，シラカシなどがあり，本州，四国，九州に分布する常緑高木で，高さ30m，径l.5

m 以上に達する。材は堅硬で強靭，弾力性強く耐湿性も高い。特に農耕具に用いられる。

クスノキ Cinnal11ol11um camphora Presl クスノキ科 図版3

横断面:中型から大型の道管が 単独および2~数個放射方向に複合して散在する散孔材である 。

道管の周囲を鞘状に柔細胞が取り囲んでいる。これらの柔細胞の中には，大きく膨れ上がったものも

存在する。放射断面:道管の穿孔は単穿孔で，道管の内壁にらせん肥厚が存在する。放射組織はほと

んどが平伏細胞で上下の縁辺部のみ直立細胞からなる。接線断面 :放射組織は異性放射組織型で l~

3細胞幅である。上下の縁辺部の直立細胞のなかには， しばしば大きく膨れ上がったものがみられる。

以上の形質よりクスノキに同定される。クスノ キは，関東以西の本州，四国，九州，沖縄に分布す

る常緑の高木で，通常高さ25m，径80cmぐらいであるが，高さ50m，径 5mに達するものもある。材

は堅硬で耐朽性が強く，保存性が高く芳香がある。建築，器具，楽器，船，彫刻，ろくろ細工などに

用いられる。

5.所 見

分析の結果，門前遺跡から出土した木棺墓のうち， 1号木棺墓の側板と蓋材はクスノキ， 2号木棺

墓の木材はコナラ属アカガシ亜属， 3号木棺墓の側板はツブラジイ，蓋材はクスノキ， 4号木棺墓の

木材はシイ属と同定された。いずれも，当時の遺跡周辺で採取可能な樹種であったと考えられる。

[文献}

佐伯浩・原田浩 (1985)針葉樹材の細胞.木材の構造，文永堂出版， p.20-48. 

佐伯浩・原田浩(1985)広葉樹材の細胞.木材の構造，文永堂出版， p.49-100. 

烏地謙 ・伊東隆夫(1988) 日本の遺跡出土木製品総覧，雄山閑， p.296 

山田昌久(1993)日本列島における木質遺物出土遺跡文献集成，植生史研究特別第 l号，植生史研究会， p.242 

表 1 門前遺跡における樹種同定結果

試料 結果(学名/和名)

1号木棺墓(側本反) Cil111a1ll01ll1l111 camphora Presl 

l号木棺墓(蓋材) Cil1l1amOllllll1t camphora Presl 

2号木棺墓 QlIぽel陀'cu川t“ss釦ub均g巴印n.(匂-':yclob何正α1{，加aωIυf川10叩'p川加S幻MI川S 

3号木棺墓 (側板) c.αtσ1St，ωtσ7叩 'p戸阿y沼川S訂iscα印lIS勾伊明p戸y万id，白tα7(，ωtα.， Sch加10t此tl伐ky

3号木棺墓(葦材) Cα1川1111ωα1110ωm川川1I11lCα印αω11川J

4号木棺墓 Cα'astanopsis 

クスノキ

クスノキ

コナラ属アカガシ亜属

ツブラジイ

クスノキ

シイ属
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門前遺跡の木材

r-

1. ツブラジイ

横断而 :0.5m01 放射断面 0.201111 接線断面 : 0.2111111 

2. 2号木棺墓 コナラ属アカガシヨE属

横断而 0.5111111 

J. 1号木棺墓(策材) クスノキ

ハU
円
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資料編ー 5

門前遺跡から出土した木製品の樹種同定(平成16年度③)

株式会社古環境研究所

1.はじめに

木材は，セルロースを骨格とする木部細胞の集合体であり，解剖学的形質の特徴から樹種の同定が

可能である。木材は花粉などの微化石と比較して移動性が少ないことから，比較的近隣の森林植生の

推定が可能であり，遺跡から出土したものについては木材の利用状況や流通を探る手がかりとなる。

2.試 料

試料は，門前遺跡から出土した木製品(切り抜き材，ジョッキ，杭挟み材)である。

3.方 法

カミソリを用いて新鮮な横断面(木口と同義)，放射断面(柾目と詞義)，接線断面(板目と同義)

の基本三断面の切片を作製し 生物顕微鏡によって40~1000倍で観察した。同定は，解剖学的形質お

よび現生標本との対比によって行った。

4.結果

表 1に結果を示し，主要な分類群の顕微鏡写真を示す。以下に同定根拠となった特徴を記す。

カヤ Torr，の'a1111cij;台raSieb. et Zucc. イチイ科図版1

仮道管と放射柔細胞から構成される針葉樹材である。横断面:早材から萌材への移行は穏やかで，

晩材部の幅は狭く年輪界は比較的不明瞭で、ある。放射断面:放射柔細胞の分野壁孔はヒノキ型で 1分

野に 1~4個存在する。仮道管の内壁には，らせん肥摩が存在し 2 本対になる傾向を示す。接線断

面:放射組織は単列の同性放射組織型で 仮道管の内壁には 2本対になる傾向を示すらせん肥厚が存

在する。

以上の形質より，カヤに同定される。カヤは宮城県以南の本州，四国，九州、!と韓国の済州島に分布

する常緑の高木で，通常高さ25m，径90cmに達する。材は均質綴密で堅硬，弾性強く水湿にも耐え，

保存性が高い。弓などに用いられる。

クリ Castal1ea crenata Sieb. et Zucc. ブナ科図版2

横断面:年輪のはじめに大型の道管が，数列配列する環孔材である。晩材部では小道管が火炎状に

配列する。早材から晩材にかけて道管の径は急激に減少する。放射断面:道管の穿孔は単穿孔である。

放射組織は平伏細胞からなる。接線断面:放射組織は単列の向性放射組繊型である。

以上の形質よりクリに同定される。クリは北海道の西南部，本ナ1'1，四国，九州に分布する落葉の高

木で，通常高さ20m，径40cmぐらいであるが，大きいものは高さ30m，径2mに達する。耐朽性強く，

1
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水湿によく耐え，保存性の極めて高い材で，現在では建築，家具，器具，土木，船舶，彫刻，薪炭，

椎茸ほだ木など広く用いられる。

クスノキ Cinnam01l11/111 camphof，σPr巴sl クスノキ科 国版3

横断面:中型から大型の道管が単独および2~数個放射方向に複合して散在する散孔材である。道

管の周囲を鞘状に柔細胞が取り囲んで、いる。これらの柔細胞の中には，大きく膨れ上がったものが存

在する。放射断面:道管の穿孔は単穿孔で，道管の内壁にらせん肥厚が存在する。放射組織はほとん

どが平伏縮胞で上下の縁辺部のみ直立細胞からなる。接線断面:放射組織は異性放射組織型で 1~2

細胞111高である。上下の縁辺部の直立細胞のなかには，しばしば大きく膨れ上がったものがみられる。

以上の形質よりクスノキに同定される。クスノキは，関東以西の本州，四国，九州，沖縄に分布す

る常緑の高木で，通常高さ25m，径80Clllぐらいであるが，高さ50m，径5mに達するものもある。材

は堅硬で耐朽性が強く，保存性が高く芳香がある。建築，器具，楽器，船，彫刻，ろくろ細工などに

用いられる。

5.所 見

分析の結果，門前遺跡から出土した木製品のうち，杭挟み材はカヤ，切り抜き材はクリ，ジョッキ

はクスノキと同定された。いずれも，当時の遺跡周辺で採取可能な樹種であったと考えられる。

[文献}

佐伯i告・原田浩 (1985)針葉樹材の細胞.木材の構造，丈永堂出版， p.20-48. 

佐伯浩・原田浩 (1985)広葉樹材の細胞.木材の構造，丈永堂出版， p.49-100. 

島地謙・伊東隆夫 (1988) 日本の遺跡出土木製品総覧，雄山間， p.296 

山田昌久 (1993) 日本列島における木質遺物出土遺跡文献集成，植生史研究特別第 1号，植生史研究会， p.242 

表 1 門前遺跡における樹種同定結果

試料 結果(学名/和名)

1 切り抜き材 Cas削 leacrel1ata Sieb.巴tZucc. 

2 ジョッキ Cil1lWlI10ll111l11 call1phora Presl 

3 杭挟み材 TOI・1句'a1111cifera Sieb. et Zucc. 

クリ

クスノキ

カヤ

つωつ山T34
 



門前遺跡の木材

r- 横断而 0.5tDl1l 放射断面 : O.lmill 接線断面 ・0.2mm

1 .机挟み材カヤ

〆戸、

横断而 :0ふnm 放射断面 0.2mm 接線断面 : 0.2mm 

2. 切り抜き材クリ

刷新而 : 0.51ll11l 放射断而 : 0.21111ll 按線断而 : 0.2)])111 

3. ジョッキ クスノキ
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資料編ー 6

門前遺跡における放射性炭素年代測定 (平成16年度④)

株式会社古環境研究所

1 .試料と方法

試料名 地点・層準 種類 前処理 ・調整 測定法

No 1 c-9 -22西， 5層 or6層 樹木 酸ーアルカリ 一酸洗浄，石墨調整 AMS 

No2 c-9 -22西， 7層 炭化物 酸 アルカリ 一酸洗浄，石墨調整 AMS 

No3 SKll， 4層 炭化物 酸ーアルカリ 一酸洗浄，石墨調整 AMS 

No4 c-9 -19東， 6 b層 土嬢(炭化物混) 酸洗浄，石墨調整 AMS 

No 5 E-8 -18，住居跡内 4層 炭化物 酸ーアルカリ一酸洗浄，石墨調整 AMS 

No6 E-8-18， SH2イ13層 土壌 酸洗浄，石墨調整 AMS 

AMS:加速器質量分析法 (Acc巴leratorMass Spectrometry) 

2. 測定結果

試料名
測定No 14C年代 δ13C 補正14C年代 暦年代(西暦)

(Beta-) (年 BP) (9'00) (年BP) ( 1σ: 68%確率， 2σ: 95%確率)

No 1 201606 5190土40 -27.9 5140:t40 交点:cal BC3960 

lσ: cal BC3980~3950 

2σ : cal BC3990~3920 ， 3870~3810 

No2 201607 5480:t40 -26.4 5820:t40 交点 :cal BC4700 

lσ: cal BC4720~4660 ， 4640~4620 

2σ : cal BC4760~4560 

No3 201608 4590:t40 -27.8 4日0:t40 交点 :cal BC3340 

lσ: cal BC3360~3320 ， 3220~ 3 120 

2σ : cal BC3370~3 100 

No4 201609 42170:t500 -26.6 42140:t500 

No 5 201610 1770士40 -25.4 1760:t40 交点:calAD250 

lσ: cal AD230~340 

2σ: cal AD150~390 

No6 203607 2120士40 -25.4 2110:t40 交点:cal BC160 

lσ: cal BC190~60 

2σ : cal BC340~320 ， 21O~40 

1) 14C年代測定値

試料の14Cl2C比から，単純に現在 (AD1950年)から何年前かを計算した値。14Cの半減期は，国

際的慣例により Libbyの5，568年を用いた。

デルタ

2) O 13C測定値

試料の測定14C f12C比を補正するための炭素安定同位体比 (I3Cl2C)。こ の値は標準物質 (PDB)

4
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の同位体比からの千分偏差 (%0)で表す。

3幻)補正

δd 13C測定値から試料の炭素の同位体分別を知り札， 14C/戸12Cの測定値に補正値を加えた上で算出した

年代。試料の δdJ3C値を一2お5(似%0ρ)に標準化することによつて得られる年代でで、あるO

4)暦年代

過去の宇宙線強度の変動による大気中HC濃度の変動を較正することにより算出した年代(西暦)。

cal はcaIibrationした年代値であることを示す。較正には，年代既知の樹木年輪の14Cの詳細な測定値，

およびサンゴの U-Th年代と14C年代の比較により作成された較正曲線を使用した。最新のデータベー

スでは約19，000年BPまでの換算が可能となっている。ただし， 10，000年BP以前のデータはまだ不

完全であり，今後も改善される可能性がある。

暦年代の交点とは，補正14C年代値と暦年代較正曲線との交点の暦年代値を意味する。 1σ(68%

確率)と 2σ(95%確率)は，補正14C年代値の偏差の幅を較正曲線に投影した暦年代の幅を示す。

したがって，複数の交点が表記される場合や，複数の 1σ.2σ値が表記される場合もある。

3.所 見

加速器質量分析法 (AMS法)による放射性炭素年代測定の結果， No.1の樹木では5140::1::40年BP(1 

σ の暦年代で BC3980~3950年)， No. 2の炭化物では5820::1::40年BP(同 BC4720 ~4660 ， 4640 ~ 4620年)， 

No. 3の炭化物では4540::1::40年BP(同 BC3360~3320 ， 3220~3120年)， No. 4の土壌(炭化物混)では

42140士500(暦年較正の範囲外)， No. 5の炭化物では1760::1::40年BP(同 AD230~340年)， No. 6の土

壌では2110::1::40年BP(同 BC190~60年)の年代値が得られた。

No. 3では，放射性炭素年代測定値よりも暦年代の年代幅がかなり大きくなっているが，これは該当

時期の較正曲線が不安定なためである。 No.4は，試料中に含まれる炭化物が極微量であることから，

土壌を含めて処理を行った。このため，年代値は土壌形成時の年代を示している可能性が考えられる。

[文献]

Stuiver et al. (1998)， INTCAL 98 Radiocarbon Age Calibration， Radiocarbon， 40， p.l041-1083. 

中村俊夫 (1999)放射性炭素法.考古学のための年代測定学入門.古今書院， p.1-36. 
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資料編ー 7

門前遺跡における放射性炭素年代測定結果(平成17年度①)

株式会社古環境研究所

1.試料と方法

試料名 地点・層準 種類 前処理・調整 測定法

No 1 C-9 -19， IP“1， 6 b層 炭化物酸アルカ 1)一酸洗浄，石墨調整 AMS 

No2 C-10-3， IP-2， 6 b層 炭化物酸アルカリー酸洗浄，石墨調整 AMS 

No 5 C-10-4， SR2自然河川内 木材 酸ーアルカリー酸洗浄，ベンゼン合成 Radiometric 

No6 B-10-10，墓域東側， 4層 木材 酸ーアルカ 1) 酸洗浄，ベンゼン合成 Radiometric

No8 C-9“19，貝層(海生種)， 4 e層 貝殻 酸エッチング，ベンゼン合成 Radiom巴tric

No9 C-1O-12，腐植土内， 3f層 木材 酸 アルカ 1)一酸洗浄，ベンゼン合成 Radiometric

Noll C-9 -18・23， 1号木棺墓木蓋 木材 酸 アルカリ一酸洗浄，ベンゼン合成 Radiometric

1) Radiometricは液イ本シンチレーションカウンタによる s*泉言十妻女法
2) AMSは加速器質量分析法:Accelerator Mass Spec佐om巴try.

2. 測定結果

試料名
測定No 14C年代 δ!3C 補正14C年代

暦年代(西暦)
(Beta-) (年BP) (%0) (年 BP)

No 1 188782 >42200 -28.2 >42150 

No2 188783 7070土40 -26.0 7050土40 交点:cal BC5910 

1σ: cal BC5985~5880 

2σ: cal BC6000~5835 

No5 188784 2980土60 -28.8 2920土60 交点:cal BC1115 

1σ: cal BC1215~ 1010 

2 d : cal BC1300~930 

No6 188785 2900土70 -26.4 2880土60 交点:cal BC1030 

lσ: cal BC1l30~975 

2σ: cal BC1260~905 

No8 188786 1920::1::60 -0.6 2330土60 交点:calAD15 

1σ: cal BC50~ AD80 

2σ: cal BC145~ AD135 

No9 188787 1390土60 -28.9 1320土60 交点:calAD680 

lσ: calAD655~765 

2σ: calAD630~815， 840~855 

Noll 188788 2300士40 -28.9 2230土40 交点:cal BC360， 280， 240 

lσ: cal BC375~340 ， 320~205 

2σ: cal BC390~ 185 

po 
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1) 14C年代測定値

試料の14Cl2C比から，単純に現在 (AD1950年)から何年前かを計算した値。 14Cの半減期は，国

際的慣例により Libbyの5，568年を用いた。

デルタ

2 ) δ13C測定値

試料の測定14Cl2C比を補正するための炭素安定同位体比(13C/12C)。この値は標準物質 (PDB)

の同位体比からの千分偏差 (%0)で表す。

3 )補正14C年代値

δ13C概定値から試料の炭素の同位体分別を知り 14Cl2Cの測定値に補正値を加えた上で算出した

年代。

4)暦年代

過去の宇宙線強度の変動による大気中14C濃度の変動を較正することにより算出した年代(西暦)。

calはcalibrationした年代値であることを示す。較正には，年代既知の樹木年輪の14Cの詳細な測定値，

およびサンゴの U-Th年代と14C年代の比較により作成された較正曲娘を使用した。最新のデータベー

スでは約19，000年BPまでの換算が可能となっている。ただし， 10，000年BP以前のデータはまだ不

完全であり，今後も改善される可能性がある。

暦年代の交点とは，補正14C年代値と暦年代較正曲線との交点の暦年代値を意味する。 1σ(68%

確率)と 2σ(95%確率)は，補正HC年代値の偏差のl隔を較正曲線に投影した暦年代の幅を示す。

したがって，複数の交点が表記される場合や，複数の 1σ ・2σ値が表記される場合もある。

3.所 見

放射性炭素年代測定の結果， No. 1の炭化物では42200年BP以前(暦年代較正の範囲外)， No. 2の炭

化物では7050土40年BP (l σ の暦年代で BC5985~5880年)， No. 5の木材では2920::f::60年BP(1σ の

暦年代で BC1215~1010年)， No. 6の木材では2880::f::60年BP(l σ の暦年代で BC1130~975年)， No. 

8の貝殻では2330土60年BP(1σ の暦年代で BC50~AD80年)， No. 9の木材では1320士60年BP(1 

σ の暦年代で AD655~765年) ， No.llの木材(木棺墓の木蓋)では2230::f::40年BP(1σの暦年代で BC

375~340， 320~205年)の年代値が得られた。なお，使用した暦年代較正のデータベースは， NO.8の

貝殻(海生種)は Marine98，その他の試料は Intca198である。

[文献]

Stuiver， M.， et. al.， (1998)， INTCAL 98 Radiocarbon Age Calibration， Radiocarbon， 40， p.1041-1083. 

中村俊夫 (1999)放射性炭素法.考古学のための年代測定学入門.古今書|淀， p.1-36. 
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資料編ー 8

門前遺跡における自然科学分析(平成17年度②)

株式会社古環境研究所

1 .門前遺跡におけるテフラ分析

1.はじめに

門前遺跡が位置する長崎県北部に分布する後期更新世以降に形成された地層の中には，姶良，鬼界，
さいせつぶつ

阿多，阿蘇など九州地方南部や中部の火山に由来するテフラ(火山砕屑物，いわゆる火山灰)が多く

認められる。テフラの中には噴出年代が明らかにされている指標テフラがあり，これらとの層位関係

を求めることで，遺構の構築年代や遺物包含層の堆積年代などを知ることができるようになっている

(町田・新井， 1992， 2003，古環境研究所， 2001，早田， 2003， 2004など)。

そこで，年代の不明な土層が検出された門前遺跡において，発掘調査担当者により採取された試料

を対象に，火山ガラス比分析を行いテフラの層位把握を行った。また，テフラの降灰層準のある可能

性がある試料などを対象に火山ガラスの屈折率測定を行って指標テフラとの同定を行った。調査分析

の対象となった地点は， c -9 -15区西トレンチと C“ 9-20区西トレンチである。

2.火山ガラス比分析

(1) 分析試料と分析方法

発掘調査の際に肉眼で確認できなかったテフラの降灰層準およびその特徴を明らかにするために，

火山ガラス比分析を行った。分析対象となった試料は， C -9 -15区西トレンチと C-9“20区西トレン

チにおいて発掘調査担当者により採取された試料のうちの11点である。火山ガラス比分析の手JIJ買は，

次の通りである。

1 )試料12gを秤量。

2 )超音波洗浄により泥分を除去。

3) 800

Cで恒温乾燥。

4)実体顕微鏡下で，火山ガラスの量や特徴を定性的に観察。

5 )分析簡により， 1/4~1/8mmの粒子を飾別。

6 )偏光顕微鏡下で5000粒子を観察し，火山ガラスの色調形態別組成を求める。

(2) 分析結果

C -9 -15区西トレンチと C-9 -20毘西トレンチにおける火山ガラス比分析の結果を，ダイヤグラム

にして図 1と図 2に，それらの内訳を表 1にしめす。実体顕微鏡下では，ごく少量ずつ火山ガラスを

認めることができたものの， 500粒子の観察ではC-9 -20区西トレンチの試料36のように，火山ガラ

スがカウントされなかっったものもある。いずれにしても，火山ガラスの比率がもっとも高い試料(C

-9 -20区西トレンチの試料品，試料40，試料38)でも，火山ガラスが占める比率はわずかに0.6%で，
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指標テフラの降灰層準を示すような火山ガラスの顕著な濃集層準は認められなかった。

3.屈折率測定

(1) 測定試料と測定方法

わずかながら他の試料と比較して火山ガラスの比率が高い試料のうち， c -9 -20区西トレンチの試

料44に含まれる火山ガラスについて，温度変化型屈折率測定装置 (MAIOT)により，屈折率(n) 

の測定を行った。

(2) 測定結果

屈折率測定の結果を表2に示す。 C-9 -20区西トレンチの試料44に含まれる火山ガラス16粒子の屈

折率(n) はbimodalで， l. 498 -l. 502 (9粒子)とl.51O-l. 513 (7粒子)のものが認められる。

4.考 察

C -9 -20区西トレンチの試料44に含まれる火山ガラスのうち，屈折率(n)が低い火山ガラスは，

形態や屈折率などから，約2.6~2. 9万年前に南九州地方の姶良カルデラから噴出した姶良Tn火山灰

(AT，町田・新井， 1976， 1992，松本ほか， 1987，村山ほか， 1993，池田ほか， 1995) に由来する

と考えられる。一方，屈折率(n)が高い火山ガラスは，形態や屈折率などから，約7，300年前に南

九州地方の鬼界カルデラから噴出した鬼界アカホヤ火山灰 (K-Ah，町田・新井， 1978) に由来すると

考えられる。おそらく，火山ガラス比分析で検出された有色ガラスの多くは K-Ahに由来すると考え

られる。

実体顕微鏡下での観察や火山ガラス比分析により，試料46より下位の試料で有色の火山ガラスが認

められなかったことから， Cω9 -20区西トレンチの試料44付近に K-Ahの降灰層準のある可能性も考

えられるが，試料44における火山ガラスの濃集が顕著で、はないことからその可能性は高いとは言えな

い。つまり，試料全体がK-Ahより上位の層準から採取された可能性が残される。

なお， C -9 -15区西トレンチの試料4と試料3については，実体顕微鏡による観察の段階で，いず

れの試料からも褐色のパフ、ル型ガラスがごくわずかに認められていることから，いずれも K-Ahより

上位にある可能性が考えられよう。

5.小結

門前遺跡のC-9 -15区西トレンチと C-9 -20区西トレンチにおいて採取された試料を対象に，火山

ガラス比分析と屈折率測定を行った。その結果，姶良Tn火山灰 (AT，約2.6~2. 9万年前)と，鬼界

アカホヤ火山灰 (K-Ah，約7，300年前)に由来すると考えられる火山ガラスを検出することができた。

[文献]

池田晃子・奥野 充・中村俊夫・筒井正明・小林哲夫 (1995)南九州、1，姶良カルデラ起源の大隅降下軽石と入戸火砕

流中の炭化樹木の加速器質量分析法による 14C年代.第四紀研究， 34， p.377-379. 
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古環境研究所 (2001)田ロ高野遺跡の土層とテフラ.松浦市教育委員会編「田ロ高野遺跡J，p.33-39. 

洋・新井房夫 (1976)広域に分布する火山灰一姶良 Tn火山灰の発見とその意義.科学， 46， p.339-347. 

i羊・新井房夫 (1978)南九州鬼界カルデラから噴出した広域テフラ アカホヤ火山灰.第四紀研究， 17， p.143 
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ll. 門前遺跡における樹種同定

1 .はじめに

木材は，セルロースを骨格とする木部細胞の集合体であり，解剖学的形質から，概ね属レベルの同

定が可能で、ある。木材は，花粉などの微化石と比較して移動性が少ないことから，比較的近隣の森林

植生の推定が可能であり，遺跡から出土したものについては，木材の利用状況や流通を探る手がかり

となる。

2. 試料

試料は，縄文時代前期とされる C-9 -22地区のピット 4から採取された杭 1点、である。

3.方法

カミソリを用いて新鮮な横断面(木口と同義)，放射断面(柾目)，接線断面(板目)の基本三断面

の切片を作製し，生物顕微鏡によって40~1000倍で観察した。同定は，解剖学的形質および現生標本

との対比によって行った。

4雀結 果

分析の結果，杭の樹種はマキ属 PodocaJpusと同定された。以下に同定根拠となった特徴を記し，

各断面の顕微鏡写真を示す。

マキ属 PodoCaJlJlIS マキ科

仮道管，樹脂細胞および放射柔縮胞から構成される針葉樹材である。横断面:早材から晩材への移

行はゆるやかで，年輪界がやや不明瞭である。年輪の中に樹脂細抱が散在する。放射断面:放射柔細

抱の分野壁孔はヒノキ型で 1 分野に 1~2 個存在する。樹脂細胞が散在する。接線断面:放射組織は

単列の同性放射組織型で 1~20細胞高である。樹脂細胞が多く見られる。

5.所見

縄文時代前期とされる C-9 -22地区のピット 4から採取された杭の樹種は，マキ属と同定された。

マキ属には，イヌマキ，ナギがあり，関東以酉の本州、1，四国，九州，沖縄に分布する。常緑高木で，

通常高さ20m，径50~80cmで、ある。材は耐朽性が強く耐水性も高い。建築，器具，桶，箱，水槽など

に用いられる。

[文献]

佐伯浩・原田浩 (1985)針葉樹材の細胞.木材の構造，文永堂出版， p.20-48. 

島地謙・伊東経夫 (1988) 日本の遺跡出土木製品総覧，雄山閤， p.296 

山田昌久 (1993) 日本列島における木質遺物出土遺跡文献集成，植生史研究特別第 l号，植生史研究会， p.242 
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ill. 門前遺跡における種実同定および植物葉同定

1 .はじめに

植物の種子や果実は比較的強靭なものが多く，堆積物中に残存する。堆積物から種実を検出しその

群集の構成や組成を調べ，過去の植生や群落の構成要素を明らかにし古環境の推定を行うことが可能

である。また出土した単体試料等を同定し，栽培植物や固有の植生環境を調べることができる。

2. 試 料

試料は，縄文時代前期とされる C-9 -22地区のピット 4から採取された種実および植物葉である。

3.方 法

試料を肉眼及び双眼実体顕微鏡で観察し，形態的特徴および現生標本との対比によって同定を行っ

た。結果は同定レベルによって科，属，種の階級で示した。

4.結果

(1) 分類群

分析の結果，樹木 I分類群が同定された。主要な分類群を写真に示す。以下に同定根拠となる形態

的特徴を記す。

イチイガシ Quercusgilva Blum巴堅果 ブナ科

茶褐色で楕円体や狭楕円体を呈す。先端付近には短い伏毛が密集している。伏毛は灰白色。先端に

明瞭な花柱を持つ。花柱の先端は直上かやや内側に向き 殻斗壁が厚い。殻斗は輪状紋をもち基部か

ら先端に向かって直線的な椀状を呈する。

5.考察

縄文時代前期とされる C-9 -22地区のピット 4から採取された種実は，いずれもイチイガシと同定

された。イチイガシは西南日本の照葉樹林を構成する主要高木で，果実はカシ類の中で渋抜きなしに

食べられる唯一の種類である。

同遺構から採取された樹木葉片については， 一部葉柄が残存するものもあるが，同定根拠となる葉

の辺縁や葉脈の観察ができないことから，樹種の同定には至らなかった。

[文献]

笠原安夫 (1985) 日本雑草図説，養賢堂，494p 

南木睦彦 (1993)葉 ・果実・種子.日本第四紀学会編，第四紀試料分析法，東京大学出版会， p.276-283. 
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門前遺跡の木材

横断面 : 0.5阻 放射断面 : 0.2皿 接線断面 : 0.2凹
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N.門前遺跡における植物珪酸体分析

1.はじめに

植物珪酸体は，植物の細胞内に珪酸 (SiOz)が蓄積したものであり，植物が枯れたあともガラス質

の微化石(プラン ト・ オパール)となって土壌中に半永久的に残っている。植物珪酸体分析は，この

微化石を遺跡土壌などから検出して同定・定量する方法であり イネをはじめとするイネ科栽培植物

の同定および古植生・古環境の推定などに応用されている(杉山， 2000)。また，イネの消長を検討

することで埋蔵水田跡の検証や探査も可能で、ある(藤原 ・杉山， 1984)。

2.試 料

分析試料は，S R 1西壁， S R 7北壁， SR9-2の3地点から採取された計29点である。試料採

取箇所を分析結果の模式柱状図に示す。

3.分析法

植物珪酸体の抽出と定量は，ガラスビーズ法(藤原， 1976) を用いて，次の手順で千?った。

1 )試料を105
0

Cで24時間乾燥(絶乾)

2 )試料約 1gに対し直径約40仰のガラスビーズを約0.02g添加(電子分析天秤によりO.lmgの精度

で秤量)

3 )電気炉灰化法 (550
0

C・6時間)による脱有機物処理

4 )超音波水中照射 (300W. 42KHz. 10分間)による分散

5 )沈底法による20，um以下の微粒子除去

6 )封入剤(オイキット)中に分散してプレパラート作成

7 )検鏡 ・計数

同定は， 400倍の偏光顕微鏡下で，おもにイネ科植物の機動細胞に由来する植物珪酸体を対象とし

て行った。計数は，ガラスビーズ個数が400以上になるまで行った。これはほぼプレパラート 1枚分

の精査に相当する。試料 1gあたりのガラスビーズ個数に，計数された植物珪酸体とガラスビーズ個

数の比率をかけて，試料 1g中の植物珪酸体個数を求めた。

また，おもな分類群についてはこの値に試料の仮比重(1.0と仮定)と各植物の換算係数(機動細

胞珪酸体 1個あたりの植物体乾重，単位 :10-5 g) をかけて，単位面積で層厚 1CIllあたりの植物体生

産量を算出した。これにより，各植物の繁茂状況や植物聞の占有割合などを具体的にとらえることが

できる。イネの換算係数は2.94，ヨシ属(ヨシ)は6.31，ススキ属(ススキ)は1.24， ミヤコザサ節

は0.30である(杉山，2000)。

4.分析結果

(1) 分類群

分析試料から検出された植物珪酸体の分類群は以下のとおりである。これらの分類群について定量

を行い，その結果を表 lおよび図 1に示した。主要な分類群について顕微鏡写真を示す。

〔イネ科〕
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イネ，キピ族型，ヨシ属，ススキ属型(おもにススキ属)，ウシクサ主矢A(チガヤ属など)，ウシク

サ族B (大型)

〔イネ科 タケ亜科〕

ミヤコザサ節型(ササ属ミヤコザ、サ節など)，未分類等

〔イネ科ーその他〕

表皮毛起源，棒状珪酸体(おもに結合組織細胞由来)，未分類等

〔樹木〕

ブナ科(シイ属)，クスノキ科，マンサク科(イスノキ属)，アワブキ科，その他

(2) 植物珪酸体の検出状況

1) S R 1西壁

2層(試料4)から15層(試料24)までの層準について分析を行った。その結果，下位の15層(試

料24)~ 10層(試科目)では，樹木起源のマンサク科.(イスノキ属)が多量に検出され，ブナ科(シ

イ属)，クスノキ科なども検出された。イネ科では，部分的にススキ属型やウシクサ族Aなどが検出

されたが，いずれも少量である。上位の 7層(試料12)~ 2層(試料4)でも，おおむね同様の結果

であるが， 7層(試料12)~ 2層下部(試科6)ではイネが検出された。このうち， 2層下部(試料

6 )と 3層(試料 8)では，密度が3，000個/gおよび4，600個/gと比較的高い値であり，稲作跡の検

証や探査を行う場合の判断基準としている3，000個/gを上回っている。 7層(試料10，12)では，密

度が700~1，500個/gと比較的低い値である。

2) S R 7北壁

8層(試料8)から 6層(試料16)まで、の層準について分析を行った。その結果，樹木起源のマン

サク科(イスノキ属)が多量に検出され，ブナ科(シイ属)，クスノキ科なども検出された。イネ科

では，部分的にミヤコザ、サ節型などが検出されたが，いずれも少量で、ある。

3)SR92(右側)

13層(試料4)から23層(試料18)まで、の層準について分析を行った。その結果，下位の23層(試

料18)~ 19層(試料10)では，樹木起源のマンサク科(イスノキ属)が多量に検出され，ブナ科(シ

イ属)，クスノキ科なども検出された。イネ科では，部分的にミヤコザサ節型などが検出されたが，

いずれも少量である。上位の17層(試料8) ~13層(試料 4) では，樹木起源がやや減少しており，

試料 6~試料 8 ではイネが検出された。イネの密度はいずれも 800個/g と低い値である。

4) SR9-2 (左側)

8層(試料20)から23層(試料32)まで、の層準について分析を行った。その結果，樹木起源のマン

サク科(イスノキ属)が多量に検出され，ブナ科(シイ属)なども検出された。イネ科では，イネ，

ススキ属型，ウシクサ族Aが検出され，部分的にヨシ属，ミヤコザサ節型も少量検出された。イネの

密度は， 23層・ 18層(試料30) では3 ， 800個/g と比較的高い値であり，その他の試料では700~1，500 
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個/gと比較的低い値である。

5陵植物珪酸体分析から推定される植生と環境

弥生時代中期とされる河川跡 (SR 9)の埋土の堆積当時は，周辺で稲作が行われており，そこか

ら何らかの形で河川内にイネの植物珪酸体が混入したと考えられる。当時の遺跡周辺には，イスノキ

属を主体としてシイ属やクスノキ科なども生育する照葉樹林が分布していたと考えられ，イネ科草本

類はあまり見られなかったと推定される。古代末とされる河川跡 (SR 1 )の埋土の堆積当時も，お

おむね河様の状況であったと考えられる。

イスノキは，西南日本の照葉樹林に普通に生育する常緑の高木で，高さ20m，径 1mに達する。材

は耐朽性，保存性が高く，建築，器具，楽器，ろくろ細工，櫛，薪炭などに利用される。また，樹皮

や葉の灰(いすばい)は軸薬に用いられる。

{文献]

杉山真二 (1999)植物珪酸体分析からみた九州南部の照葉樹林発達史.第四紀研究.38(2)， p.109-123. 

杉山真二 (2000)植物珪酸体(プラント・オパール).考古学と植物学.同成社， p.189-213. 

藤原宏志 (1976)プラント・オパール分析法の基礎的研究(1) 数種イネ科栽培植物の珪酸体標本と定量分析法 .考

古学と自然科学， 9， p.15-29. 

藤原宏志・杉山真二 (1984)プラント・オパール分析法の基礎的研究(5) プラント・オパール分析による水田祉の探

査一.考古学と自然科学， 17， p.73-85. 
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表 1 長崎県，門前遺跡における植物珪酸体分析結果

検出密度(単位:X100個/g)

分類群 学名

イネ科 Gramineae (Grasses) 

イネ Oryza sativa 

キピ族型 Paniceae type 

ヨシ属 Phragmites 

ススキ属型 Miscanthus type 15 8 8 

ウシクサ族A Andropogoneae A type 30 23 8 38 

ウシクサ族B Andropogoneae B type 14 

タケ亜科 Bambusoideae (B細 boo)

ミヤコザサ節型 Sasa sect. Crassinodi 

未分類等 Others 

その他のイネ科

表皮毛起源

棒状珪酸体

未分類等

樹木起源

ブナ科(シイ属)

クスノキ科

マンサク科(イスノキ属)

アワブキ科

その他

(海綿骨針)

植物珪酸体総数

15 

30 

8 

32 30 

38 

15 

23 

7 

7 

15 

22 

28 

15 7 

15 

26 

7 
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24 
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16 14 

7 7 
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14 

8 

8 

8 

8 
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8 

6 4 

口

δ
R
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ム

地点・試料

8 7 7 7 

14 

36 

15 

15 
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7 7 

7 
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28 

78 

15 8 

23 

8 

15 8 

45 

Others 

Husk hair origin 

Rod-shaped 

O仕lers

トー
むG
c.o 

23 

15 

8 

331 

46 

349 

7 

7 

374 

7 

15 

322 

26 
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151 
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F
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T
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43 
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8 
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8 
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45 
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n
δ
n
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ハ
U

Fhu 

Arboreal 

Castanopsis 

Lauraceae 

Distylium 

Sabiaceae 8 7 7 

38 38 60 30 39 50 30 75 30 42 60 ー
ム
一
ヴ
d

ワ
ム
一

寸
l
ム
苧

53 30 30 53 Others 

7 Sponge 

Total 467 516 516 405 276 395 317 361 172 381 240 541 287 211 240 248 

:試料の仮比重を1.0と仮定して算出

Oryza sativa (domestic ric巴)

Phragmites 

Miscanthus typ巴

Sasa sect. Crassinodi 

0.44 1.12 0.44 

0.47 

0.19 

0.22 0.19 0.42 

0.45 

0.09 

0.02 

0.22 0.22 0.22 0.22 

おもな分類群の推定生産量(単位:kg/m2 • 叩)

イネ

ヨシ属

ススキ属型

ミヤコザサ節型

0.37 0.19 0.08 

0.02 

0.09 

0.02 0.02 0.02 

0.09 

0.02 

0.09 0.19 

0.02 



検出密度(単位:x100個/g)

分類群 学名

イネ科 Gr釘nineae(Grasses) 

イネ Oryza sativa 

キピ族型 Par註ceaetype

ヨシ属 Phragmites 

ススキ属型 Miscanthus typ巴

ウシクサ族A Andropogoneae A type 

ウシクサ族B Andropogon巴aeB type 

タケ亜科 Barnbusoideae (B釘nboo)

ミヤコザサ節型 Sasa sect. Crassinodi 

未分類等 Others 

その他のイネ科

表皮毛起源

棒状珪酸体

未分類等

樹木起源

ブナ科(シイ属)

クスノキ科

マンサク科(イスノキ属)

アワブキ科

その他

(海綿骨針)

植物珪酸体総数

16 

8 

SR 7北壁

10 14 

15 

8 24 

8 

8 

22 

8 

20 

8 

16 

SR 1西壁

12 

7 

10 

15 

8 

8 

8 

8 

46 

6 

30 

8 

8 

8 

8 

4 

地点・試料

8 
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8 
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8 

8 30 
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15 

482 575 425 493 211 227 

15 

336 289 308 263 

8 

Lauraceae 

Disηlium 

Sabiaceae 8 8 

23 30 137 22 75 53 30 46 15 38 122 53 23 Others 

Sponge 

Total 543 636 600 583 324 348 660 540 403 657 586 421 391 

:試料の仮比重を1.0と仮定して算出

イネ

ヨシ属

ススキ属型

ミヤコザサ節型

0.22 0.44 1.34 0.88 Oryza sativa 

Phragmites 

Miscanthus type 

Sasa sect. Crassinodi 

おもな分類群の推定生産量(単位:kg/m2・cm)

0.02 0.05 

0.09 

0.02 0.02 

0.09 

0.02 



樹木

タケ亜科その他
「一一一寸「一一一一一一寸
ミ フ

ウヤ ナ
シコ 表榛科
クザ未皮状未む
ササ分毛珪分づ
族節類起酸類忌
A 型等 j原体等@

ア
ワ
ブ
キ
科

(
イ
ス
ノ
キ
属
)

マ
ン
サ
ク
科

ク
ス
ノ
キ
科

イネ科

ス
ス
キ
属
型

模
式
柱
状
図

標
高
(

m

)

そ
の
他

イ
ネ

• 4 

• 10 

• 24 

• 12 

• 16 

• 20 

• 22 

• 6 

• 8 

2 

7.0 
磯層

5 

検出密度 (x10
4
偶/g)

5 
推定生産量 (kg!rrf・cm)

。
。

SR 1西壁

樹木

イ
ス
ノ
キ
属
)

マ
ン
サ
ク
科

ク
ス
ノ
キ
科

ブ
ナ
科
(
シ
イ
属
)

イネ科

「一一「

ヤ
コ
ザ
サ
節
型

模
式
柱
状
図

米
分
類
等

そ
の
他

• 8 

• 10 

• 14 

.16 

標
高
(

m

)

7.5 

7.0 

17 磯層

5 

検出密度 (x10
4
侶/g)

5 
推定生産量 (kg!rrf. cm) 

。
SR 7北壁 。

長崎県，門前遺跡における植物珪酸体分析結果

1
i
 

4
 

1
1ム

図 1



樹木

(
海
綿
骨
針
)

そ
の
他

ア
ワ
ブ
キ
科

(
イ
ス
ノ
キ
属
)

マ
ン
サ
ク
科

ク
ス
ノ
キ
科

タケ盛科、 その他

「一一一寸「一一一一一-，
ミ フ
ヤナ
コ表棒科
ザ未皮状未 7つ
サ分毛珪分コ
節類起酸類己
型等 j原体等 e

ウ
シ
ク
サ
族
B

ウ
シ
ク
サ
族
A

ス
ス
キ
属
型

キ
ビ
族
型

イ
ネ

イネ科

• 4 

• 10 

• 14 

• 18 

• 12 

• 16 

• 7 

• 8 

• 6 

模
式
柱
状
図

-
3

標
高

(m)

7.0 

6. 5 

27 磯層

6. 0 
5 

検出密度 (x10'個/g)

5 
推定生産量 (kg/nr・cm)

。
。(右側)SR 9-2 

樹木イネ科

(
海
綿
骨
針
)

そ
の
他

(
イ
ス
ノ
キ
属
)

マ
ン
サ
ク
科

ク
ス
ノ
キ
科

ブ
ナ
科
(
シ
イ
属
)

タケ距科 その他
「一一一，r一一一一一一寸

ヤ
二1

ザ
サ
節
型

米
分
類
等

棒
状
珪
酸
体

表
皮
毛
起
源

米
分
類
等

ウ
シ
ク
サ
族
A

ス
ス
キ
属
型

ヨ
シ
属

キ
ビ
族
型

イ
ネ

• 20 

• 24 

• 32 

• 30 

• 22 

• 26 

• 28 

標
高
(

m

)

6. 5 

6. 0 

際層 27 

5 

検出密度 (x10
4
(1回/g)

5 
推定生産量 (kg/nr・cm)

。

つ山A斗A
1
1ム

。(左側)SR 9-2 



，、
イネ
SR9-2 30 

ヨシ属
SR9-2 22 

ブナ科(シイ属)
SR9-2 30 

/じ デ

ー

マンサク科(イスノキ属)
SR9-2 30 

イネ
SRl 10 

のいんド

イネ(側面)
SR9-2 7 

ゃ-

ススキ属型
SRl 4 

クスノキ科
SRl 12 

υ 

アワプキ科
SRl 24 

ヨ
ミヤコササ節型
SR9-2 22 

マンサク科(イスノキ属)
SR9-2 10 

?毎綿骨針
SR9-2 10 

一一一一一ーーー 50μ111 

植物珪酸体(プラン卜 ・オパール)の顕微鏡写真
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資料編ー9

門前遺跡における 自然科学分析 (平成17年度③)

株式会社古環境研究所

1 .門前遺跡における放射性炭素年代測定

1 .試料と方法

試料名 地点 ・層準 種類 前処理・調整 測定法

No 1 (門前)D-9 -21， 7号木組み 樹木 酸 アルカリ一酸洗浄，石墨調整 AMS

No2 (門前)D-9 -21， 12号木組み 樹木 酸ーアルカリー酸洗浄，石墨調整 AMS 

No 3 (門前)D-9 -21， 15号木組み 樹木 酸ーアルカリ一酸洗浄，石墨調整 AMS 

No4 (門前)D-9 -22， ドングリピット 4 種実 酸ーアルカリ一酸洗浄，石墨調整 AMS 

No 5 (竹辺C)Z-Q-1， 1号木組み 樹木 酸アルカリ 酸洗浄，石墨調整 AMS

No 6 (門前)D-9 -22， SR 3，石鍋付着 炭化物 酸アルカリ 酸洗浄，石墨調整 AMS

No 7 (門前)D-9 -22， SR 3，石鍋付着 炭化物 酸アルカリ 酸洗浄，石墨調整 AMS

No8 (門前)D-9 -19，鉄斧内木片 樹木 酸ーアルカリ一酸洗浄，石墨調整 AMS 

AMS:加速器質量分析法 (Acc巴leratorMass Spectrom巴try)

1) 14C年代測定値

試料の14crc比から，単純に現在 (AD1950年)から何年前かを計算した値。 14Cの半減期は，国

際的慣例により Libbyの5，568年を用いた。

デJレタ

2) d'13C 測定値

試料の測定14Cl2C比を補正するための炭素安定同位体比 (13Cl2C)。この値は標準物質 (PDB)

の同位体比からの千分偏差 (%0)で表す。

3 )補正14C年代値

d' 13C 測定値から試料の炭素の同位体分別を知り， 14Cl2Cの測定値に補正値を加えた上で算出した

年代。試料の δ13C値を -25(%0) に標準化することによって得られる年代である。

4 )暦年代

過去の宇宙線強度の変動による大気中14C濃度の変動を較正することにより算出した年代(西暦)。

calはcalibrationした年代値であることを示す。較正には，年代既知の樹木年輪の14Cの詳細な測定値，

およびサンゴの U崎Th年代と l'lC年代の比較により作成された較正曲線を使用した。

暦年代の交点とは，補正14C年代値と較正曲線との交点の暦年代値を意味する。 1σ(68%確率)

と2σ(95%確率)は，補正14C年代値の偏差の幅を較正曲線に投影した暦年代の幅を示す。したがっ

て，複数の交点が表記される場合や，複数の lσ ・2σ値が表記される場合もある。
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2. 測定結果

試料名
測定No 14C年代 δ13C 被正14C年代 暦年代(西暦)
(B巴ta-) (年 BP) (%0) (年 BP) ( 1σ: 68%確率， 2 d : 95%確率)

No 1 208352 1940土40 28.3 1890::1::40 交点:calAD110 
1 d : calAD70~ 140 

2σ: cal AD40 ~ 230 

No2 208353 2110::1::40 -28.7 2050士40 交点:calBC50 

lσ: cal BC100~ 10 

2σ: cal BC170~ AD40 

No3 208354 2200土40 26.4 2180士40 交点:cal BC200 
lσ: cal BC360~290， 230~ 180 

2σ: cal BC370~ 110 

No4 208355 5600士40 27.7 5560::1::40 交点:cal BC4360 
1σ: cal BC4450~4350 

2σ: cal BC4460~4340 

No 5 208356 2040士40 26.6 2010::1::40 交点、:calBClO 
1σ: cal BC50~ AD40 

2σ: cal BC400~ AD70 

No6 208357 1100::1::40 24.1 1110::1::40 交点:calAD960 

lσ: calAD890~990 

2σ: calAD870~ 1010 

No. 7 208358 970::1::40 -25.4 960::1::40 交点:calAD1030 

1σ: cal AD1020~ 1060， 1080~ 1150 
2σ: calAD1000~ 1180 

No. 8 208359 1950土40 -27.5 1910土40 交点:calAD90 

1σ: calAD60~ 130 

2σ: calAD20~220 

3.所 見

加速器質量分析法 (AMS法)による放射性炭素年代測定の結果， No 1の樹木(7号木組み)では

1890::1::40年BP (1 σ の暦年代で AD70~140年)， No 2の樹木(12号木組み)では2050::1::40年 BP(同

BC100~10年)， No 3の樹木 (15号木組み)では2180土40年 BP (同 BC360~290， 230~ 180年)， No. 4 

の種実(ドングリピット 4)では5560::1::40年BP(同 BC4450~4350年)， No. 5の樹木(1号木組み)

では2010土40年 BP (同 BC50~AD40年)， No. 6の炭化物(石鍋付着)では1110::1::40年 BP(同 AD890

~990年)， No. 7の炭化物(石鍋付着)では960::1::40年 BP(向 AD1020~1060， 1080~ 1150年)， No. 8 

の樹木(鉄斧木質部)では1910::1::40年 BP (問 AD60~130年)の年代値が得られた。

このうち， No. 3では放射性炭素年代測定値よりも暦年代の年代幅がかなり大きくなっているが，こ

れは該当時期の較正曲線が不安定なためである。

[文献]

S同iveret al. (1998)， INTCAL 98 RadiocarbonAge Ca1ibration， Radiocarbon， 40， p.l041-1083. 

中村俊夫(1999)放射性炭素法.考古学のための年代測定学入門.古今書院， p.1-36. 
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II. 門前遺跡における樹種同定

1.はじめに

木材は，セルロースを骨格とする木部細胞の集合体であり，解剖学的形質から，概ね属レベルの同

定が可能である。木材は，花粉などの微化石と比較して移動性が少ないことから，比較的近隣の森林

植生の推定が可能であり，遺跡から出土したものについては，木材の利用状況や流通を探る手がかり

となる。

2.試 料

試料は，木組み材について採取された 4点および鉄斧内木片(木柄)について採取された l点の計

5点の樹木である。試料の詳細を表 1に示す。

3.方法

カミソリを用いて新鮮な横断面(木口と同義)，放射断面(柾目)，接線断面(板目)の基本三断面

の切片を作製し，生物顕微鏡によって40~1000倍で観察した。同定は，解剖学的形質および現生標本

との対比によって行った。

4.結果

表1に結果を示し，主要な分類群の顕微鏡写真を示す。以下に同定根拠となった特徴を記す。

シイ属 Castanopsis ブナ科園版 1

横断面:年輪のはじめに中型から大型の道管がやや疎に数列配列する環孔材である。晩材部で小道

管が火炎状に配列する。放射断面:道管の穿孔は単穿孔で，放射組織は平伏細胞からなる。接続断面:

放射組織は単列の同性放射組織型のものが存在する。

以上の形質よりシイ属に同定される。シイ属は本州、I(福島県，新潟県佐渡以南)，四国，九州に分

布する常緑高木で，高さ20m，径1.5mに達する。材は酎朽，保存性やや低く，建築，器具などに用

いられる。なおシイ属には，スダジイとツプラジイがあり，集合放射組織の有無などで同定できるが，

試料が小片で広範囲の観察が困難であることから，シイ属の同定にとどめた。

クスノキ Cinnamomum camphora Presl クスノキ科 図版2

横断面:中型から大型の道管が単独および2~3 放射方向に複合して散在する散孔材である。道管

の閤囲を鞘状に軸方向柔細胞が取り囲んでいる。これらの柔細胞の中には，油を含み大きく膨れ上がっ

たものも存在する。放射断面:道管の穿孔は単穿孔で，道管の内壁にらせん肥厚が存在する。放射組

織はほとんどが平伏細胞で上下の縁辺部のみ直立細胞からなる。接線断面:放射組織は異性放射組織

型で 1~2 細胞幅である。上下の縁辺部の宜立細胞の中には，しばしば大きく膨れ上がったものがみ

られる。

以上の形質よりクスノキに同定される。クスノキは，関東以西の本州，四国，九州，沖縄に分布す

-146 -



る常緑の高木で，通常高さ25m，径80cmぐらいであるが，高さ50m，径 5mに達するものもある。材

は堅硬で耐朽性が強く，保存性が高く芳香がある。建築，器具，楽器，船，彫刻，ろくろ細工などに

用いられる。

イスノキ Distylium racemosum Sieb. et Zucc. マンサク科 図版3

横断面:小型でやや角張った道管が，ほほ単独に散在する散孔材である。軸方向柔細胞が接線方向

に向かつて黒い線状に並んで、見られ，ほほ一定の間隔で規則的に配列する。放射断面:道管の穿孔は

階段穿孔板からなる多孔穿孔で，階段の数は比較的少なく 15前後のものが多い。放射組織は異性であ

る。接線断面:放射組織は異性放射組織型で， 1 ~ 2細胞幅である。

以上の形質よりイスノキに同定される。イスノキは関東以西の本州，四国，九州，沖縄に分布する

常緑の高木で，高さ20m，径 1mに達する。耐朽性および保存性の高い材で，建築，器具，楽器，ろ

くろ細工，櫛，薪炭などに用いられる。

5.所見

分析の結果，木組み材の樹種はシイ属 2点，クスノキ 2点，鉄斧内木片(木柄)の樹種はイスノキ

と同定された。いずれの樹種も温帯下部の暖温帯に分布し，クスノキとシイ属は西南日本に分布する

照葉樹林の主要高木であり，イスノキも照葉樹林の構成要素である。いずれも当時の遺跡周辺で採取

可能な樹種であったと考えられる。

[文献]

佐伯浩・原田浩 (1985)広葉樹材の細胞.木材の構造，文永堂出版， p.49-100. 

山田昌久(1993)日本列島における木質遺物出土遺跡文献集成，植生史研究特別第 l号，植生史研究会， p.242. 

表 1 門前遺跡における樹種同定結果

NQ 試料 出土地点 結果(和名/学名)

l 7号木組み材 (門前)D-9 -21 クスノキ CinnamomulI1 call1phora Presl 

2 12号木組み材 (門前)D-9 -21 シイ属 Castanopsis 

3 15号木組み材 (門前)D-9 -21 クスノキ Cinnall1oll1UII1 call1phora Presl 

5 1号木組み材 (竹辺C)Z-O-l シイ属 Castanopsis 

8 鉄斧の木柄 (門前)c-9 -19 イスノキ Distyliwl1 racell10sum Sieb.巴tZucc. 
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門前遺跡の木材

横断面 : 0.5mm 放射断面 : 0.2醐 接線断面 : 0.2醐

1. No.2 12号木組み材 シイ属

横断面 ・0.5mm 放射断面 : 0.2mm 接線断面 : 0.2凹

2. No.l 7号木組み材クスノキ

横断面 O. 5mm 放射断面 : 0.2剛 接線断面 : 0.2凹

3. No.8 鉄斧の木柄イスノキ -148 -



ill. 門前遺跡における種実同定

1.はじめに

植物の種子や果実は比較的強靭なものが多く，堆積物や遺構内に残存している場合がある。堆積物

などから種実を検出し，その種類や構成を調べることで，過去の植生や栽培植物を明らかにすること

カfできる。

2.試料

試料は， ドングリピット 4から採取された種実 1点である。

3.方法

肉眼及び双眼実体顕微鏡で観察し，形態的特徴および現生標本との対比によ って同定を行った。結

果は同定レベルによって科，属，種の階級で示した。

4.結果

分析の結果， ドングリピッ ト4から採取された種実は，イチイガシの堅果と同定された。以下に同

定の根拠を示す。

イチイガシ Queω，.，印 sgiμlv附y沼αBlum巴 堅果 ブブ、ナ科

黒褐色で楕円形を呈し，表面はなめらかで，先端は割れているが明瞭な花柱を持つ。花柱の先端は

直上かやや内側に向く 。

5.考察

分析の結果， ドングリピッ ト4から採取された種実は，イチイガシの堅果と同定された。イチイガ

シは西南日本の照葉樹林を構成する主要高木で，果実はカシ類の中で唯一渋抜きなしで食べられる。

なお，放射性炭素年代測定の結果，この種実では5，560::t40年 BPの年代値が得られている(第 I章

参照)。

[文献]

南木睦彦(1993)葉 ・果実・種子.日本第四紀学会編，第四紀試料分析法，東京大学出版会， p.276-283. 

渡辺誠 (1975)縄文時代の植物食.雄山閣， 187p 
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門前遺跡の種実

1 イチイガシ堅果

ーーーー 5.0皿
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資料編ー10

門前遺跡における自然科学分析(平成17年度④)

株式会社古環境研究所

1.門前遺跡における放射性炭素年代測定

1.試料と方法

試料名地点・層準 種類 前処理・調整 測定法

NQ 1 c-9 -25，矢板列中の杭 木材(カヤ) 酸 アルカリー酸洗浄，石墨調整 AMS 

NQ2 c-9 -25，矢板 木材(シイ属) 酸 アルカリ一酸洗浄，石墨調整 AMS 

NQ3 c-9 -25，小杭 木材(マキ属) 酸ーアルカリ一酸洗浄，石墨調整 AMS 

NQ4 c-9 -20，大杭 木材(マキ属) 酸ーアルカリ一酸洗浄，石墨調整 AMS 

NQ5 B-9 -21， 9号木組み 木材(クスノキ) 酸アルカ 1)_酸洗浄，石墨調整 AMS 

NQ6 B-9 -21， 11号木級み 木材(クスノキ) 酸 アルカリ一酸洗浄，石墨調整 AMS 

NQ 7 B-9 -21， 35号木組み 木材(クスノキ) 酸 アルカリー酸洗浄，石墨調整 AMS 

AMS:加速器質量分析ほ (AcceleratorMass Spectrometry) 

1) 14C年代測定値

試料の14C/12C比から，単純に現在 (AD1950年)から何年前かを計算した値o 14Cの半減期は，国

際的慣例によりLibbyの5，568年を用いた。

2 ) δ13C測定値

試料の測定14C/12C比を補正するための炭素安定同位体比 (13Cl2C)。この値は標準物質 (PDB)

の同位体比からの千分偏差 (%0)で表す。

3 )補正14C年代値

δ13C測定値から試料の炭素の同位体分別を知り 14Cl2Cの測定値に補正値を加えた上で算出した

年代。試料の δ13C値を -25(%0)に標準化することによって得られる年代である。

4)暦年代

過去の宇宙娘強度の変動による大気中14C濃度の変動を較正することにより算出した年代(西暦)。

calはcalibrationした年代値であることを示す。較正には，年代既知の樹木年輪の14Cの詳細な測定値，

およびサンゴの U-Th年代と14C年代の比較により作成された較正曲線を使用した。

暦年代の交点とは，補正14C年代値と較正曲線との交点の暦年代値を意味する。 1σ(68%確率)

と2σ(95%確率)は，補正14C年代値の編差の幅を較正曲線に投影した暦年代の幅を示す。したがっ

て，複数の交点が表記される場合や，複数の lσ ・2σ値が表記される場合もある。
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2. 測定結果

試料名
測定No 14C年代 δ13C 補正14C年代 暦年代(西暦)
(Beta-) (年BP) (%0) (年BP) ( 1σ: 68%確率， 2σ: 95%確率)

No 1 211036 2330:t40 28.3 2280:t40 交点:calBC380 

1σ: calBC390~360 

2σ: cal BC400~350， 3 1O~21O 

No2 211037 2230:t40 -26.8 2200土40 交点:cal BC350， 310， 210 
lσ: cal BC360~ 190 

2σ: cal BC380~ 160 

No3 211038 2530:t40 -27.9 2480:t40 交点:cal BC760， 680， 550 
1σ: cal BC770~520 

2σ: cal BC790~41O 

No4 211039 2520:t40 -28.3 2470:t40 交点:cal BC750， 700， 540 
lσ: cal BC770~500， 460~430 

2σ: cal BC780~410 

No5 211040 2120:t40 -27.7 2080:t40 交点:cal BC80 

1σ: cal BC160~40 

2σ: cal BC190~ ADlO 

No6 211041 2080:t40 -27.4 2040:t40 交点:cal BC40 

lσ: cal BC80~ADlO 

2σ: cal BC160~ AD50 

No 7 211042 2580:t40 -28.2 2530:t40 交点:cal BC780 

1σ: cal BC790~760， 640~560 

2σ: cal BC800~520 

3.所見

加速器質量分析法 (AMS法)による放射性炭素年代測定の結果， No. 1では2280::1::40年 BP(1σ の

暦年代で BC390~360年) ， No. 2では2200:t40年 BP(河 BC360~190年)， No. 3では2480::1::40年 BP(同

BC770~520年)， No. 4 では2470 ::1:: 40年 BP(同 BC770~500 ， 460~430年)， No. 5では2080:t40年 BP(同

BC160~40年)， No. 6では2040::1::40年 BP (河 BC80~AD10年)， No. 7では2530::1::40年 BP(同 BC790~

760， 640~560年)の年代値が得られた。このうち， No. 3， No. 4， No. 7では放射性炭素年代測定値よ

りも麿年代の年代幅がかなり大きくなっているが，これは該当時期の較正曲線が不安定なためである。

[文献]

Stuiver et al. (1998)， INTCAL 98 Radiocarbon Age Calibration， Radiocarbon， 40， p.l04ト1083.

中村俊夫 (1999)放射性炭素法.考古学のための年代測定学入門.古今書院， p.1-36. 
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II. 門前遺跡における樹種同定

1.はじめに

木材は，セルロースを骨格とする木部細胞の集合体であり，解剖学的形質の特徴から樹種の同定が

可能である。木材は花粉などの微化石と比較して移動性が小さいことから，比較的近隣の森林植生の

推定が可能で、あり，遺跡から出土したものについては木材の利用状況や流通を探る手がかりとなる。

2.試 料

試料は，杭3点，矢板 1点，木組み 3点の計7点である。試料の詳細を表 lに示す。これらは，放

射性炭素年代測定(第 I章)に用いられたものと同一試料である。

3.方 法

カミソリを用いて新鮮な横断面(木口と同義)，放射断面(柾目)，接線断面(板目)の基本三断面

の切片を作製し，生物顕微鏡によって40~1000倍で観察した。同定は，解剖学的形質および現生標本

との対比によって行った。

4.結 果

表1に結果を示し，主要な分類群の顕微鏡写真を示す。以下に同定根拠となった特徴を記す。

カヤ TOlTeyanucifera Sieb. et Zucc. イチイ科 図版 1

仮道管と放射柔縮胞から構成される針葉樹材である。横断面:早材から暁材への移行は緩やかで、，

晩材部の幅は狭く年輪界は比較的不明瞭で、ある。放射断面:放射柔細胞の分野壁孔はヒノキ型で l分

野に 1~4個存在する。仮道管の内壁にはらせん肥厚が存在し 2 本対になる傾向を示す。接線断面:

放射組織は単列の同性放射組織型で，仮道管の内壁には 2本対になる傾向を示すらせん肥厚が存在す

る。

以上の形質よりカヤに同定される。カヤは宮城県以南の本州 四国 九州、!と韓国の済州島に分布す

る。常緑の高木で通常高さ25m，径90cmに達する。材は均質綾密で堅硬，弾性強く水湿にも酎え，保

存性が高い。弓などに用いられる。

マキ属 Podocarpus マキ科図版2

仮道管，樹脂細胞および放射柔縮胞から構成される針葉樹材である。横断面:早材から晩材への移

行はゆるやかである。樹脂細胞が散在する。放射断面:放射柔細胞の分野壁孔はヒノキ型で 1分野に

1~2 個存在する。樹脂細胞が散在する。接線断面:放射組織は単列の向性放射組織型で 1 ~20細胞

高である。樹指細施が多く見られる。

以上の形質よりマキ属に同定される。マキ属には，イヌマキ，ナギがあり，関東以西の本ナ1'1，四国，

九州，沖縄に分布する。常緑高木で，通常高さ20m，径50~80cmある。材は，耐朽性が強く，耐水性

も高い。建築，器具，桶，箱，水槽などに用いられる。
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シイ属 Castanopsis ブナ科図版3

横断面:年輪のはじめに中型から大型の道管がやや疎に数列車列する環孔材である。晩材部で小道

管が火炎状に配列する。放射断面:道管の穿孔は単穿孔で，放射組織は平伏細胞からなる。接線断面:

放射組織は単列の河性放射組織型のものが存在する。

以上の形質よりシイ属に同定される。シイ属は本外1(福島県，新潟県佐渡以南)，四国，九ナ1'1に分

布する。常緑高木で，高さ20m，径1.5mに達する。材は耐朽，保存性やや低く，建築，器具などに

用いられる。なおシイ属には，スダジイとツブラジイがあり，集合放射組織の有無などで同定できる

が，本試料は小片で広範囲の観察が困難であるためシイ属の同定にとどめた。

クスノキ Cinnamomum camphora Presl クスノキ科 図版4

横断面:中型から大型の道管が単独および2~数個放射方向に複合して散在する散孔材である。道

管の周囲を鞘状に軸方向柔細胞が取り囲んでいる。これらの柔細胞の中には，油を含み大きく膨れ上

がったものも存在する。放射断面:道管の穿孔は単穿孔で，道管の内壁にらせん肥厚が存在する。放

射組織はほとんどが平伏細胞で上下の縁辺部のみ直立細胞からなる。接線断面:放射組織は異性放射

組織型で 1~2 細胞幅である。上下の縁辺部の直立細胞のなかには，しばしば大きく膨れ上がったも

のがみられる。

以上の形質よりクスノキに同定される。クスノキは，関東以西の本州，四国，九州，沖縄に分布す

る。常緑の高木で，通常高さ25m，径80cmぐらいであるが，高さ50m，径5mに達するものもある。

材は堅硬で耐朽性が強く，保存性が高く芳香がある。建築，器具，楽器，船，彫刻，ろくろ細工など

に用いられる。

5.所見

分析の結果，矢板はシイ属，矢板列中の杭はカヤ，小杭と大杭はマキ属と同定された。また，木組

み(9号， 11号， 35号)はいずれもクスノキと同定された。いずれの樹種も高木になり大きな材がと

れる。杭として使用されている針葉樹のカヤとマキ属は，耐久性，耐水性に優れ硬い材である。木組

みとして使用されているクスノキは，加工容易で材中に樟脳油を含むことから，耐久性，保存性共に

非常に高い材である。

シイ属とクスノキは，西南日本の温帯下部暖温帯に分布する常緑広葉樹で照葉樹林の主要構成要素

である。カヤやマキ属は温帯下部の暖温帯ないし温帯を中心に分布する針葉樹である。いずれも当時

の遺跡周辺もしくは近隣の地域で採取可能な樹種であったと考えられる。

[文献}

佐伯浩・原田浩 (1985)針葉樹材の細胞.木材の構造，丈永堂出版， p.20-48. 

佐伯浩・原田浩 (1985)広葉樹材の細胞.木材の構造，文永堂出版， p.49-lQO， 

島地謙・伊東隆夫 (1988) 日本の遺跡出土木製品総覧，雄山濁， p.296 

山田昌久 (1993) 日本列島における木質遺物出土遺跡文献集成，植生史研究特別第 1号，植生史研究会， p.242 
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門前遺跡における樹種同定結果

NQ 
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ょ
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U
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備考

矢板列中の大きい杭

矢板列から少し離れた杭

矢板列からさらに少し離れた杭

小口

割り物桶状側板

小口

結果(和名/学名)

カヤ Tor均 lanuc砕raSieb.巴tZucc. 

シイ属 Castanopsis 

マキ属 Podocarpus 

マキ属 Podocarpus 

クスノキ Cinnarnornurn carnphora Presl 

クスノキ Cinnamornum carnphora Presl 

クスノキ Cinnamomum camphora Presl 

出土地区

c-9 -25 

c-9 -25 

c-9 -25 

c-9 -20 

B-9 -21 

B-9 -21 

B-9 -21 

資料名

矢板列中の杭

矢板

小杭

大杭

9号木組み

11号木組み

35号木組み

5 

6 

7 

表 1
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門前遺跡の木材 I 

横断面 : O.5mm 放射断面 : 0.2皿 接線断面 : O. lmm 

1. No.l 矢板列中の杭カヤ

横断面 : 0.5凹

2. No. 3 小杭マキ属

放射断面 : O.2mm 接線断面 : 0.2凹

横断面 : 0.5阻

3. No.2 矢板シイ属

放射断面 : O.2mm 接線断面 : 0.2皿
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門前遺跡の木材 E 

横断面 : O.5mm 放射断面 : 0.2皿 接線断面 : 0.2凹

4. No. 7 35号木組みクスノキ
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資料編ー11

埋蔵文化財発掘調査出土遺物年代測定業務(平成18年度①)

株式会社古環境研究所

1. はじめに

放射性炭素年代測定は，呼吸作用や食物摂取などにより生物体内に取り込まれた放射性炭素(1，1C) 

の濃度が放射性崩壊により時間とともに減少することを利用した年代測定法である。過去における大

気中の14C濃度には変動が認められ，年代測定結果に影響を与えていることから，年輪年代学などの

成果を利用した較正曲線により 14C年代から暦年代への較正を行う必要がある。

2.試料と方法

試料名遺跡 地区 遺構・層位 種類 前処理 ・調整 測定法

NQ 1 門前 D-9 -11 炭化物集中範囲② 炭化物 酸ーアルカリ一酸洗浄 AMS

NQ2 門前 D-9-7 P-1562土器付着 炭化物酸洗浄 AMS 

NQ3 門前 D-9 -12 P-2326土器付着 炭化物酸洗浄 AMS 

NQ4 門前 E-8 -22 SK-19内炭化物集中範囲 炭化物 酸ーアルカリー酸洗浄 AMS

NQ 5 門前 SH-Ol中央炉 土壌 酸洗浄 AMS 

NQ 6 門前 D-9 -11 型式不明土器周辺 泥炭 酸ーアルカリ一酸洗浄 AMS 

NQ 8 武辺城跡 谷斜面2 テラス17SX-23焼土層 炭化物 酸ーアルカリー酸洗浄 AMS

NQ 9 武辺城跡 谷斜面2 SX-17斜面中炭化物 炭化物 酸ーアルカリー酸洗浄 AMS

AMS:加速器質量分析法 (AcceleratorMass Spectrom巴try)

1) 14C年代測定値

試料の14C/12C比から，単純に現在 (AD1950年)から何年前かを計算した値。 "'Cの半減期は国際

的慣例により Libbyの5，568年を使用した(実際の半減期は5730年)0BPはBefor巴Physicsの略。

2) 0'13C測定値

試料の測定14CI'2C比を補正するための炭素安定同位体比(13C1'2C)。この値は標準物質 (PDB)

の同位体比からの千分偏差 (%0)で表す。

3 )補正14C年代値

0' 13C 測定値から試料の炭素の同位体分別を知り， 14CI'2Cの測定値に補正値を加えた上で算出した

年代。試料の δ13C値を -25(%0) に標準化することによって得られる年代である。

4 )暦年代

過去の宇宙線強度の変動による大気中14C濃度の変動を較正することにより算出した年代(西暦)。

calはcalibrationした年代値であることを示す。較正には，年代既知の樹木年輪の14Cの詳細な測定値

およびサンゴの U-Th年代と14C年代の比較により作成された較正曲線を使用した。町TCAL98では，
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約四，000年 BPまでの換算が可能となっている。ただし， 10，000年 BP以前のデータはまだ不完全で

あり，今後も改善される可能性がある。

暦年代の交点とは，補正14C年代値と較正曲線との交点の暦年代値を意味する。 lσ(68%確率)

と2σ(95%確率)は，補正14C年代値の偏差の幅を較正曲棋に投影した暦年代の幅を示す。したがっ

て，複数の交点が表記される場合や，複数の 1σ ・2σ値が表記される場合もある。

3.測定結果

測定No
(B巴ta-) 

試料名

No 1 222780 

No 2 222781 

No 3 222782 

No 4 222783 

No 5 222784 

No 6 222785 

No 8 222786 

No 9 222787 

暦年代(西暦)
(1σ: 68%確率， 2σ: 95%確率)

交点:calBC4740 

1σ: cal BC4790-4710 

2σ: cal BC4820-4690 

交点:cal BC6450 

1σ: cal BC6470-6440 

2σ: cal BC6500-6420 

交点:cal BC4820 

1σ: cal BC4900-4890， 4860“4790 

2σ: cal BC4940-4740 

交点:calAD24ο 

1σ: calAD220-260， 290-320 
2σ: calAD130-370 

交点:calBC400 

1σ: cal BC420-390 

2σ: cal BC520-380 

43840土15 -27.5 43800:t1500 (暦年較正の範囲外)

14C年代

(年 BP)

δ13C 

(%0) 

補正14C年代

(年 BP)

580:t40 -24.7 580:t40 交点:calAD1400 

1σ: cal AD1310-1360， 1390-1410 
2σ: calAD1300-1420 

10l0:t40 -28.4 950士40 交点:calAD1040 

lσ: calADl020-1160 

2 a : cal ADlOlO-1l80 

Q
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5930:t40 27.7 5890:t40 

7630:t40 -25.3 7630:t40 

6000:t40 -26.9 5970:t40 

1810土40 -26.8 1780:t40 

2340:t40 -23.3 2370:t40 

4.所 見

加速器質量分析法 (AMS)による放射性炭素年代測定の結果， No 1の炭化物では5890::1::40年BP(2 

σ の暦年代で BC4820~4690年)， No 2の土器付着炭化物では7630::1::40年 BP(同 BC6500~6420年)， 

No3 の土器付着炭化物では5970 ::1:: 40年 BP(同 BC4940~4740年)， NO.4の炭化物では1780土40年BP(同

AD130~370年)， No 5の土壌では2370::1::40年 BP (同 BC520~380年)， No. 6の泥炭では43800::1::1500年

BP (暦年較正の範囲外)， No 8の炭化物では580土40年 BP (開 AD1300~1420年)， No 9の炭化物では

950::1::40年 BP (同 AD101O~1180年)の年代値が得られた。

[文献}

Stuiver et al. (1998)， INTCAL 98 Radiocarbon Age CaIibration， Radiocarbon， 40， p.l041-1083. 

中村俊夫(1999)放射性炭素法.考古学のための年代測定学入門.古今書院， p.l叩 36.



資料編ー12

門前遺跡における樹種同定(平成18年度②)

株式会社古環境研究所

1.はじめに

木材は，セルロースを骨格とする木部細胞の集合体であり，解剖学的形質の特徴から樹種の同定が

可能である。木材は花粉などの微化石と比較して移動性が小さいことから，比較的近隣の森林植生の

推定が可能であり，遺跡から出土したものについては木材の利用状況や流通を探る手がかりとなる。

2.試料

試料は，門前遺跡から出土した杭，板材，側板，棒状材，建築部材，円形筒，矢板などの木材130

点である。

3.方法

カミソリを用いて新鮮な横断面(木口と同義)，放射断面(柾目)，接線断面(板目)の基本三断面

の切片を作製し，生物顕微鏡によって40~1000倍で観察した。同定は，解剖学的形質および現生標本

との対比によって行った。

4.結 果

表1に結果を示し，主要な分類群の顕微鏡写真を示す。以下に開定根拠となった特徴を記す。

カヤ Torreyanuc俳raSieb. et Zucc. イチイ科図版 1

仮道管と放射柔細胞から構成される針葉樹材である。横断面:早材から晩材への移行は緩やかで晩

材部の幅は狭く年輪界は比較的不明瞭である。放射断面:放射柔細胞の分野壁孔はヒノキ型で 1分野

に 1~4個存在する。仮道管の内壁には，らせん肥厚が存在し 2 本対になる傾向を示す。接線断面:

放射組織は単列の向性放射組織型で，仮道管の内壁には 2本対になる傾向を示すらせん肥厚が存在す

る。

以上の形質より，カヤに同定される。カヤは宮城県以南の本州、1，四圏，九州、|と韓国の済州島に分布

する。常緑の高木で通常高さ25m，径90cmに達する。材は均質轍密で堅硬，弾性強く水湿にも耐え，

保存性が高い。弓などに用いられる。

イヌガヤ CephalotaxlIs harringtonia K. Koch イヌガヤ科 歯版2

仮道管，樹脂細胞および放射柔細胞から構成される針葉樹材である。横断面:早材から晩材への移

行はゆるやかで，晩材の幅は非常に狭く，樹脂細胞が散在する。放射断面:放射柔細胞の分野壁孔は

トウヒ型で 1 分野に 1~2 個存在する。仮道管の内壁にらせん肥厚が存在する。樹脂細胞が散在する。

接続断面:放射組織は単列の同性放射組織型で 1~10細胞高ぐらいである。仮道管の内壁にらせん肥

厚が存在する。樹脂細胞が多く見られる。

-160 -



以上の形質よりイヌガヤに同定される。イヌガヤは，岩手県以南の本州，四国，九州に分布する。

常緑の低木または小高木で，高さ1O~15m，径20~30cmである。材は，やや堅硬で木理は椴密である

が不整でしばしば波状を呈する。建築，器具，土木，ろくろ細工，薪炭などに用いられる。

マキ属 Podocmpus マキ科図版3

仮道管，樹指細胞および放射柔細胞から構成される針葉樹材である。横断面:早材から晩材への移

行はゆるやかである。樹脂細胞が散在する。放射断面:放射柔細胞の分野壁孔はヒノキ型で l分野に

1~2 個存在する。樹脂細胞が散在する。接線断面:放射組織は単列の同性放射組織型で 1 ~20細胞

高である。樹脂細胞が多く見られる。

以上の形質よりマキ属に同定される。マキ属には，イヌマキ，ナギがあり，関東以西の本州、1，四国，

九州，沖縄に分布する。常緑高木で，通常高さ20m，径50~80cmである。材は，耐朽性が強く，耐水

性も高い。建築，器具，桶，箱，水槽などに用いられる。

ク1) Castanea CI切 wtaSieb. et Zucc. ブナ科図版4

横断面:年輪のはじめに大型の道管が数列配列する環孔材である。晩材部では小道管が火炎状に配

列する。早材から晩材にかけて道管の径は急激に減少する。放射断面:道管の穿孔は単穿孔である。

放射組織は平伏細胞からなる。接線断面:放射組織は単列の同性放射組織型である。

以上の形質よりクリに同定される。クリは北海道の西南部，本州，四国，九州に分布する。落葉の

高木で，通常高さ20m，径40cmぐらいであるが，大きいものは高さ30m，径2mに達する。耐朽性強

く，水湿によく耐え，保存性の極めて高い材で，現在では建築，家具，器具，土木，船舶，彫刻，薪

炭，椎茸ほだ木など広く用いられる。

スダジイ Castanopsis sieboldii Hatusima ブナ手ヰ

横断面:年輪のはじめに中型から大型の道管がやや疎に数列配列する環孔材である。晩材部で小道

管が火炎状に配列する。放射断面:道管の穿孔は単穿孔で，放射組織は平伏紹胞からなる。接線断面:

放射組織は単列の同性放射組織型である。

以上の形質よりスダジイに開定される。スダジイは本州(福島県，新潟県佐渡以南)，四国，九州

に分布する。常緑の高木で，高さ20m，径1.5mに達する。材は耐朽，保存性やや低く，建築，器具

などに用いられる。

ツブラジイ Cast，正7I1opsiscuspidata Schottky ブナ科図版5

横断面年輪のはじめに中型から大型の道管がやや疎に数列配列する環孔材である。晩材部で小道

管が火炎状に配列する。放射組織は単列のものと集合放射組織が存在する。放射断面:道管の穿孔は

単穿孔で，放射組織は平伏細胞からなり，向性放射組織型である。接線断面:放射組織は同性放射組

織型で，単列のものと集合放射組織が存在する。

以上の形質よりツブラジイに同定される。ツブラジイは関東以南の本州，四国，九州に分布する。

常緑の高木で，高さ20m，径l.5mに達する。材は耐朽性，保存性低く，建築材などに用いられる。
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コナラ属アカガシ亜属 Quercus subgen. Cyclobalanopsis ブナ科 図版6

横断面:中型から大型の道管が 1~数列幅で年輪界に関係なく放射方向に配列する放射孔材である。

道管は単独で複合しない。放射断面:道管の穿孔は単穿孔で 放射組織は平伏細胞からなる。接線断

面:放射組織は向性放射組織型で，単列のものと大型の広放射組織からなる複合放射組織である。

以上の形質よりコナラ属アカガシ亜属に同定される。コナラ属アカガシ亜属にはアカガシ，イチイ

ガシ，アラカシ，シラカシなどがあり，本州，四国，九州に分布する。常緑高木で，高さ30m，径1.5 

m 以上に達する。材は堅硬で強靭，弾力性強く耐湿性も高い。特に農耕具に用いられる。

ムクノキ Aphanantheaspera Planch. ニレ科図版7

横断面:中型から小型で厚壁の放射方向にのぴた道管が，年輪界にむけて径を減少しながら単独あ

るいは 2~3 個放射方向に複合して，まばらに散在する散孔材である。軸方向柔細胞は早材部で周囲

状，晩材部では，数細胞幅で帯状に配列する。放射断面:道管の穿孔は単穿孔である。放射組織は異

性である。接線断面:放射組織は異性放射組織型で 1~3 細施幅である。多列部は平伏細胞からなり，

単列部は直立細胞からなる。

以上の形質よりムクノキに同定される。ムクノキは本州(関東以西)，四国，九州，沖縄に分布す

る。落葉高木で，通常高さ 15~20m，径50~60cm ぐらいであるが，大きいものは高さ30m，径1. 5m

に達する。材はやや堅く密で強靭で、ある。建築，器具，楽器，下駄，船，薪炭などに用いられる。

クスノキ Cinnamol11um camphora Presl クスノキ科 図版8・9

横断面:中型から大型の道管が単独および2~数個放射方向に複合して散在する散孔材である。道

管の周囲を鞘状に軸方向柔細胞が取り由んでいる。これらの柔細胞の中には，油を含み大きく膨れ上

がったものも存在する。放射断面:道管の穿孔は単穿孔で，道管の内壁にらせん肥厚が存在する。放

射組織はほとんどが平伏細胞で上下の縁辺部のみ直立細胞からなる。接線断面:放射組織は異性放射

組織型で 1~3細胞幅である。上下の縁辺部の直立細胞のなかには，しばしば大きく膨れ上がったも

のがみられる。

以上の形質よりクスノキに同定される。クスノキは，関東以西の本州，四国，九州，沖縄に分布す

る。常緑の高木で，通常高さ25m，径80cmぐらいであるが，高さ50m，径5mに達するものもある。

材は堅硬で耐朽性が強く，保存性が高く芳香がある。建築，器具，楽器，船，彫刻，ろくろ細工など

に用いられる。

夕フブやノキ Mαchi川li叫仙iυ的;リ仇luωst，仇Ju附tυmberがiS剖i巴出b.etZ五u犯cc. クスノキ科 図版10

横断面:やや小型から中型の道管が単独および2~数個放射方向に複合して散在する散孔材である。

道管の周囲を鞘状に軸方向柔細胞が眠り囲んでいる。これらの柔細胞の中には 油を含み大きく膨れ

上がったものも存在する。放射断面:道管の穿孔は単穿孔または少数ではあるが，数の少ない階段穿

孔が存在する。放射組織はほとんどが平伏細胞で上下の縁辺部のみ直立細胞からなる。接線断面:放

射組織は異性放射組織型で 1~2 細胞掘である。上下の縁辺部の藍立細胞のなかには，しばしば大き

く膨れ上がったものがみられる。
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以上の形質よりタブノキに同定される。タブノキは，本州(暖地)，四国，九州、1，沖縄に分布する。

常緑の高木で，高さ15m，径1mに達する。材は耐朽性，保存性ともに中庸で，建築，家具，土木，

器具，楽器，船，彫刻，薪炭などに用いられる。

クスノキ科 Lauraceae 

横断面:中型から小型の道管が単独および2~数個放射方向に複合して散在する散孔材である。道

管の周聞を鞘状に軸方向柔細胞が取り囲んでいる。放射断面:道管の穿孔は単穿孔のものが存在する。

放射組織はほとんどが平伏細胞で上下の縁辺部のみ直立細胞からなる。接線断面:放射組織は異性放

射組織型で 1~3 細胞幅である。上下の縁辺部のみ直立細抱である。

以上の形質よりクスノキ科に同定される。クスノキ科には，クスノキ，ヤブニッケイ，タブノキ，

カゴノキ，シロダモ属などがあり，道管径の大きさ，多孔穿孔および道管内壁のらせん肥厚の有無な

どで細分できるが，本試料は不明瞭な点が多いことからクスノキ科の同定にとどめた。なお，道管径

の大きさなどから，クスノキ，タブノキ以外のクスノキ科の樹種のいずれかである。

イスノキ Distyliumracemosum Sieb. et Zucc. マンサク科 圏版社

横断面:小型でやや角張った道管がほぼ単独に散在する散孔材である。軸方向柔細胞が接線方向に

向かつて黒い線状に並んで見られ，ほほ一定の開踊で規則的に配列する。放射断面:道管の穿孔は暗

段穿孔板からなる多孔穿孔で，措段の数は比較的少なく 15前後のものが多い。放射組織は異性である。

接線断面:放射組織は，異性放射組織型で 1~2 細胞幅である。

以上の形質よりイスノキに同定される。イスノキは関東以西の本州，西国，九州，沖縄に分布する。

常緑の高木で，高さ20m，径 1mに達する。耐朽性および保存性の高い材で，建築，器具，楽器，ろ

くろ細工，櫛，薪炭などに用いられる。

ユズリハ属 Daphniphyllum ユズリノ¥科

横断面:小型で、角張った道管がほぼ単独で密に散在する散孔材である。放射断面:道管の穿孔は階

段穿孔板からなる多孔穿孔で，階段の数は20~50本である。放射組織は平伏細胞，方形細胞，直立細

胞からなる。接線断面:放射組織は，異性放射組織型で 1~2 細胞幅である。

以上の形質よりユズリハ属に同定される。ユズリハ属にはユズリハ，ヒメユズリハなどがあり，北

海道，本州，四国，九州，沖縄に分布する。常緑の高木または低木である。

ヤプツバキ Camellia japonica Linn. ツノTキ科 図版12

横断面:小型でやや角張った道管が単独ないし 2~3 偶複合して散在する散孔材である。道管の径

はゆるやかに減少する。放射断面:道管の穿孔は階段穿孔板からなる多孔穿孔で，階段の数は 8~30 

本ぐらいである。放射組織は平伏細胞と直立細胞からなる異性で，直立掘胞には，大きく膨れている

ものが存在する。接線断面:放射組織は異性放射組織型で 1~2 細胞幅である。直立細胞には大きく

膨れているものが存在する。

以上の形質よりヤブツバキに同定される。ヤブツバキは本州，四国，九州に分布する。常緑の高木
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で，通常高さ 5~lOm，径20~30cmで、ある。材は強靭で、，耐朽性強く，建築，器具，楽器，船，彫刻

などに用いられる。

サカキ Cleyera japonIca Thunb. ツノTキ科図版13

横断茜:小型の道管が単独ないし 2個複合して密に散在する散孔材である。放射断面:道管の穿孔

は階段穿孔板からなる多孔穿孔で，階段の数は多く 60を越える。放射組織は平伏細胞，方形細胞，直

立細胞からなる異性である。接線断面:放射組織は異性放射組織型で単列である。

以上の形質よりサカキに同定される。サカキは関東以西の本州，四国，九州，沖縄に分布する。常

緑高木で，通常高さ 8~lOm，径20~30cmである。材は強靭，堅硬で，建築，器具などに用いられる。

ヒサカキ属 Eurya ツバキ科 図版14

横断面:小型で、角張った道管が，ほほ単独で密に散在する散孔材である。放射断面:道管の穿孔は

階段穿孔板からなる多孔穿孔で，階段の数は多く 60を越える。放射組織は平伏細胞，方形細胞，直立

細胞からなる。接線断面:放射組織は異性放射組織型で， 1~ 3細胞幅で多列部と比べて単列部が長い。

以上の形質よりヒサカキ属に同定される。ヒサカキ属にはヒサカキ，ハマヒサカキなどがあり，本

州，四国，九州，沖縄に分布する。常緑の小高木で，通常高さ10m，径30cmで、ある。材は強さ中庸で，

器具などに用いられる。

クスドイゲ X)山S111acongestum MelT. イイギリ科 図版15

横断面:小型で、角張った道管が単独あるいは数個放射方向に複合して散在する散孔材である。放射

断面:道管の穿孔は単穿孔で 道管の内壁にはらせん肥厚が存在する。放射組織は 1~3 細胞幅で，

異性である。接線断面:放射組織は異性放射組織型で 1~3 細胞幅である。

以上の形質よりクスドイゲに同定される。クスドイゲは，近畿以西の本州，四国，九州，沖縄に分

布する。常緑低木~小高木である。

ガマズミ属 ViburJ1U111 スイカズラ科

横断面:小型でやや角張った道管が，ほほ単独で均一に散在する散孔材である。放射断面:道管の

穿孔は階段穿孔板からなる多孔穿孔で，階段の数は20~50本ぐらいである。接線断面:放射組織は異

性放射組織型で 1~1O伺の直立細胞からなる単列のものと， 1 ~ 4細胞幅で細長い紡錘形の多列のも

のとからなる。

以上の形質よりガマズミ属に同定される。ガマズミ属には，ガマズミ，ゴマキ，サンゴpジ、ユなどが

あり，本州，四国，九州に分布する。常緑の高木~小高木である。樹木は庭園，生垣，防火樹などに，

材は旋作，小細工物などに用いられる。

5掴所 見

樹種間定の結果，クスノキ61点，ツブラジイ25点，マキ属 6点，コナラ属アカガシ亜属 6点，クリ

5点，カヤ 4点，イスノキ 4点，スダジイ 3点，ヒサカキ属 3点，クスドイゲ3点，タブノキ 2点，
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クスノキ科2点，イヌガヤ l点，ムクノキ 1点，ユズリハ属 I点，ヤブツバキ 1点，サカキ 1点，ガ

マズミ属 I点が同定された。

最も多いのはクスノキで，全体の47%を占めており，側板，板材，円形簡などに使用されている。

材質は堅硬で，樟脳油を含むことから耐朽性，保存性が極めて高く，切削，加工の容易な木材である。

次に多いのはシイ属(ツブラジイ，スダジイ)で，全体の22%を占めており，板材，側板，角材，矢

板などに使用されている。耐朽性，保存性は高くない木材である。

用途別にみると側板，板材にはクスノキ，シイ属(ツブラジイ，スダジイ)，クリ，コナラ属アカ

ガシ亜属，カヤが使用されている。いずれも高木となり，大きな材がとれる樹種である。また，矢板

列は全てシイ属(ツブラジイ，スダジイ)，建築材はツブラジイである。杭材には，カヤ，マキ属，

シイ属，コナラ属アカガシ亜属，ムクノキ，タブノキ，イスノキなどの高木から，イヌガヤ，ヒサカ

キ属，クスドイゲ，ガマズミ属などの小高木ないし低木まで使用されている。

シイ属，コナラ属アカガシ亜属，クスノキ，タブノキ，イスノキは西南日本に分布する照葉樹林の

主要高木であり，ヤブツバキ，サカキ，ヒサカキ属，クスノキ科も照葉樹林の構成要素である。カヤ，

イヌガヤ，マキ属，の針葉樹は，温帯下部の暖温帯ないし温帯に分布する針葉樹である。広葉樹では

ク1)，ガマズミ属は温帯に広く分布し，ムクノキ，ユズリハ属，クスドイゲは温帯下部の暖温帯に分

布する。いずれも当時の遺跡周辺もしくは近隣の地域で採取可能な樹種であったと考えられる。
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表 1 門前遺跡における樹種同定結果

N口取上番号製品名 地区 i童橋名 層{立 結果(学名/和名)

1 W-120 杭 c-9 -25 SR9 -2 Machillls tlwl1bergii Sieb.et Zucc. タブノキ

2 W-67 杭 c-9 -25 SR 9 -2 Tor四~ya ll11C{作raSieb. et Zucc. カヤ

3 W-89 杭 c-9 -25 SR 9 -2 Torreya I1I1C俳raSieb. et Zucc. カヤ

4 W-29 杭 c-9 -25 SR 9 -2 Lauraceae クスノキ科

5 M-62 板材 C市 9-25 SR9 -2 3層 Castal10psis clIspidata Schott勾 ツプラジイ

6 No.58 板状棒(杭) C-9-20 SR9-2 18層 Distyli1l1l1 racemoS1l1l1 Sieb. et Zucc. イスノキ

7 No.54 角材状製品 c-9 -20 SR9 -2 18層 Castal10psis CII司pidataSchottky ツブラジイ

8 No.48 杭 C“ 9 -20 SR9 -2 18層 Podocarplls マキ属

9 No.59 杭 C-9“20 SR 9 -2 18層 QlIerClls subgen. Cyc/obalal1opsis コナラ属アカガシ亜属

10 W-3 併l板 D-9 -22 38号木組 Castal10psis clIspidata Schot向 ツプラジベ

11 W-10 倒!板: D-9 -22 34号木組 Cill11am011lUl1l camphora Presl クスノキ

12 W-11 板材 D-9 -22 34号木経(小口) Cil1llamOmlllll camphora Presl クスノキ

13 W-18 恨IJ板? D-9 -22 34号木経 CastGllOpsis clIspidata Schott勾 ツブラジイ

14 W-5 側板 D-9 -22 34号木経 Cil1llamOlllll1ll call1pllOra Presl クスノキ

15 W-8 組u板 D-9 -22 34号木組 Ci1l1w11lomum camphora Presl クスノキ

16 W-1 板材 D-9 -22 34号木組 Cillllalllollllllll call1phora Presl クスノキ

17 v..ド3 領IJ板 D-9 -22 5号木組 Cill11am01111111l camphora Presl クスノキ

18 W-3 組IJ板 D-9 -22 4号木組(荷側板) Cinl1amollllllll call1phora Presl クスノキ

19 W-2 板材 D-9 -22 21号木組 Cil1llamOm山11call1phora Presl クスノキ

20 W-1 板材 D-9 -21 21号木経 CinnamOI1l1111l camphora Presl クスノキ

21 側板 0-9 -21 21号木緩(北側板)SR3-1 CillllamOl1JU111 camphora P日sl クスノキ

22 w-6 長根IJ板 0-9 -22 20号木経 Cinnamom附ncall1phora Presl クスノキ

23 w-5 小口材? D-9 -22 20号木組 Cillllam011lUl1l camphora P田sl クスノキ

24 W-4 板材 0-9 -22 20号木組 Cill11amOllllll1l camphora Presl クスノキ

25 w-5 板材 0-9 -22 20号木経 CIllIlall101l11111l call1phora Presl クスノキ

26 天板3 板材 0-9 -21 20号木組 Cill11amOmUl1l campllOra Presl クスノキ

27 天板5 板材 0-9 -21 20号木組内 Castanopsis cllspidata Schottky ツフーラジ、イ

28 w-2 棒状材 D-9 -22 20号木組 Vibllflllllll ガマズミ属

29 w-5 板状木片 D-9 -22 20号木紐 Cillllam011lU11l camphora Presl クスノキ

30 天板 1 板材 0-9 -21 20号木組 Castal10psis clIspidata Schottky ツブラジイ

31 天板2 板材 D-9 -21 20号木経内 Castal1ea crellata Sieb. et Zucc クリ

32 W-3 板材片 D-9 -22 20号木組 CIlma1l101llllm call1phora Presl クスノキ

33 K-1 杭 c-9-20 SR9-2 SX-2 23層 Podocmp"s マキ属

34 K-2 杭 C-9-20 SR9-2 SX-2 23層 Podocmplls マキ属

35 K-16 杭 C“ 9 -20 SR 9 -2 SX -2 23層 Podocmplls マキ属

36 W-159 杭 c-9“25 SR 9 -2 SX -1 23層 Camelliajapollica Linn. ヤブツノTキ

37 木製品4 杭(角材?) c-9 -25 SR 9 -2 Castallopsis cllspidata Schottky ツプラジ4

38 木製品 4 建築部材 c-9 -25 SR 9 -2 1 -1層 Daphniphylllllll ユズリハ属

39 木製品11 板材 c-9-25 SR9-2 1 -1層 QlIerclls subgen. Cyclobalal1opsis コナラ属アカガシ亜属

40 W-1 杭 0-9“21 26号木組南側 Aplwllal1the aspera Planch. ムクノキ

41 W-3 恒1板 D-9 -21 26号木組 CIllIlalllollllllll call1phora Presl クスノキ

42 v..ド7 官IJ板 D-9 -21 26号木経 Cillllam011l1111l camphora Presl クスノキ

43 W-7 恒IJ板 0-9 -21 26号木組 Cillnamomlllll call1phora Presl クスノキ

44 W-2 担IJ板 D-9 -21 27号木級 Castallopsis口IspidataSchottky ツフ'ラジ‘イ

45 w-3 杭 D-9 -21 27号木組 Cil1na1l101llllm call1phora Presl クスノキ

46 羽T-3 板材 0-9“22 22号木経 Cillnamolllllm call1phora Presl クスノキ

47 W-8 板材 0-9 -22 3号木組 CinnamOl1lU111 can伊horaPresl クスノキ

48 w-8 板材 D“ 9 -22 3号木紐 Cil1namOlllllm call1phora Presl クスノキ

49 W-8 伝IJ板 D-9 -22 3号木組 Cillllam011l1111l canψ/zora Presl クスノキ

50 W-12 杭 0-9 -22 3号木組杭状③ EI/I)'a ヒサカキ属

51 w-3 側板 D-9 -21 18号木組 Cαstanopsis cllspidata Schott"勾 ツブラジイ

52 w-6 扉材転用品ワ D-9 -21 18号木組 Cill11am011lU11l camphora P民sl クスノキ

53 W-4 倶j板 0-9 -21 18号木経 Cinnam011lU111 camphora Pres] クスノキ

54 w-5 世IJ板; D“ 9 -21 18号木組 CillnamomUJJ1 Cα附'phoraPresl クスノキ

55 W-4 側板 D-9 -22 19号木組南 側板② Ci1l1lam011l1ll1l camphora Presl クスノキ

56 W-1 側板 0-9 -22 16号木組西側板① Ci1l1za11l0mU111 cal1ψhora Presl クスノキ

57 W-3 板材 D-9 -21 15号木組 CillllalllOI1l111l1 call1pllOra Presl クスノキ

58 蓋材? D-9勾 21 15号木組天板 Cinnam011l1111l cmnphora Presl クスノキ

59 木製品38 建築部材 c-9 -25 SR 9 -2 1 -2層 Cleyera japollica Thunb サカキ

60 木製品44 杭 Cザ 9-25 SR-2 1-3層 Distylilllll racel1lOSl/111 Sieb. et Zucc. イスノキ

61 木製品47 杭 c-9 -20 SR9 -2 18層 Podocmplls マキ属

62 W-195 矢板材 c-9 -25 SR 9 -2 SX -1 23層 Castanopsis cllspidata Schottl匂 ツブラジイ

63 W-196 矢板材 c-9 -25 SR 9 -2 SX -1 23層 Castallopsis cllspidata Schottky ツブラジイ

64 W-215 杭 c-9-25 SR9-2 SX-1 23層 Machillls thl/nbergii Sieb.et Zucc. タプノキ

65 W-213 杭 c-9 -25 SR 9 -2 SX -1 23層 Ell1ya ヒサカキ属
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Nn 取上番号製品名 地区 遺構名 層位 結果 (学名/和名)

66 W-214 杭 C-9-25 SR9-2 SX-1 23層 Lauraceae クスノキ科

67 W-10 板材 D-9 -21 36号木組 Cilllwmol11uIJ/ camphora Presl クスノキ

68 w-6 tu材 D-9 -21 36号木組 Cilll1G11101Illtll1 campllOra Presl クスノキ

69 w-5 板材 D-9 -21 36号木組 CIlmllJll0IJ111111 campllOra Presl クスノキ

70 w-3 板材 D-9 -22 40号木組 CitmamOI1l11111 canψ1101"0 Presl クスノキ

71 w-2 板材 D-9 -22 40号木組 Castallopsis clIspida(a Schottky ツプラジイ

72 w-6 板材 D-9 -21 41号木組 C;I/IW/1l0I1lUII1 call1pllOra Presl クスノキ

73 、11-2 板材 D-9 -21 41号木組 CiWWIJIOlllllJlJ canψ1101"0 Presl クスノキ

74 W-4 板材 D-9 -21 41号木組 CimUllJ10lllUI11 camplwra Presl クスノキ

75 w-lO 角材→杭 D-9 -21 8号木組内 CαsIClllea crenotαSieb. et Zucc. クリ

76 W-16 板材 D-9 -21 8号木組 CilllUll1101llUlIl ca1Jlplwra Presl クスノキ

77 W-17 板材 D-9 -21 8号木組 CiJllW1I1011l1111l cOlJ1phora Presl クスノキ

78 w-8 角材→杭 D-9 -21 8号木組 CiWWmOJ1l111ll C(lIJリ，1101"0Presl クスノキ

79 W-1 板材 D-9 -22 10号木組西[n.1J板 Ci""Om0111ltl11 campllOrcl Presl クスノキ

80 W-7 板材 D-9 -21 9号木組 CilllUl11l0l1lU11I call1phora Presl クスノキ

81 W-7 板材 D-9 -21 9号木組 CilllWIIlOllllllll campllOra Presl クスノキ

82 w-6 板材，棒 D-9 -21 9号木組 CilllWIIlOl1l1l1Jl call1/)l101"a Presl クスノキ

83 w-9 角材→杭 D-9 -21 8号木組内 Cas(allea crella((/ Sieb. et Zucc. クリ

84 w-4 fWJ;!u D-9 -22 33号木組 東f!!iJtlZ CilllWIIlOllllllllζ，alllpllOr(/ Presl クスノキ

85 w-5 板材 D-9 -22 33号木組南小口 CiIllWm01JlWI1 c，即日'1'1101"0Presl クスノキ

86 w-5 板材 D-9 -22 32号木組北側板① CillllOmOlJl1l11l camphora Presl クスノキ

87 W-12 {Mlj*1Z D-9 -21 31号木組 CI1l11mJIOIIlIlI1l camphora Presl クスノキ

88 W-10 [n.1J板 D-9 -21 31号木組 Ci11lwmo1l1wI1 camphora Presl クスノキ

89 、11-16 側板 D-9 -21 31号木組 C札吋ol1opsissieboldii Hatusima スダジイ

90 W-21 組IjtlZ D-9 -21 31号木組 CilllltlJJlOIJ1UIIl camphora Presl クスノキ

91 W-3 仰l板 D-9 -21 31号木組 Cas(allopsis clIspida(a Schottky ツプラジイ

92 W-25 角材 D-9 -21 31号木組 Cαstallopsis cllspid，α(a Schottky ツプラジイ

93 九11-514 杭 D-9 -21 31号木組周辺 Xylosma COllgeslum Me町。 クスドイゲ

94 、11-18 角材 D-9 -21 31号木組 Cas(allopsis clIspida((/ Schottky ツプラジイ

95 W-5ω 杭 D-9 -21 31号木組周辺 Xylosl1/o cOllgestul11 Meπ クスドイゲテ

96 W-13 D田 9-21 31号木組 CepllalotaxlIs Iwrrillgtollia K. Koch イヌガヤ

97 九11-502 杭 D-9 -21 31号木組 Xylosma cOllgesllIJU Meπ. クスドイゲ

98 W-24 杭 D-9 -21 31号木組 Distylilll1l racemOsUI1l Sieb. et Zucc. イスノキ

99 W-4 Il!lj~1Z D-9 -22 14号木組 To川'eyaIIllcifera Sieb. et Zucc. カヤ

100 W-7 板材 D-9 -22 14号木組 Torreya IlIlcifel"O Sieb. et Zucc カヤ

101 W-8 側板 D-9 -22 14号木組 CimWm011l1ll11 c(ll1Ipl101'a Presl クスノキ

102 W-8 板材 D-9 -21 24号木組 QllerclIs subgen. C.l'c/obai<刀WpSIS コナラ属アカガシ.iJIi:属

103 W-15 板材 D-9 -22 24号木組 Ci1llWmOmlll1l Campl101'a Presl クスノキ

I似 W-3 角材 D-9 -22 24号木組天板(板材) Caslal10psis sieboldii Hatusima スダジイ

105 W-11 板材 D-9 -21 24号木組 Cas/((lIopsis clIspida(a Schottky アブラジイ

106 W-14 板材 D-9 -22 24号木組 Cas(mwpsis clIspida/(( Schottky ツフ'ラジイ

107 W-5 板材 D-9 -21 25号木組南[p.1版 ② CimWmOll1l1ll1 call1pl1ora Presl クスノキ

108 W-4 板材 D-9 -21 25号木組南Il!lj板① CilllWI1l0l11U11l campl/Ora Presl クスノキ

109 W-2 板材 D-9 -21 25号木組 北[n.lj板② Ci11lwmol1lum campl10ra Presl クスノキ

110 W-4 板材 D-9 -21 24号木組 Qllel口lSsubgen. CyclobalmlO/)sis コナラ属アカガシ.iJIi:属

111 W-4 板材 D-9 -21 7号木組南田Ij板 Cil1lWlIlO11lUI1l campl/Ora Presl クスノキ

112 W-7 杭 D-9 -21 7号木組 ElI1ya ヒサカキ属

113 W-5 板材 D-9 -21 7号木組東側板② Cimwl1lolllul1J camplwra Presl クスノキ

114 W-1 板材 D-9 -21 7号木組北開1)板 QuerclIs subgen. (ご)'C!obalmlOpsis コナラ属アカガシ.iJIi:属

115 M-117 杭 c-9 -20 SR -9 -2 東ベルト Qllel口日 subgen.C.l'c/obαlallopsis コナラ属アカガシ豆腐

116 M-111 角材 C-9-20.25 東ベル ト 1 -2層 CaSlallea c1'ellala Sieb. et Zucc. クリ

117 M-79 杭 c-9 -25 SR -9 -2 23層 Caslal1ea CI引 /(/((/Sieb. et Zucc. クリ

118 M-84 杭 c-9 -25 SR -9 -2 23層 Distylilllll /'acemoslI川 Sieb.el Zucc. イスノキ

119 M-83 杭 c-9 -25 SR -9 -2 23層 CimltllJlol1lulJl camplwra Presl クスノキ

120 M-99 杭 c-9 -25 SR -9 -2 23層 POdOCOIIJllS マキ属

121 M-93 建築材 c-9 -25 SR -9 -2 23層 Castallopsis clIspida(a Schottky ツブラジイ

122 W-1 円形筒 D-9 -21 11号木組 CilllUll110JJlltll1 ct1ll1pl1ora Presl クスノキ

123 W-33 矢板 c-9 -25 Cαs(αIlopsis sieboldii Hatusima スダジイ

124、，y-50 矢板 c-9 -25 Cas(mwpsis clIspida(αSchottky ツプラジイ

125 W-52 矢板 c-9 -25 Cas(mwpsis clIspida(a Schottl.:y ツプラジイ

126 W-53 矢板 c-9 -25 Cαs(allopsis clI>pidara Schottky ツプラジイ

127 W-34 矢板 C-9←25 Cαstallopsis clIspidata Schottky ツフ.ラジイ

128 W-55 矢板 c-9 -25 Caslmwpsis cllspidα(a Scholtky ツブラジイ

129 W-56 矢~& c-9 -25 Cαs(mwpsis clIspidala Schottl，:y ツプラジイ

130、11-57 矢板 c-9 -25 Cαs(allopsis clI>pidata Schottky ツプラジイ
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門前遺跡の木材 I 

横断面 : 0.5mm 放射断面 : 0.2mm 接線断面 : 0.1mm 

1. 100 1V-7 板材 0-9 -21 14号 木 組 カヤ

横断面 0.2mm 放射断面 0.1mm 接線断面 0.2mm 

2.96 1V-13 杭 0-9-21 31号木組イヌガヤ

横断面 : 0目 5mm 放射断面 O. 2mm 接線断面 : O. 2醐

3. 61 木製品47 杭 c-9 -20 18層マキ属
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門前遺跡の木材 E 

横断面 O. 5mm 放射断面 : 0.2mm 接線断面 O. 2剛

4. 83 w-9 角材→杭 D-9 -21 8号木組内 クリ

横断面 O. 5胴 放射断面 0.2凹 接線断面 O. 2mm 

5. 13 1V-18 側板? D-9 -22 34号木組 ツブラジイ

横断面 O. 5mm 放射断面 0.2mm 接線断面 0.2mm 

6. 102 IV-8 板材 D-9-21 24号木組 コナラ属アカガシ亜属

169 



門前遺跡の木材 E 

横断面 O. 5剛 放射断面 0.2mm 接線断面 0.2mm 

7. 40 W-l 杭 0-9-21 26号 木 組 南 側ムクノキ

横断面 O. 5mm 放射断面 O. 2mm 接線断面 : 0.2mm 

8. 11 W-10 側板 0-9 -22 34号木組 クスノキ

横断面 : O. 5mm 放射断面 : 0.2剛 接線断面 O. 2剛

9. 86 IV-5 板材 0-9 -22 32号木組北側板① クスノキ
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門前遺跡の木材 N 

横断面 0.4mm 放射断面 O. 2mm 接線断面 O. 2mm 

10. 64 ¥v-215 杭 c-9 -25 SR-9 -2 SX-1 23層タブノキ

横断面 : 0.2mm 放射断面 0.2mm 接線断面 0.2mm 

11. 6 No.58 板状棒(杭) c-9 -20 SR 9 -2 18層イスノキ

横断面 : O. 5mm 放射断面 O.lmm 接線断面 0.2mm 

12. 36 ¥v-159 杭 c-9 -25 SR 9 -2 SX-1 ヤブツバキ
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門前遺跡の木材 V 

横断面 O. 5mm 放射断面 0.1mm 接線断面 ・O.2mm 

13. 59 木製品38 建築部材 c-9 -25 SR 9 -2 1-2層サカキ

横断面 O. 5mm 放射断面 0.1mm 接線断面 O. 2剛

14. 65 1V-213 杭 c-9 -25 SR 9 -2 SX-1 23層 ヒサカキ属

横断面 0.2剛 放射断面 O. 1剛 接線断面 O. 2mm 

15. 95 1V-504 杭 D-9 -21 31号木組周辺 クスドイゲ
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資料編-13

埋蔵文化財発掘調査出土遺物年代測定業務(平成18年度③)

パレオ・ラボ AMS年代測定グループ

小林紘一・丹生越子・伊藤茂・山形秀樹・瀬谷薫

Zaur Lomtatidze . Ineza J01joliani .佐々木由香

仁はじめに

長崎県門前遺跡より検出された試料について 加速器質量分析法 (AMS法)による放射性炭素年

代測定を行った。試料調製は山形，瀬谷， Lomtatidze， JOljolianiが，測定は小林，丹生，伊藤が行い，

本文は佐々木，伊藤が作成した。

2.試料と方法

測定試料の情報，調製データは表 1のとおりである。

試料は炭化材2点，生材 l点の計3点である。試料は調製後，加速器質量分析計(パレオ・ラボ，

コンパクト AMS:NEC製l.5SDH) を用いて測定した。得られた14C濃度について同位体分別効果の

補正を行った後， 14C年代，暦年代を算出した。

表 1 測定試料及び処理

測定番号 遺跡データ 試料データ 前処理 ì~IJ定

位置 :B-9-13区
試料の種類:炭化材 超音波煮沸洗浄 PaleoLabo: 

PLD-7414 
遺構:焼土信遺構

試料の性状:不明 酸・アルカリ・酸洗浄 阻 C製コンパクト
状態:wet，カピ:無 (塩自主1.2N，水酸化ナトリウム lN，塩酸1.2N) AMS・1.5SDH 

位置:C-8 -22区
試料の種類:炭化材 超音波煮沸洗浄 PaleoLabo: 

PLD-7415 試料の性状:不明 殻・アルカリ・酸洗浄 NEC製コンパクト
遺構.，焼土@遺構

状態:wet，カピ:無 (塩酸1.2N，水酸化ナトリウム lN，塩酸1.2N) AMS・1.5SDH 

位置:C-8 -22区
試料の種類:生材(杭) 超音波煮沸洗浄 PaleoL註bo:

PLD-7416 試料の性状:不明 自主・アルカリ・酸洗浄 NEC製コンパクト
遺構:DP-3 -1 

状態:wet，カピ:無 (塩置を1.2N，水酸化ナトリウム lN，塩酸1.2N) AMS・1.5SDH 

3.結果

表2に，同位体分別効果の補正に用いる炭素同位体比 (δ13C)，同位体分別効果の補正を行い，慣

用に従って年代{直，誤差を丸めて表示した14C年代， 14C年代を暦年代に較正した年代範囲，暦年較正

に用いた年代値を，国 lに暦年較正結果をそれぞれ示す。暦年較正に用いた年代値は年代値，誤差を

丸めていない値であり，今後暦年較正曲線が更新された際にこの年代値を用いて暦年較正を行うため

に記載した。

14C年代は AD1950年を基点にして何年前かを示した年代である。 14C年代 (yrBP)の算出には， 14C 

の半減期としてLibbyの半減期5568年を使用した。また，付記した14C年代誤差(i::1σ)は，測定

の統計誤差，標準偏差等に基づいて算出され，試料の14C年代がその14C年代誤差内に入る確率が68.2%

であることを示すものである。

なお，暦年較正の詳細は以下の通りである。
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暦年較正

暦年較正とは，大気中の14C濃度が一定で半減期が5568年として算出された14C年代に対し，過去の

宇宙線強度や地球磁場の変動による大気中の14C濃度の変動，及び半減期の違い(1，jCの半減期5730::!::

40年)を較正することで，より実際の年代値に近いものを算出することである。

14C年代の暦年較正には OxCa13.10 (較正曲線データ:INTCAL04) を使用した。なお， 1σ 暦年代

範囲は， OxCalの確率法を使用して算出された14C年代誤差に相当する68.2%信頼限界の暦年代範囲

であり，同様に 2σ 暦年代範囲は95.4%信頼限界の暦年代範囲である。カッコ内の百分率の値は，そ

の範圏内に暦年代が入る確率を意味する。グラフ中の縦軸上の曲娘は14C年代の確率分布を示し，二

重曲線は暦年較正曲線を示す。それぞれの暦年代範囲のうち，その確率が最も高い年代範囲について

は，表中に下線で示しである。

表2 放射性炭素年代測定及び暦年較正の結果

測定番号
a13c HC年代 HC年代を暦年代に較正した年代範囲 暦年較正用年代
(%0) (yrBP土 1σ) 1σ暦年代範囲 2σ暦年代範沼 (yrBP土 lσ)

1640AD(52. 8%) 1670AD 
1640AD(64. 8%) 1670AD 

PLD-7414 -26.51土0.14 240土20 1780AD (27.0%) 1800AD 242::!::21 
1780AD (15. 4 %) 1800AD 

1940AD(3. 6%) 1960AD 

PLD-7415 -27.82士0.14 2995士25
1300BC (66.5%) 1200BC 1370BC(3. 8%) 1340BC 

2996土24
1140BC(1. 7%)1l30BC 1320BC (91. 6%) 1120BC 

PLD-7416 28. 44::!::0.14 2880士25 1120BC(68. 2%) 10l0BC 1130BC (95. 4 %) 970BC 2880士24

4.考察

試料について，同位体分別効果の補正及び暦年較正を行った。得られた暦年代範囲のうち，その確

率の最も高い年代範囲に着目すると，それぞれより確かな年代値の範囲が示された。いずれの試料に

も測定に必要な充分な炭素が含まれており(炭素含有率52.4%以上)，処理および測定に問題はみら

れなかった。

焼土⑥遺構から出土した炭化材 (PLD-7414)は， HC年代で240::!::20yrBP，潜年較正を行うと， 2σ 

(95.4%の確率)の高い年代範囲は1640-1670calAD (64.8%) で，近世の年代範囲を示した。

焼土⑤遺構から出土した炭化材 (PLD-7415)は， 14C年代で、2995士25yrBP，暦年較正を行うと， 2σ 

の高い年代範囲は1320-1120calBC (91. 6%) の年代範囲であった。国立歴史民俗博物館が実施した九

州北部の土器付着炭化物の年代測定結果では，天城式・入佐式・貫)11 II式の14C年代が3000yrBP前後

を示すことが明らかとされていることから(藤尾・今村， 2005)，概期に相当する年代範囲と考えら

れる。

DP-3 -1から出土した炭化材 (PLD-7415) は14C年代で、2880士25yrBP，暦年較正を行うと， 2σ 

の年代範囲は1300“ 970calBC (95.4%) の年代範囲であった。同様に九州北部の土器付着炭化物の年

代測定結果と比較すると(西本編， 2006)，縄文時代晩期末から弥生早期に相当する年代範囲と考え

られる。

試料の材はいずれも最外年輪以外の部位を測定しているため，試料採取位置が最外年輪(ニ伐採年)
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から何年離れているかによって，伐採年より古い年代値が得られている可能性を考慮する必要がある。
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堆積物中の珪藻化石群集

藤根 久(パレオ・ラボ)

1.はじめに

珪藻は， 1O~500f1mほどの珪酸質殻を持つ単細胞藻類で，殻の形やこれに刻まれた模様などから多

くの珪藻種が調べられ，現生の生態から特定環境を指標する珪藻種群が設定されている(小杉， 1988; 

安藤， 1990)。一般的に，珪藻の生育域は海水域から淡水域まで広範囲に及び，中には河川や沼地な

どの水成環境以外の陸地においてもわずかな水分が供給されるジメジメとした陸域環境，例えばコケ

の表面や湿った岩石の表面などで生育する珪藻種(陸生珪藻)も知られている。こうした珪藻種ある

いは珪藻群集の性質を利用して，堆積物中の珪藻化石群集の解析から，過去の堆積物の堆種環境につ

いて知ることができる。

ここでは，門前遺跡の SR司 8南北 I層堆積物の堆積環境を推定するために珪藻化石群集の検討を

行った。

2.試料の処理方法

試料は， SR-8南北 I層堆積物13試料である(表 1)。

表1 珪藻化石群集を検討した堆積物とその特徴

試料NQ 遺構 層位 色調 堆積物
1 暗オ 1)ーブ褐色 (2.5Y3/3) 粘土質砂
2 暗オリープ褐色 (2.5Y3/3) 砂質粘土
3 暗オリーブ褐色 (2.5Y3/3) 粘土質砂
4 暗オリーブ褐色 (2.5Y3/3) 粘土質砂
5 オリーブ褐色 (2.5Y4/3) 粘土質砂
6 暗オリーブ褐色 (2.5Y3/3) 粘土質砂
7 SR-8 南北土層② オリーブ褐色 (2.5Y4/4) 粘土質砂
8 オリーブ褐色 (2.5Y4/3) 粘土質粗砂
9 暗オリーブ褐色 (2.5Y3/3) 砂
10 黒褐色 (10YR2/2) 植物遺体混じり砂質粘土
11 黒褐色 (10YR2/2) 植物遺体混じり砂質粘土
12 黒色 (lOYR2/1) 砂質泥炭
13 黒色 (lOYR2/1) 砂質泥炭

これらの試料は，以下の方法で処理し，珪藻用プレパラートを作成した。 (1)湿潤重量約 1g程度取

り出し，秤量した後ピーカーに移し30%過酸化水素水を加え，加熱・反応させ，有機物の分解と粒子

の分散を行った。 (2)反応終了後，水を加え 1時間程してから上澄み液を除去し，細粒のコロイドを捨

てる。この作業を 7囲ほど繰り返した。 (3)残j査を遠心管に回収し，マイクロぜベットで適量取り，カ

パ ガラスに滴下し乾燥した。乾燥後は，マウントメディアで封入しプレパラ トを作成した。作成

したプレパラートは顕微鏡下1000倍で観察し，珪藻化石200個体以上について同定・計数した。なお，

珪藻化石が少ない試料は，プレパラート全面について精査した。

3.珪藻化石の環境指標種群

珪藻化石の環境指標種群は，主に小杉 (1988)および安藤 (1990)が設定した環境指標種群に基づ

いた。なお，環境指標種群以外の珪藻種については，淡水種は広布種としてそれぞれ扱った。また，

破片のため属レベルで同定した分類群は，その種群を不明として扱った。
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以下に，安藤 (1990)が設定した淡水域における環境指標種群の概要を示す。

[上流性河川指標種群(J)J :上流部の渓谷部に集中して出現する種群である。これらにはAchnanthes

属が多く含まれるが，殻面全体で岩にぴったりと張り付いて生育しているため，流れによってはぎ取

られてしまうことがない。

[中~下流性河川指標種群(K)J 中~下流部，すなわち河川沿いに河成段丘，扇状地および自然堤防，

後背湿地といった地形が見られる部分に集中して出現する種群である。これらの種は，柄またはさや

で基物に付着し，体を水中に伸ばして生活する種が多い。

[最下流性河川指標種群(L)J :最下流部の三角州の部分に集中して出現する種群である。これらの種

は，水中を浮遊しながら生育している種が多い。これは，河川が三角州、i地帯に入ると流速が遅くなり，

浮遊生の種でも生育できるようになる。

[湖沼浮遊生指標種群(M)J :水深が約1.5m以上で，水生植物は岸では見られるが，水底には生育し

ていない湖沼に出現する種群である。

[湖沼沼沢湿地指標種群(N)J 湖沼における浮遊生種としても，沼沢湿地における付着生種としても

優勢な出現が見られ，湖沼・沼沢湿地の環境を指標する可能性が大きい。

[沼沢湿地付着生指標種群(o)J :水深 1m内外で，一面に植物が繁殖している所および湿地で，付着

の状態で優勢な出現が見られる種群である。

[高層湿原指標種群(p)J :尾瀬ケ原湿原や霧ケ峰湿原などのように，ミズゴケを主とした植物群落お

よび泥炭層の発達が見られる場所に出現する種群である。

[陸域指標種群(Q)J :上述の水域に対して，陸域を生息地として生活している種群である(陸生珪藻

と呼ばれている)。

4.珪藻化石の特徴とその堆積環境

全試料から検出された珪藻化石は，海水種2分類群2属2種，汽水種2分類群2属2種，淡水種が

35分類群18属27種 1亜種検出された。これらの珪藻化石は，内湾種，汽水種，中~下流性河川1，沼沢

湿地付着生，睦域の 5環境指標種群に分類された(表2)。これらの珪藻化石指標種群の特徴から， 3 

珪藻帯が設定された(図 1)。以下では，各珪藻帯について珪藻化石群集の特徴とその堆積環境につ

いて述べる。

I帯 (No12・13) :堆積物 1g当りの殻数は約2.2x104および1.8x104個，完形殻の出現率は約48およ

ぴ36%である。これらの試料中には沼沢湿地付着生指標種群 CymbellaαsperaやStauroneis

phoenicenteronなどが特徴的に出現している。このことから，沼沢湿地環境と推定される。

なお，汽水種の Ach叩 nthesbrelゆesなどが出現しているが，栄養塩類の高い水域に出現す

るためと考えられる。

E帯 (No10・11) 堆積物 1g当りの殻数は約1.6x103および2.4x103個，完形殻の出現率は約48およ

ぴ42%である。これらの試料では，検出された珪藻化石は少ないが，沼沢湿地付着生指標

種群の Pinnulariaviridisなどのほか，陸域指標種群の Hantzschiaamphioλ，)'sなどが特徴的

に出現している。このことから，沼沢湿地環境も予想されるがジメジメとした陸域環境が
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推定される。なお，汽水種の Aclmanthesbrevipesなどが出現しているが，栄養塩類の高い

水域に出現するためと考えられる。

国帯 (NQ1 -9) 堆積物 1g当りの殻数は約4.6x102個以下，完形殻の出現率は約50%以下である。

検出された珪藻化石が少なく，珪藻が繁茂できない乾燥した環境が推定される。

このように，下位層の試料No.l2および、NQ13において，沼沢湿地環境が成立するものの，以後ではジ

メジメとした陸域，乾燥した陸域へと変化したことが推定される。

表3 堆積物の主たる堆積環境

試料No 遺構 層位 堆積物 珪藻帯 主たる環境

l 粘土質砂

2 砂質粘土

3 粘土質砂

4 粘土質砂

5 粘土質砂 阻帯 乾燥した陸域

6 粘土質砂

7 SR-8 南北土層② 粘土質砂

8 粘土質粗砂

9 砂、

10 植物遺体混じり砂質粘土
E帯 ジメジメとした陸域

11 植物遺体混じり砂質粘土

12 砂質泥炭
I帝 沼沢湿地

13 砂質泥炭

5軍考 察

門前遺跡の SR-8南北 I層堆積物の堆積環境を推定するために珪藻化石群集の検討を行った。その

結果，下位層の試料NQ12およびNo.l3において，招沢湿地環境が成立するものの，以後ではジメジメと

した陸域，乾燥した陸域へと変化したことが推定される。

[文献]

安藤一男 (1990)淡水産珪藻による環境指標種群の設定と古環境復元への応用.東北地理， 42， 73-88. 

小杉正人 (1988)珪藻の環境指標種群の設定と古環境復元への応用.第四紀研究， 27， 1-20. 
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分 群

表2 珪藻化石産出表(指標種群は安藤 (1990)による)

種群 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 

Nitzschiaj巴lineckii ?一一一一一 一 一一一 2

Cyclotella stylorum B 1 

Achnanthes bre¥匂es ? 1 1 1 一一一一 2 6 10 2 13 14 

Hydrosera triquetra ? 一一 1 1 1 

Achinanthes inflate W 一 一 一一一一一 1 3 2 9 

Amphora ovalis W 一一一一一一 76 1 

類

Caloneis lauta 

C. silicula 

Cocconeis plac巴H加la

Cymbella asp巴ra

C. turnida 

C. 

C. 

turgidela 

spp. 

Diploneis ovalis 

D. yatukaensis 

D. spp. 

Epithemia adnata 

Eunotia forrnica 

E. praerupta var. bidens 

E. spp. 

Gomphonema augur 

G. clevei 

G. gracil巴

G. parvium 

G spp. 

Gyrosigma spp. 

Hantzschia amphioxys 

Melosira roeseana 

Navicula pusilla 

Nedium iridis 

Pinnularia divergens 

P. gibba 

P. hemiptera 
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P. viridis 

P. spp 
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Synedra ulna W l 一一一一 一 161  

内海 (B) 1 

海水不定・不明種(? ) 一一一一一 一 一 一 2

汽水不定・不明種(? ) 1 1 1 1 1 3 6 10 2 13 14 

中~下流'性i可JII (K) 一一一一一一一一一一一 1

沼沢湿地付着生 (0 ) 一 一 4 130 142 

陸域 ( Q) 一一一一一一一一一 1 2 1 4 

広布 (W) 2 4 13 8 106 59 

淡水不定・不明種(? ) 1 1 1 2 4 8 12 21 

珪藻 殻数 4 1 2 1 0 2 1 5 10 28 24 264 241 
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SR-8南北 I層堆積物の珪藻化石分布図(すべての分類群を表示)
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図版珪藻化石の顕微鏡写真(スケール:10μm) 

1. Melosora roeseana (No.10) 2. Diploneis ovalis (No.12) 3. Gomphonema augur (No.13) 

4. Eunotia formica (No. 12) 5. Cymbella tllmida (No. 11) 6. Cymbella aspera (No. 12) 

7. Achnanthes ir】flat巴 (No.1q) 8. Gomphonema clevei (No.12) 9. Amphora ovalis (No.13) 

10. Achnanthes bl巴vipes(No.13) 11. ElInotia praerupta v. bidens (No.12) 

12. Gomphonema gracile (No.12) 
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資料一14

埋蔵文化財発掘調査出土遺物樹種同定等分析業務(平成19年度①)

(株)古環境研究所

1.はじめに

木材は，セルロースを骨格とする木部細胞の集合体であり，解剖学的形質の特徴から樹種の同定が

可能である。木材は花粉などの微化石と比較して移動性が小さいことから 比較的近隣の森林植生の

推定が可能で、あり，遺跡から出土したものについては木材の利用状況や流通を探る手がかりとなる。

2.試料

試料は，門前遺跡から 出土した矢板， 側板，天板，杭などの木材40点である。試料の詳細を表 lに

示す。

3.方法

カミソ リを用いて新鮮な横断面(木口と同義)，放射断面(柾目)，接線断面(板目)の基本三断面

の切片を作製し，生物顕微鏡によって40~ 1000倍で観察した。 同定は，解剖学的形質および現生標本

との対比によ って行った。

4.結 果

表 1に結果を示し，主要な分類群の顕微鏡写真を示す。以下に同定根拠となった特徴を記す。

イヌガヤ Cepha!otaxlIs harrillgtonia K. Koch イヌガヤ科 図版 1

仮道管，樹脂細胞および放射柔細胞から構成される針葉樹材である。横断面:早材ーから晩材への移

行はゆるやかで，晩材の幅は非常に狭く樹脂細胞が散在する。放射断面 :放射柔細胞の分野壁孔はト

ウヒ型で l分野に 1~ 2個存在する。仮道管の内壁にらせん肥厚が存在する。樹脂細胞が存在する。

接線断面 :放射組織は単列の向性放射組織型である。仮道管の内壁にらせん肥厚が存在する。樹脂細

胞が存在する。

以上の形質よりイヌガヤに同定される。イヌガヤは，岩手県以南の本州，四国，九州に分布する。

常緑の低木または小高木で，高さ 1O~ 15m，径20~30CIl1で、ある 。 材は，やや堅硬で木理は綴密である

が不整で、しばしば波状を呈する。建築，器具，土木，ろくろ細工，薪炭などに用いられる。

スダジイ Castallopsis sieboldii Hatusima ブナ科 図版 2

横断面 :年輪のはじめに中型から大型の道管が疎に数列配列する環孔材である。晩材部で小道管が

火炎状に配列する。放射断面:道管の穿孔は単穿孔で放射組織は平伏細胞からなる。接線断面:放射

組織は単列の向性放射組織型である。

以上の形質よりスダジイに同定される。スダジイは本州、I(福島県，新潟県佐渡以南)，四国，九州
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に分布する。常緑の高木で，高さ20m，径1.5mに達する。材は耐朽，保存性やや低く，建築，器具

などに用いられる。

ツブラジイ Castal10psis clIspidata Schottky ブナ科 歯版3

横断面:年輪のはじめに中型から大型の道管がやや疎に数列配列する環孔材である。晩材部で小道

管が火炎状に配列する。放射組織は単列のものと集合放射組織が存在する。放射断面:道管の穿孔は

単穿孔で，放射組織は平伏細胞からなり，向性放射組織型である。接線断面:放射組織は向性放射組

織型で単列のものと集合放射組織が存在する。

以上の形質よりツブラジイに同定される。ツブラジイは関東以南の本州，四国，九州に分布する。

常緑の高木で，高さ20m，径1.5mに達する。材は耐朽性，保存性低く，建築材などに用いられる。

シイ属 Castal10psis ブナ科

横断面年輪のはじめに中型から大型の道管がやや疎に数列配列する環孔材である。晩材部で小道

管が火炎状に配列する。放射断面:道管の穿孔は単穿孔で放射組織は平伏細胞からなる。接線断面:

放射組織は単列の向性放射組織型のものが存在する。

以上の形質よりシイ属に同定される。シイ属は本州(福島県，新潟県佐渡以南)，四国，九州に分

布する。常緑高木で，高さ20m，径1.5mに達する。材は耐・朽，保存性やや低く，建築，器具などに

用いられる。なお，シイ属にはスダジイとツブラジイがあり，集合放射組織の有無などで同定できる

が，試料の形状から広範囲の観察が困難であったためシイ属の同定にとどめた。

クスノキ Cil1llal1lol1lllm call1phora Presl クスノキ科 図版4・5

横断面:中型から大型の道管が単独および2~数個放射方向に複合して散在する散孔材である。道

管の周囲を鞘状に軸方向柔細胞が取り囲んでいる。これらの柔細胞の中には，油を含み大きく膨れ上

がったものも存在する。放射断面:道管の穿孔は単穿孔で道管の内壁にらせん肥厚が存在する。放射

組織はほとんどが平伏細胞で上下の縁辺部のみ直立細胞からなる。接線断面:放射組織は異性放射組

織型で 1~2 細胞幅である。上下の縁辺部の直立細胞のなかには， しばしば大きく膨れ上がったもの

がみられる。

以上の形質よりクスノキに同定される。クスノキは，関東以西の本州，四冨，九州，沖縄に分布す

る。常緑の高木で，通常高さ25m，径80cmぐらいであるが，高さ50m，径 5mに達するものもある。

材は堅硬で耐朽性が強く，保存性が高く芳香がある。建築，器具，楽器，船，彫刻，ろくろ細工など

に用いられる。

ヤブツバキ Camellia japol1ica Linn. ツバキ科 図版6

横断面:小型でやや角張った道管が単独ないし 2~3 個複合して散在する散孔材である。放射断

面:道管の穿孔は階段穿孔板からなる多孔穿孔で，階段の数は1O~30本ぐらいである。放射組織は平

伏細胞と直立細胞からなる異性で，直立細胞には大きく膨れているものが存在する。接線断面:放射

組織は異性放射組織型で 1~3 細胞幅である。直立細胞には大きく膨れているものが存在する。
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以上の形質よりヤブツバキに同定される。ヤブツバキは本州，西国，九州に分布する。常緑の高木

で，通常高さ 5~lOm，径20~30cmである。材は強靭で，耐朽性強く，建築，器具，楽器，船，彫刻

などに用いられる。

5.所見

樹種詞定の結果，クスノキ22点，ツブラジイ 9点，シイ属 2点，スダジイ 1点，ヤブツバキ 2点，

イヌガヤ 1点が同定された。

最も多いのはクスノキであり，矢板，側板，板材，天板など多様な用途に利用されている。材質は

堅硬で，樟脳油を含むため耐朽性，保存性が極めて高く，切削，加工の容易な木材である。次に多い

のはシイ属(ツブラジイ，スダジイ)で，矢板，板材，側板などに利用されている。酎朽性，保存性

はあまり高くない木材である。杭状の木製品に利用されているイヌガヤは，やや堅硬で椴密な材であ

る。杭，杭?に利用されているヤブツバキは，強靭かっ堅硬な材である。

クスノキやシイ属は，茜南日本に分布する照葉樹林の主要高木であり，ヤブツバキも用葉樹林の構

成要素である。また，イヌガヤは温帯下部の暖温帯ないし温帯に分布する針葉樹である。いずれも当

時の遺跡周辺もしくは近隣の地域で採取可能な樹種であったと考えられる。

[文献}

島地謙・佐伯浩・原因浩・塩倉高義・石田茂雄・重松頼生・須藤彰司 (1985)木材の構造.文永堂出版， 290p. 

島地謙・伊東隆夫 (1988)日本の遺跡出土木製品総覧.雄山関， 296p. 

山田昌久 (1993)日本列島における木質遺物出土遺跡文献集成.植生史研究特別 1号.植生史研究会， 242p. 
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表 1 門前遺跡における樹種同定結果

No 取上No 製品名 地区 遺構名 結果(学名/和名)

4 w-2a 矢板 c-9 -25 SR 9 -2 sx-1 Cillllal1l011l1111l call1phora Presl クスノキ

5 W-4 南側板 c-9 -22 Cinllal1l011lllm call1phora Presl クスノキ

6 W-7 側板 D-9 -22 34号木組 Cinllal1l011l1l11! call1phora Presl クスノキ

7 W-1 但IJ板 D-9 -22 5号木組 西側小口 Cillllal1l011l111ll call1phora Presl クスノキ

8 w-3 D-9 -22 21号木組 Cinnal1l01ll1111l camphora Presl クスノキ

9 側板 D-9 -22 21号木組東側板 Cillllal1l01l11111l call1phora Presl クスノキ

10 w-6 不明 D-9 -22 20号木組 CillllamOl1ll/ln call1phora Presl クスノキ

11 W-7 D-9 -22 20号木組 Cillllal1l011l1l11! call1phora Presl クスノキ

12 W-1 板材? D-9 -21 35号木組 Cillllal1l011l1111l camphora Presl クスノキ

13 w-2 板材片? D-9-2 35号木組 Castallopsis clIspidata Schottky ツフ'ラジイ

14 W-7 板材 D-9 -21 26号木組 Cillllal1l011l1/l1l call1phqra Presl クスノキ

15 w-4 側板 D-9 -21 26号木組 Cillllal1l011l1/l1l call1phora Presl クスノキ

16 w-5 木組部材片 D-9 -21 26号木組 Cillllal1l01ll1111l call1phora Presl クスノキ

17 内側板 D-9 -21 26号木組 CillllalllOl1ll/l11 call1phora Presl クスノキ

18 w-2 杭 ? D-9 -21 26号木組 Call1ellia japollica Linn. ヤブツノfキ

19 w-6 側板 D-9 -21 27号木組 Castallopsis シイ属

20 w-5 側板 D-9 -21 27号木組 Castallotsis clIspidata Schottky ツブラジイ

21 w-6 板材破片 D-9 -21 26号木組 CUIIlal1l011l1111l call1phora Presl クスノキ

22 w-2 板材片 D-9 -21 27号木組 Castallopsis シイ属

23 w-1 板材片 D-9 -21 27号木組 Castallopsis clIspidata Schottky ツプラジイ

24 w-4 板材片 D-9 -21 27号木組 Castallopsis clIspidata Schottky ツブラジイ

25 w-3 板材 D-9 -21 27号木組内 Castallopsis clIspidata Scho口ky ツフ.ラジイ

26 w-2 板材片 D-9 -22 22号木組 Castallopsis clIspidata Schottky ツプラジイ

27 W-1 板材片 D-9 -22 22号木組 Castallopsis clIspidata Schottky ツブラジイ

28 w-4 杭状 D-9 -22 22号木組 CephalotaλIIS harrillgtollia K. Koch イヌガヤ

29 板状材 D-9 -22 22号木組内東側小口 Cillllal1l011l1111l call1phora Presl クスノキ

30 W-11 板材 D-9 -22 3号木組東側板① Cillllal1l011l1111l call1pllOra Presl クスノキ

31 天板 D-9 -22 3号木組天板③ Cillllal1l011l1111l ca川'phoraPresl クスノキ

32 W-4 天板 D-9 -22 3号木組天板④ Cillllal1l011l1l1ll call1pllOra Presl クスノキ

33 W-10 側板 D-9 -22 3号木組東側板① Cillllal1l011l1111l call1pllOra Presl クスノキ

34 w-5 杭 D-9 -22 3号木組 Camellia japollica Linn. ヤブツノTキ

35 w-6 板材片 D-9 -22 3号木組 CilllWIIlOllllI1ll call1phora Presl クスノキ

36 W-7 板材片 D-9 -22 3号木組 CillllalllOl1lll1ll call1phora Presl クスノキ

37 w-3 側板 D-9 -22 23号木組南側側板 CUlIlall101ll1l1ll call1phora Presl クスノキ

38 W-4 lHijt反 D-9 -22 23号木組南側側板 Castallopsis clIspidata Schottky ツブラジ4

39 側板 D-9 -21 23号木組北側側板 Castallopsis sieboldii Hatusirna スダジイ

40 W-24 矢板 c-9 -25 SR 9 -2 Castanopsis clIspidata Schottky ツプラジベ
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門前遺跡の木材 I 

横断面 O. 5剛 放射断面 : O.lmm 接線断面 O. lmm 

1. 28 ¥V-4 杭状イヌガヤ

横断面 O. 5mm 放射断面 O.2mm 接線断面 O.2mm 

2. 39 側板スダジイ

横断面 O.5mm 放射断面 O. 2mm 接線断面 O. 2mm 

3. 27 ¥V-l 板材片 ツブラジイ -186 



門前遺跡の木材 E 

横断面 ・o.5mm 放射断面 0.2mm 接線断面 O. 2mm 

4. 8 1V-3 クスノキ

横断面 ・0.5mm 放射断面 : o. 5剛 接線断面 O. 5mm 

5. 15 W-4 倶IJお{ クスノキ

横断面 O. 5mm 放射断面 0.2mm 接線断面 ・O.2mm 

6. 18 1V-2 杭? ヤブツバキ ワ
ioo 
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m.蛍光X線分析

1.はじめに

物質にX線を照射すると，その物質を構成している元素に固有のエネルギー(蛍光X線)が放出さ

れ，この蛍光X線を分光して波長と強度を測定することで，物質に含まれる元素の種類と量を調べる

ことができる。この方法は，石器，金属製品，ガラス製品などの貴重な考古遺物を非破壊で分析する

ことが可能である。

2.試 料

分析試料は，竹辺D遺跡から出土した鉄i宰とみられるNQ97(] -II -3グリッド， 3c層)および、NQ

98 (1 -ll-1グリ ッド， 3d層)の 2試料である。

3.分析方法

エネルギ一分散型蛍光X線分析装置(日本電子(楠製， JSX3201) を用いて，元素の同定およびフア

ンダメンタルパラメ ータ法 (FP法)による定量分析を行った。測定の条件は，測定時間600秒，照射

径7.0mm，電圧30kV，試料室内真空である。

4.分析結果

表 lに各元素の定量分析結果 (wt%) を示す。定量分析結果は慣例により代表的な酸化物名で示し

た。なお，非破壊分析のため試料表面の研磨を行っていないことから，定量分析の結果は必ずしも正

確なものとは言えない。

5.考察

鉄j宰の元素組成は，製鉄過程によって大きく異なり，典型的な鍛冶淳では鉄 (F，巴203)の含量が75

~80%以上であり，炉壁が融解したものでは数%から 10数%程度で珪酸やアルミニウムの含量が高い

() 11野遅 ・高塚， 1986)。

NQ98の元素組成は，鉄 (Fe203)の含量が80.2%とかなり高い値であり，次いで珪酸 (Si02)が12.2%，

アルミニウム (Ah03)が5.4%，チタニウム (Ti02)が0.2%などとなっている。このような元素組

成から，同試料は鉄j宰(鍛治i宰)の可能性が高いと考えられる。

NQ97の元素組成は，鉄 (Fe203)の含量が30.9%であり，珪酸 (Si02)の51.9%よりも低い値であ

る。次いでアルミニウム (Ah03)が10.9%，カリウム (K20)が2.4%，チタニウム (Ti02)が1.6%

などとなっている。今回の分析結果のみから鉄津かどうかを判断するのは困難であり，炉材の粘土な

どとの比較検討が必要であるが，同試料は少なくとも鍛冶淳ではないと考えられる。

[文献]

川野透渉 ・高塚秀治(1986)前近代の鉄浮の化学紐成に関する一考察.考古学と自然科学第19号， p.43-55 

高塚秀治 ・桂 敬 (1988)鉄浮の成分分析からみたわが国古代の製鉄技術.考古学と自然科学第20号， p.65-80. 
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表 1 蛍光X線分析結果

単位:wt(%) 

地点・試料 97 98 

原子NQ 化学式 3c層 3d層

11 Na20 0.49 0.28 

12 MgO 0.25 0.14 

13 Ah03 10.94 5.36 

14 Si02 51.89 12.20 

15 P20s 0.42 0.60 

16 S03 0.16 0.13 

19 K20 2.37 0.29 

20 CaO 0.45 0.16 

22 Ti02 1.62 0.23 

23 V20S 0.05 0.03 

25 MnO 0.15 0.41 

26 Fe203 30.92 80.15 

40 Zr02 0.29 0.01 
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鉄津? (97， 3c 層) 鉄津? (98， 3 d層)

蛍光X線分析試料
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資料編-15

埋蔵文化財発掘調査出土遺物樹種同定等分析業務(平成19年度②)

株式会社古環境研究所

し門前遺跡における放射性炭素年代測定

1.はじめに

放射性炭素年代測定は 呼吸作用や食物摂取などにより生物体内に取り込まれた放射性炭素(14C)

の濃度が，放射性崩壊により時間とともに減少することを利用した年代測定法である。過去の大気中

の14C濃度は一定ではなく，年代値の算出に影響を及ぼしていることから，年輪年代学の成果などを

利用した較正曲線により 14C年代から暦年代に換算する必要がある。

2町試料と方法

試料名 地点・層準 種類 前処理 測定法

No 1 B-9 -23， SR-01， 6層 木片 超音波洗浄，酸ーアルカ 1)一酸処理 AMS 

No2 B-9 -18， S 4 炭化物 超音波洗浄，酸ーアルカリー酸処理 AMS 

No3 B-9 -18， SR-27 木片 超音波洗浄，酸ーアルカリー酸処理 AMS 

AMS:加速器質量分析法 (AcceleratorMass Spectrometry) 

3.測定結果

試料名 測定No δ13C 14C年代 暦年代

(PED-) (%0) (年 BP) 1σ(68.2%確率) 2σ(95.4%確率)

No 1 10173 23.76::1::0.21 53840土1150 較正曲線範囲外 較正曲線範囲外

No2 10174 26.54::1::0.18 48380土650 較正曲線範囲外 較正曲線範囲外

No3 10175 28.26土0.21 2045::1::25 BC95-AD 5 (68.2%) BC160-BC130 ( 6.5%) 

BC120-AD 30 (88.9%) 

BP: B巴forePhysics (Present)， BC:紀元前， AD:紀元後

デルタ

(1) δ13C測定値

試料の測定HCjI2C比を補正するための炭素安定同位体比 (13CjI2C)。この値は標準物質 (PDB)

の同位体比からの千分偏差 (%0)で表す。試料の δ13C値を -25(%0) に標準化することで同位体分

別効果を補正する。

(2) 14C年代測定値

試料のHC/12C比から，現在 (AD1950年基点)から何年前かを計算した値。 14Cの半減期は5，730年

であるが，国際的慣例により Libbyの5，568年を用いた。

(3) 暦年代 (Cal巴ndarAge) 

過去の宇宙線強度や地球磁場の変動による大気中14C濃度の変動および14Cの半減期の違いを較正す
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ることで，より実際の年代値に近づけることができる。暦年較正には，年代既知の樹木年輪の詳細な14C

測定値およびサンゴの U/Th(ウラン/トリウム)年代と14C年代の比較により作成された較正曲線を

使用した(較正曲線データは IntCal04，較正プログラムは OxCa13.1) 0 IntCal04で、は BC24，050年まで

の換算が可能である(樹木年輪データは BC10，450年まで)。

暦年代は， 14C年代値の舗差の幅を較正曲線に投影した暦年代のi隔で示し， OxCa13.1の確率法によ

り1σ(68.2%確率)と 2σ(95.4%確率)で示した。較正曲線が不安定な年代では複数の 1σ ・2

σ値が表記される場合もある。()内の%表示は，その範囲内に暦年代が入る確率を示す。グラフ中の

縦軸上の曲線は14C年代の確率分布，二重曲線は暦年較正曲線を示す。

4.所 見

加速器質量分析法 (AMS法)による放射性炭素年代測定の結果， NQ 1の木片では53，840土1，150年

BP(較正曲線範囲外)， NQ 2の炭化物では48，380::1:650年 BP(較正曲線範囲外)， NQ 3の木片では2，045

::1:25年 BP (2σ の暦年代で BC160~BC130， BC120~ AD30年)の年代値が得られた。

[文献]

Bronk Rams巴yC. (1995) Radiocarbon Calibration and Analysis of Stratigraphy， The OxCal Program， Radiocarbon， 37(2)， p.425-

430. 

BronkRams巴yC. (2001) D巴velopmentof the Radiocarbon Program OxCal， Radiocarbon， 43 (2A)， 355-363. 

Paula J Reimer et al.， (2004) IntCal 04 Terrestrial radiocarbon age calibration， 26-0 ka BP. Radiocarbon 46， p.l029-1058. 

尾寄大真 (2005)町TCAL98から IntCal04へ.学術創成研究費弥生農耕の起源と東アジアNo3一炭素年代測定による

高精度編年体系の構築一， p.14-15. 

中村俊夫 (2000)放射性炭素年代測定法の基礎.日本先史時代の14C年代， p. 3 -20. 
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1I.門前遺跡における樹種同定

1.はじめに

木材は，セルロースを骨格とする木部細胞の集合体であり，解剖学的形質から，概ね属レベルの同

定が可能である。木材は，花粉などの微化石と比較して移動性が少ないことから，比較的近隣の森林

植生の推定が可能であり，遺跡から出土したものについては，木材の利用状況や流通を探る手がかり

となる。

2.試料

試料は，門前遺跡のC-9 -25グリッドから出土した矢板70点である。

3.方法

カミソリを用いて新鮮な横断面(木口と同義)，放射断面(柾目)，接線断面(板目)の基本三断面

の切片を作製し，生物顕微鏡によって40~1000倍で観察した。同定は，解剖学的形質および現生標本

との対比によって行った。

4.結 果

表1に結果を示し，主要な分類群の顕微鏡写真を示す。以下に同定根拠となった特徴を記す。

ヤマモモ Myricarllbar Sieb. et Zucc. ヤマモモ科 図版 1

横断面:小型で、角張った道管が単独ないし 2~3 個複合して散在する散孔材である。道管の径はあ

まり変化しない。軸方向柔細胞が散在及び短接線状に記列する。放射断面:道管の穿孔は階段穿孔板

からなる多孔穿孔で，階段の数は 2~10本ぐらいである。放射組織は異性である。接線断面:放射組

織は異性放射組織型で 1~4 細胞幅である。

以上の形質よりヤマモモに同定される。ヤマモモは本州(関東南部，福井県以西)，四国，九州，

沖縄に分布する。常緑の高木で，高さ15m，径 1mに達する。材は器具，旋作などに用いられる。

ツブラジイ Castanopsis cllspidata Schottky ブナ科 図版2・3

横断面:年輪のはじめに中型から大型の道管が，やや疎に数列配列する環孔材である。晩材部で小

道管が火炎状に配列する。放射組織は単列のものと集合放射組織が存在する。放射断面:道管の穿孔

は単穿孔で放射組織は平伏細胞からなり向性放射組織型である。接線断面:放射組織は向性放射組織

型で，単列のものと集合放射組織が存在する。

以上の形質よりツブラジイに同定される。ツブラジイは関東以南の本州，四国，九州に分布する。

常緑の高木で，高さ20m，径1.5mに達する。材は耐朽性，保存性低く，建築材などに用いられる。

タブノキ Machilus thunbergii Sieb.et Zucc. クスノキ科 図版4

横断面:やや小型から中型の道管が，単独および2~数個放射方向に複合して散在する散孔材であ

る。道管の周囲を鞘状に軸方向柔細胞が取り西んでいる。これらの柔細胞の中には，油を含み大きく

膨れ上がったものも存症する。放射断面:道管の穿孔は単穿孔または少数ではあるが，数の少ない階

つdn同
U

1
E
よ



段穿孔が存在する。放射組織はほとんどが平伏細胞で上下の縁辺部のみ直立細胞からなる。接線断面:

放射組織は異性放射組織型で 1~3 細胞幅である。上下の縁辺部の直立細胞のなかには，しばしば大

きく膨れ上がったものがみられる。

以上の形質よりタブノキに同定される。タブノキは，本ナ1'1 (暖地)，四国，九州，沖縄に分布する。

常緑の高木で，高さ15m，径 1mに達する。材は耐朽性，保存性ともに中庸で，建築，家具，土木，

器具，楽器，船，彫刻，薪炭などに用いられる。

イスノキ Distylilll11racemoslIm Sieb. et Zucc. マンサク科 図版5

横断面:小型でやや角張った道管が，ほほ単独に散在する散孔材である。軸方向柔細鞄が接線方向

に向かつて黒い線状に並んで、見られ，ほほ一定の間隔で規則的に配列する。放射断面:道管の穿孔は

階段穿孔板からなる多孔穿孔で，階段の数は比較的少なく 15前後のものが多い。放射組織は異性であ

る。接線断面:放射組織は異性放射組織型で，ほとんどが 1~2 細胞幅であるが，まれに 3 細胞幅の

ものも存在する。

以上の形質よりイスノキに同定される。イスノキは関東以西の本州，四国，九ナト1，沖縄に分布する。

常緑の高木で，高さ20m，径 1mに達する。耐朽性および保存性の高い材で，建築，器具，楽器，ろ

くろ細工，櫛，薪炭などに用いられる。

センダン Meliaazedarach L. var. slIbtripinnaωMiq. センダン科図版6

横断面:年輪のはじめに大型の道管が，やや疎に配列する環孔材である。孔国部外の道管は単独ま

たは 2~3 個複合して散在し，年輪界付近の小道管は群状に複合する。道管の径は徐々に減少する。

放射断面:道管の穿孔は単穿孔で，小道管および中型の道管の内壁にらせん把厚が存在する。放射組

織は平伏縮胞である。接線断面:放射組織は向性放射組織型で， 1 ~ 6細胞幅である。小道管および

中型の道管の内壁にはらせん肥厚が存在する。

以上の形質よりセンダンに同定される。センダンは，四国，九州に分布する。落葉の高木で，高さ

30m，径 1mに達する。材は強さ中庸で，建築，家具，器具などに用いられる。

5.所 見

門前遺跡のc-9“25グリッドから出土した矢板70点について樹種同定を行った。その結果，ツブラ

ジイ63点，センダン 3点，タブノキ 2点，ヤマモモ 1点，イスノキ l点が同定された。

最も多いツブラジイは，温帯下部の暖温帯に分布する照葉樹林の主要高木であり，二次林要素でも

ある。ヤマモモ，イスノキ，タブノキも照葉樹林の構成要素であり，センダンは暖地の海辺や山地に

生育する落葉高木である。いずれも当時の遺跡周辺もしくは近隣の地域で採取可能な樹種であったと

考えられる。

[文献]
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門前遺跡の木材 I 

横断面 O. 5剛 放射断面 ・0.2醐 接線断面 0.2mrn 

1. 11 27 W-88 C-9-25 23 ヤマモモ

横断面 O. 5醐 放射断面 0.2mrn 接線断面 ・0.2mrn

2. 6 22 W-82 C-9-25 23 ツブラジイ

横断面 O. 5mrn 放射断面 O. 2mrn 接線断面 ・0.2剛

3. 12 28 1V-90 C-9-25 23 ツブラジイ
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門前遺跡の木材 E 

横断面 0.5mm 放射断面 O. 2胴 接線断面 0.2mm 

4. 39 80 ¥v-172 C-9-25 23 タブノキ

横断面 0.5剛 放射断面 0.2剛 接線断面 ・0.2剛

5. 33 72 ¥H63 C-9-25 23 イスノキ

横断面 ・O.5剛放射断面 ・0.2剛 接 線 断 面 0.2剛

6. 67 110 ¥v-16 C-9-25 23 センダン
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資料編ー16

門前遺跡、における樹種同定(平成16年度⑤)

(株)東都文化財保存研究所

1 .はじめに

木材は，セルロースを骨格とする木部細胞の集合体であり，解剖学的形質から，概ね属レベルの同

定が可能である。木材は，花粉などの微化石と比較して移動性が少ないことから，比較的近隣の森林

植生の推定が可能であり，遺跡から出土したものについては，木材の利用状況や流通を探る手がかり

となる。

2.試料

試料は，門前遺跡より出土した鍬，儀器，木蓋などの木製品18点と， 1 ~ 5号木棺墓より出土した

上蓋，側板，杭などの木棺材67点の合計85点である。

3.方法

カミソリを用いて試料の新鮮な横断面(木口と同義)，放射断面(柾目と同義)，接線断面 (板目と

同義)の基本三断面の切片を作製し，生物顕微鏡によって40~1000倍で観察した。同定は，解剖学的

形質および現生標本との対比によって行った。

4.結 果

同定結果は，木製品は表 lに， 1 ~ 5号木棺墓出土木棺材は表2に示した。また，主要な分類群の

顕微鏡写真を図版に示す。以下に同定の根拠となった特徴を記す。

カヤ Ton旬。 nucゲeraSieb.巴tZucc. イチイ科図版 1

仮道管と放射柔細胞から構成される針葉樹材である。

横断面 :早材から晩材への移行は緩やかで，晩材部の幅は狭い。

放射断面:放射柔細胞の分野壁孔はヒノキ型で I分野に 1~ 4個存在する。仮道管の内壁には，ら

せん肥厚が存在し 2本対になる傾向を示す。

接線断面 :放射組織は単列の向性放射組織型で，仮道管の内壁には 2本対になる傾向を示すらせん

肥厚が存在する。

以上の形質より，カヤに同定される。カヤは宮城県以南の本州，四国，九州、|と韓国の済州島に分布

する。常緑の高木で通常高さ25m，径90Clllに達する。材は均質綴密で堅硬，弾性が強く水湿にも耐え，

保存性が高い。弓などに用いられる。

モミ属 Abies マツ科図版2

仮道管と放射柔細胞から構成される針葉樹材である。
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横断面:早材から晩材への移行は比較的緩やかである。

放射断面:放射柔細胞の分野壁孔は小型のスギ型で 1 分野に 1~4 個存在する。放射柔細胞の壁が

厚く，じゅず状末端壁を有する。

接線断面:放射組織は単列の同性放射組織型である。

以上の形質より，モミ属に同定される。モミ属は日本に 5種が自生し，そのうちウラジロモミ， ト

ドマツ，シラピソ，オオシラピソの 4種は亜寒帯に分布し，モミは温帯を中心に分布する。常緑高木

で高さ45m，径1.5mに達する。材は保存性が低く軽軟であるが，現在では多用される。

スギ C7)'PωmeJ旬 japonicaD. Don スギ科図版3

仮道管，樹脂細胞および、放射柔細胞から構成される針葉樹材である。

横断面:早材から晩材への移行はやや急で，晩材部の幅が比較的広い。樹脂細胞が見られる。

放射断面:放射柔細胞の分野壁孔は典型的なスギ型で 1分野に 2個存在するものがほとんどであ

る。

接線断面:放射組織は単列の同性放射組織型で， 10細胞高以下のものが多い。樹脂細胞が存在する。

以上の形質より，スギに同定される。スギは本ナ1'1，四国，九州，屋久島に分布する。日本特産の常

緑高木で，高さ40m，径2mに達する。材は軽軟であるが強靭で，広く用いられる。

クリ Castanea crenat，σSieb. et Zucc. ブナ科図版4

横断面年輪のはじめに大型の道管が，数列配列する環孔材である。晩材部では小道管が，火炎状

に配列する。早材から晩材にかけて，道管の径は急激に減少する。

放射断面:道管の穿孔は単穿孔である。放射組織は平伏細胞からなる。

接線断面:放射組織は単列の向性放射組織型である。

以上の形質より，クリに同定される。クリは北海道の西南部，本州，四国，九州に分布する。落葉

の高木で，通常高さ20m，径40CIl1ぐらいであるが，大きいものは高さ30m，径2mに達する。耐朽性

が強く，水湿によく耐え，保存性の極めて高い材である。現在では建築，家具，器具，土木，船柏，

彫刻，薪炭，椎茸ほだ木など広く用いられる。

ツブラジイ Castanopsis clIspidata Schottky ブナ科図版5

横断面:年輪のはじめに中型から大型の道管が，やや疎に数列配列する環孔材である。晩材部で小

道管が火炎状に配列する。放射組織は，単列のものと集合放射組織が存在する。

放射断面:道管の穿孔は単穿孔で，放射組織は平伏細胞からなり，同性放射組織型である。

接線断面:放射紐織は向性放射組織型で，単列のものと集合放射組織が存在する。

以上の形質より，ツブラジイに同定される。ツブラジイは関東以南の本州，四国，九州に分布する。

常緑の高木で，高さ20m，径1.5mに達する。材は耐朽性，保存性ともに低く，建築材などに用いら

れる。
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シイ属 Castanopsis ブナ科図版6

横断面:年輪のはじめに中型から大型の道管がやや疎に数列配列する環孔材である。晩材部で小道

管が火炎状に配列する。

放射断面:道管の穿孔は単穿孔で，放射組織は平伏細胞からなる。

接線断面:放射組織は単列の同性放射組織型のものが見られる。

以上の形質より，シイ属に同定される。シイ属は本弁1(福島県，新潟県佐渡以南)，西富，九州に

分布する。常緑高木で，高さ20m，径1.5mに達する。材は耐朽，保存性ともやや低く，建築，器具

などに用いられる。

なおシイ属には，スダジイとツブラジイがあり，集合放射組織の有無などで同定できるが，本試料

は小片の為広範囲の観察が困難であったので シイ属の同定にとどまる。

コナラ属アカガシ亜属 QlIerclIs subgen. Cyclobalanopsis ブナ科 図版7・8

横断面:中型から大型の道管が l~数列幅で年輪界に関係なく放射方向に配列する放射孔材であ

る。道管は単独で複合しない。

放射断面:道管の穿孔は単穿孔で，放射組織は平伏紹胞からなる。

接線断面:放射組織は向性放射組織型で，単列のものと大型の広放射札機からなる複合放射組織で

ある。

以上の形質より，コナラ属アカガシ亜属に同定される。コナラ属アカガシ亜属にはアカガシ，イチ

イガシ，アラカシ，シラカシなどがあり，本州，四国，九州に分布する。常緑高木で，高さ30m，径

1.5m以上に達する。材は堅硬で強靭，弾力性が強く耐湿性も高い。特に農耕具に用いられる。

クスノキ Cinl1amOl1lU111 canψhora Presl クスノキ科図版9

横断面:中型から大型の道管が，単独および2~数個放射方向に複合して散在する散孔材である。

道管の周囲を鞘状に軸方向柔細砲が取り囲んでいる。これらの柔細胞の中には大きく膨れ上がったも

のも存在する。

放射断面:道管の穿孔は単穿孔で，道管の内壁にらせん把厚が存在する。放射組織はほとんどが平

伏細胞で上下の縁辺部のみ直立細胞からなる。

接線新面:放射組織は異性放射組織型で 1~3 細胞幅である。上下の縁辺部の直立細胞のなかには，

油を含みしばしば大きく膨れ上がったものがみられる。

以上の形質より，クスノキに同定される。クスノキは，関東以西の本州、1，四国，九州，沖縄に分布

する。常緑の高木で，通常高さ25m，径80cmぐらいであるが，高さ50m，径5mに達するものもある。

材は堅硬で耐朽性が強い。保存性が高く芳香がある。建築，器具，楽器，船，彫刻，ろくろ縮工など

に用いられる。

クスノキ科 Lauracea巴

横断面:中型から小型の道管が，単独および、 2~数個放射方向に護合して散在する散孔材である。

道管の周囲を鞘状に柔細胞が取り囲んでいる。
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放射断面:道管の穿孔は単穿孔のものが存在する。放射組織はほとんどが平伏細胞で上下の縁辺部

のみ産立細抱からなる。

接線断面:放射組織は異性放射組織型で 1~3 細胞幅である。上下の縁辺部のみ直立縮胞である。

以上の形質より，クスノキ科に同定される。クスノキ科には，クスノキ，ヤブニッケイ，タブノキ，

カゴノキ，シロダモ属などがある。これらは，道管径の大きさ，多孔穿孔および道管内壁のらせん肥

厚の有無などで細分できるが，本試料は小片の為，道管径以外の点が不明瞭であったので，クスノキ

科の同定にとどまる。なお，本試料は道管径の大きさから，クスノキ以外のクスノキ科の樹種のいず

れかである。

イスノキ Distyliumracemosum Sieb. et Zucc. マンサク科図版10

横断面:小型でやや角張った道管が ほぼ単独に散在する散孔材である。軸方向柔細胞が接線方向

に向かつて黒い線状に並んで見られ ほほ一定の間隔で規則的に配列する。

放射断面:道管の穿孔は階段穿孔板からなる多孔穿孔で，階段の数は比較的少なく 15前後のものが

多い。放射組織は異性である。

接線断面:放射組織は，異性放射組織型で，ほとんどが 1~2 細胞幅である。

以上の形質より，イスノキに同定される。イスノキは関東以西の本州，四国，九州，沖縄に分布す

る。常緑の高木で，高さ20m，径 1mに達する。耐朽性および保存性の高い材で，建築，器具，楽器，

ろくろ細工，櫛，薪炭などに用いられる。

カナメモチ Photiniaglabra Maxim パラ科 図版11

横断面:小型でやや角張った道管が，ほぽ単独で散在する散孔材である。道管の径は，早材部から

晩材部にかけてゆるやかに減少する。軸方向柔細胞が，晩材部で接線方向に連なる傾向を示す。

放射断面:道管の穿孔は単穿孔で，道管の内壁にはらせん肥厚が見られる。放射組織は異性である。

接線断面:放射組織は，異性放射組織型で 1~2 細胞l隔である。

以上の形質より，カナメモチに同定される。カナメモチは，東海以西の本州，四国，九州、|に分布す

る。常緑の小高木で，通常高さ 5~10m，径15~30cmである。

ヤブツバキ Camellia japonica Linn. ツバキ科 図瓶12

横断面:小型で、やや角張った道管が，単独ないし 2~3 個複合して散在する散孔材である。道管の

径は，早材部から晩材部にかけてゆるやかに減少する。

放射断面:道管の穿孔は階段穿孔板からなる多孔穿孔で，階段の数は 8~30本ぐらいである。放射

組織は平伏細抱と直立細胞からなる異性で，直立細胞には，大きく膨れているものが存在する。

接娘断面:放射組織は，異性放射組織型で， 1 ~ 3細胞111高である。直立細胞には大きく膨れている

ものが存在する。

以上の形質より，ヤブツバキに同定される。ヤブツバキは本州，四国，九州に分布する。常緑の高

木で，通常高さ 5~10m，径20~30cmで、ある。材は強靭で，酎朽性が強く，建築，器具，楽器，船，

彫刻などに用いられる。
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サカキ Clの'erajaponica Thunb. ツバキ科図版13

横断面:小型の道管が，単独ないし 2個複合して散在する散孔材である。

放射断面:道管の穿孔は階段穿孔板からなる多孔穿孔で，階段の数は多く 60を越える。放射組織は

平伏細胞，方形細胞，直立細胞からなる異性である。

接線断面:放射組織は，異性放射組織型で単列である。

以上の形質より，サカキに同定される。サカキは関東以西の本外1，四国，九州，沖縄に分布する。

常緑高木で，通常高さ 8~10m，径20~30cmで、ある。材は強靭かっ堅硬で，建築，器具などに用いら

れる。

エゴノキ属 Styrax エゴノキ科 図版14

横断面年輪のはじめに，やや小型で丸い道管が，おもに 2~4 個放射方向に複合して散在し，晩

材部ではごく小型で角張った道管が単独あるいは数個放射方向に複合して散在する散孔材である。道

管の径は，早材部から晩材部にかけてゆるやかに減少する。軸方向柔細胞が，晩材部において接線状

に配列する。

放射断面:道管の穿孔は階段穿孔板からなる多孔穿孔で，階段の数は10本前後である。放射組織は

異性である。

接線断面:放射組織は，異性放射組織型で 1~3 細胞幅である。

以上の形質より，エゴノキ属に同定される。エゴノキ属には，エゴノキ，ハクウンボクなどがあり，

北海道，本州，四国，九州に分布する。落葉の小高木で，高さ10m，径30cmで、ある。材は器具，旋作，

薪炭などに用いられる。

タイミンタチバナ Rapanaeanel'i静liaMez. ヤブコウジ科 函版15

横断面:小型で角張った道管が，単独もしくは 2~3 個複合して散在し，全体として放射方向に配

列する傾向を示す散孔材である。

放射断面:道管の穿孔は単穿孔で，放射組織は異性である。

接線断面:放射組織は，異性放射組織型で単列のものと， 6 ~1O細胞幅ぐらいで，高さ 3 cm以上に

なる多列のものからなる。

以上の形質より，タイミンタチバナに同定される。タイミンタチバナは，千葉県以西の本州，四国，

九州，沖縄に分布する。常緑の小高木で，高さ 7m，径25cmで、ある。材は家具，器具などに用いられ

る。

広葉樹 broad-leaved tree 

横断面:道管が存在する。

放射断面:道管と放射組織が存在する。

接線断面:道管と放射組織が存在する。

以上の形質より，広葉樹に同定される。なお本試料は小片であり，保存状態が悪い為，広範囲の観

察が困難で、あったので広葉樹の同定にとどまる。
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5.所見

向定の結果，門前遺跡の木材はカヤ 3点，モミ属 I点，スギ 1点，クリ 1点，ツブラジイ 10点，シ

イ属15点，コナラ属アカガシ亜属18点，クスノキ14点，タブノキ 3点，クスノキ科2点，イスノキ 5

点，カナメモチ 3点，ヤブツバキ 3点，サカキ 1点，タイミンタチバナ 2点，エゴノキ属 1点および

広葉樹2点であった。そのうち，木製品においては，弥生時代出土(l点のみ弥生もしくは縄文)の

ものは，すべて広葉樹が使用されていた。儀器にはコナラ属アカガシ亜属とイスノキが，槽にはクリ

が，杓子にはクスノキ及びクスノキ科が使用されていた。また鍬などの農具は，ほとんどがコナラ属

アカガシ亜属であった。中世出土の木蓋には，カヤ，モミ属，スギの針葉樹が使用されていた。

1~5 号木棺墓においては，蓋にはクスノキとイスノキが使用されていた。また1~1j 1反等の板材には

カヤ，シイ属(ツブラジイを含む)，コナラ属アカガシ亜属，クスノキが使用されていた。杭には，

シイ属(ツブラジイを含む)，コナラ属アカガシ亜属，クスノキ，タブノキ，カナメモチ，ヤブツバ

キ，タイミンタチバナなど様々な樹種が使用されていた。

上記の樹種のうち，多く使用されているシイ属(ツブラジイを含む)，コナラ属アカガシ亜属，ク

スノキは，温帯下部の暖温帯に分布する常緑広葉樹で，西南日本に分布する照葉樹林の主要構成要素

である。またイスノキ，ヤブツバキ，サカキ，カナメモチ，タイミンタチバナ，クスノキ科も照葉樹

林の構成要素で常緑広葉樹である。クリ，エゴノキ属は，温帯に広く分布する落葉広葉樹である。ま

たカヤ，モミ属，スギは温帯を中心に広く分布する針葉樹である。いずれも遺跡周辺からもたらすこ

とができる樹種であったと考えられる。
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表 1 門前遺跡出土木製品の樹種同定結果

NQ ラベル No. 品名 結果(学名/和名)

5 16追木2 取手付き容器 Cinnamoll111l11 camphora Presl クスノキ

7 16追一木3 4普 Castane正1CIぜnataSieb.巴tZUCC. クリ

8 16追一木11 三又鍬 QlIerclIs subgen. Cyclobalanopsis コナラ属アカガシ亜属

9“1 16追一木10 諸手鍬(身) QlIerclIs subgen. Cyclobalanopsis コナラ属アカガシ亜属

9-2 16追木10 諸手鍬(柄) Clの'el・ajaponica Thunb. サカキ

10 16-木2 又鍬 QuerclIs subg巴n.Cyclobalanopsis コナラ属アカガシ亜属

11 16追木12 剣状儀器 Distylium raCel110S1ll11 Sieb. et ZUCC. イスノキ

12 16追一木7 儀器 QlIerclIs subgen. Cyclobalanopsis コナラ属アカガシ亜属

13 16追一木8 儀器 QlIerclIs subg巴n.Cyclobalanopsis コナラ属アカガシ亜属

15 16追一木4 杓子 Cinnamol1111l11 camphora Presl クスノキ

16 16追一木5 杓子 Lauracea巴 クスノキ科
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No ラベjレNo. 品名 結果(学名/和名)

17 16一木6 木鍛 Distyliul1l racemoSlll11 Si巴b.etZucc. イスノキ

18 16追木13 堅杵 QlIercus subg巴n.Cyclobalanopsis コナラ属アカガシ亜属

19 16追木14 堅杵 QuerclIs subgen. Cyclobalanopsis コナラ属アカガシ亜属

20 16追木15 斧柄 QlIercus subgen. Cyclobalanopsis コナラ属アカガシ亜属

21 16追一木16 木蓋(底板?) Torreya Illlcifera Sieb.巴tZucc. カヤ

22 16追一木17 木蓋 Oyptomeria japonicαD.Don スギ

23 16追一木18 木蓋 Abies モミ属

表2 門前遺跡出土木棺材の樹種間定結果

No 部位 結果(学名/和名)

l号木棺墓 l 上蓋① Cinllal110lllUm canψhora Presl クスノキ

2 上蓋② a~g Cinllal1l011l1lm camphora Presl クスノキ

3 上蓋③-a Cillllal1l0111l/1ll call1phora Presl クスノキ

4 上蓋③-b Cinna11101111111l call1phora Presl クスノキ

5 上蓋@ DistyliWll raCemOS1l1ll Sieb. et Zucc. イスノキ

背板 Cillnal1l011l1l11l call1phora Presl クスノキ

側板A Cinnal1lol1l1/1ll call1phora Presl クスノキ

側板B Cinnal1lol11l1l1l camphora Presl クスノキ

杭 A Querclls subgen. Cyclobalanopsis コナラ属アカガシ亜属

杭 B QlIerclls subgl巴n.Cyclobalanopsis コナラ属アカガシ亜属

2号木棺墓 6 小口板① Castanopsis シイ属

7 小口板② Castallopsis シイ属

8 北側板 QlIerclls subgen. Cyclobαlanopsis コナラ属アカガシ亜属

9】 l 南側板 QlIerclls subgen. Cyclobαlallopsis コナラ属アカガシ亜属

9-2 南側板 Castanopsis cllspidata Schott匂 ツフゃラジイ

10 杭① Call1ellia japonica Linn. ヤブツノTキ

11 杭② QlIerclls subgen. Cyclobalanopsis コナラ属アカガシ亜属

3号木棺墓 12 蓋① Cinnal1l011l1l1ll call1phora Pr・esl クスノキ

13 蓋② CilllWm011l1l11l camphora Presl クスノキ

14 小日本反 Castanopsis シイ属

15 北側板① Castanopsis cllspidata Schott勾 ツブラジイ

16 北側板② Castanopsis cllspidata Schottky ツブラジイ

17 北側板③ Castanopsis シイ属

18 南側板① Castanopsis cllspidata Schott匂 ツフゃラジイ

19 南側板② Castanopsis シイ属

20 南側板③ Cαstanopsis シイ属

21 杭① Castanopsis シイ属

22 杭② Lauracea巴 クスノキ手ヰ

d
斗ゐnu 

つ臼



No 部位 結果 (学名/和名)

3号木棺墓 23 杭① Castallopsis シイ属

24 杭④ Rapallaea lleriiJolia M巴Z. タイミンタチバナ

4号木棺墓 25 板① Castanopsis cuspidata Schottky ツブラジイ

26 板② Castanopsis シイ属

27 板③ CastmlOpsis シイ属

28 板④ Cinna1l101ll1l111 call1phora Presl クスノキ

29 板⑤ Cil1namolllulII call1phora Presl クスノキ

30 板@ broad-Ieaved tree 広葉樹

31 板⑦ CillnamolllU/Il. call1phora Pr巴sl クスノキ

32 杭① Call1ellia japol1ica Linn. ヤブρツノfキ

33 杭② Styra瓦 エゴノキ属

34 杭③ Dislylilllll raCemOS1l1ll Si巴b.et Zucc. イスノキ

35 杭④ QuerclIs subgen. Cyc/obalallopsis コナラ属アカガシ亜属

36 杭⑤ Call1ellia japonica Linn. ヤブツノてキ

37 杭@ QlIerClIs subgen. Cyc/obalallopsis コナラ属アカガシ亜属

38 杭⑦ QlIerClIs subgen. Cyc/obalallopsis コナラ属アカガシ亜属

5号木棺墓 39 板① C正7stanopsisclIspidata Schott匂 ツブラ ジイ

40 板② Cαstal10psis シイ属

41 板① Torreya l1uciJera Sieb. et Zucc. カヤ

42 板④ Castal10psis Cl叩 idataSchottky ツフキラジイ

43 板⑤ Castal10psis Clωpidata Schott匂 ツブラジイ

44 板⑥ Castal10psis Cl叩 idataSchott匂 ツブラジイ

45 板⑦ CastαIlopsis シイ属

46 板③ Castallopsis シイ属

47 板① Cσstallopsis cllspidata Schottky ツブラジイ

48 板⑩ Torreya I1I1C砕raSieb. et Zucc. カヤ

49 杭① Distylilllll racemosllm Si巴b.et Zucc. イスノキ

50 杭② Castal10psis シイ属

51 杭③ Rapal1αea neriiJolia M巴:Z. タイミンタチバナ

52 杭@ broad-Ieaved tree 広葉樹

53 杭⑤ Lauracea巴 クスノキ科

54 杭@ Lauracea巴 クスノキ手ヰ

55 杭⑦ QlIerclIs subgen. Cyc/obalanopsis コナラ属アカガシ亜属

56 杭③ Cast，αIlopsis シイ属

57 杭① Photil1ia glabra Maxim. カナメモチ

58 杭⑩ Photillia glabra Maxirn. カナメモチ

59 杭⑪ Lauraceae クスノキ手ヰ

60 杭⑫ QlIel・'Cussubg巴n.Cyc/obalal1ojフsis コナラ属アカガシ亜属

61 杭⑬ Photillia glabra Maxim. カナメモチ
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門前遺跡の木材 I 

横断面 ・O.5mm 放射断面 O.2mm 接線断面 O. 2mm 

1.木製品No.21木蓋(底板ワ) カヤ

横断面 O. 5mm 放射断面 O. lmm 接線断面 O. 2mm 

2.木製品NO.23木蓋モミ属

横断面 0.5111111 放射断面 O. 05mm 接線断面 O. 2mm 

3 木製品No.22木蓋スギ -206-



門前遺跡の木材 E 

横断固 0.5111111 放射断面 O. 211un 接線断面 O. 2mm 

4. 木製品No.7槽クリ

横断面 O. 5111111 紋射断面 O. 5111111 接線断面 O. 2111111 

5. 2号木棺墓NO.9-2南側板 ツブラジイ

横断面 O. 5111111 放射断面 O. 5111m 接線断面 O. 2mm 

6目 3号木棺墓No.19南側板② シイ属 207一



門前遺跡の木材 E 

横断面 ・O.51J1I日1 放射断面 O. 2mm 接線断面 O.21J1I11 

7. 1号木棺墓 杭A コナラ属アカガシ亜属

横断面 ・O.5mm 放射断面 O. 2mm 接線断面 O.2mm 

8. 4号木棺墓No.35杭④ コナラ属アカガシ亜属

横断面 ・O.5mm 放射断面 O. 5mm 接線断面 O. 5mm 

9. 1号木棺墓側板B クスノキ 208一



門前遺跡の木材 N 

横断面 0.5mm 放射断面 O. 2mm 接線断面 0.2mm 

10.木製品NO.11剣状儀器イスノキ
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横断面 0.5剛 放射断面 O. 1mm 接線断面 0.2mm 

11. 5号木棺墓No.57杭@ カナメモチ

横断面 O. 2nun 放射断面 O.lmm 接線断面 0.21lun 

12. 4号木棺墓No.32杭① ヤブ‘ツバキ - 209-



門前遺跡の木材 V 

横断面 O.5mm 放射断面 O. 1mm 接線断面 O. 2mm 

13. 木製品No.9-2諸手鍬(柄) サカキ

;.I.!'IL.!.' Iつい l!l，J

横断面 O.5mm 放射断面 ・O.1mm 接線断面 ・O.2mm 

14. 4号木棺墓No.33杭② エゴノキ属

横断面 O.5mlll 放射断面 O. 5mlll 接線断面 O. 5mlll 

15. 5号木棺墓No.51抗③ タイミンタチバナ -210-



資料編ー17

門前遺跡出土木製品の樹種(平成17年度⑤)

(時東部文化財保存研究所

1.試料

試料は，弥生時代，中世，近世の木製品39点(試料番号 5，26-63)である。各試料の詳細は，樹

種間定結果と共に表 Iに記した。

2.分析方法

試料番号35，40， 42， 45， 47， 48， 54-57の10点は，傷を利用して数mm角の木片を採戒した。試料

番号38，51， 59は，端音防、ら木片を採取した。その他の遺物は，接合部の中から木片を採取した。こ

れらの木片は，剃万の刃を用いて木口(横断

面)・柾目(放射断面)・板日(接線断面)の

3断面の徒手切片を作製した。一方，試料番

号 5は，保存状態が悪く，木片を採取できる

状態ではなかったため表面から直接切片を採

取したが，柾目面のみ採取でき，木口と板目

の切片は採取できなかった。

切片は，ガム・クロラール(抱水クロラー

ル，アラビアゴム粉末，グリセリン，蒸留水

の混合液)で封入し，プレパラートを作製し

た。作製したプレパラートは，生物顕微鏡で

木材組織を観察し，その特徴から種類を同定

する。

3.結果

樹種同定結果を表 lに示す。試料番号 5は，

柾日面の観察で道管が認められ，年輪界を境

に道管径が大きく変化することから環孔材の

道管配列を有する種類と考えられるが，柾目

面のみでは道管配列の特徴などが把握できず，

種類の同定には至らなかった。また，試料番

号59は樹皮製品であった。その他の木製品は，

針葉樹 5種類(マツ属・モミ属・スギ・イヌ

ガヤ・カヤ)，広葉樹12種類(コナラ属アカ

ガシ亜属・クリ・ツブラジイ・スダジイ・ム

クノキ・ヤマグワ・クスノキ・ツバキ属・イ

スノキ・キハダ・アカメガシワ属・ハイノキ

表1.門前遺跡の樹種同定結果

番号 遺物名 年代 樹種

5 やりがんな 中世 広葉樹(環孔材)

26 鋤 弥生時代 クスノキ

27 鋤 弥生時代 コナフ属アカガシ亜属

28 鋤 弥生時代 コナフ属アカガシ亜属

29 まな板 近世 マツ属

30 4替 弥生時代 アカメガシワ属

31 木錘 中世: ツバキ属

32 木錘 中世: ツバキ属

33 ー股材 弥生時代 クリ

34 ー又材 弥生時代 クリ

35 陽物 中世 ハイノキ属ハイノキ節

36 平鍬 弥生時代 コナフ属アカガシ亜属

37 鋤 弥生時代 コナフ属アカガシ直属

38 又鍬 弥生時代 コナフ属アカガシ翌属

39 杓子 弥生時代 ムクノキ

40 又鍬 弥生時代 イスノキ

41 有孔加工材 弥生時代 コナフ属アカガシ亜属

42 又鍬 弥生時代 コナフ属アカガシ喪属

43 穴あき板材 弥生時代 クスノキ

44 不明 弥生時代 ツバキ属

45 杵(半次) 弥生時代 ツバキ属

46 角材 弥生時代 イヌガヤ

47 板材 弥生時代 カヤ

48 取手 弥生時代 ムクノキ

49 儀器 弥生時代 キハダ

50 面取り痕有部材 弥生時代 ヤマグワ

51 木錘 中世 ツバキ属

52 板材(儀器?) 弥生時代 イスノキ

53 板材 弥生時代 ツフ守フジイ

54 板材 弥生時代 モミ属

55 加工材 弥生時代 コナラ属アカガシ亜属

56 蓋 中世 モミ属

57 穴あき部材 弥生時代 イスノキ

58 叉鍬 弥生時代 イスノキ

59 装飾板(? ) 弥生時代 樹皮

60 横槌 弥生時代 スダジイ

61 槽 弥生時代 クスノキ

62 剣:伏儀器 弥生時代 クスノキ

63 木器 中世 スギ
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1
1ムつ山



属ハイノキ節)に同定された。各種類の解剖学的特徴等を記す0

・マツ属 (PinZls) マツ科

軸方向組織は仮道管と垂直樹脂道で構成される。仮道管の早材音防ミら晩材部への移行はやや急~緩

やかで，晩材部の幅は広い。垂直樹脂道は晩材部に認められる。放射組織は柔細砲と仮道管で構成さ

れる。本来は水平樹脂道があると思われるが，今回の試料では観察できなかった。分野壁孔は窓状と

なる。放射仮道管内壁は保存状態が悪く観察できない。放射組織は単列， 1 -15細胞高。

マツ属は，放射仮道管内壁の鋸歯の有無により複維管束亜属と単維管束亜属に分けられるが，今回

の試料では保存状態が悪く鋸歯の有無が判別できなかったためマツ属とした。

・モミ属 (Abies) マツ科

軸方向組織は仮道管のみで構成される。仮道管は早材部から晩材部への移行は比較的緩やかで、，晩

材部の幅は狭い。放射組織は柔細胞のみで構成される。柔掘胞壁は粗く，じゅず状末端壁が認められ

る。分野壁孔はスギ型で 1分野で 1-4個。放射組織は単列， 1 -20細胞高0

・スギ (Cryptomeriajaponica(L. f.) D. Don) スギ科スギ属

軸方向組織は仮道管と樹脂細胞で構成される。仮道管のの早材部から晩材部への移行はやや急で，

H免材部の幅は比較的広い。樹脂細胞はほぼ晩材部に認められる。放射組織は柔細胞のみで構成される。

分野壁孔はスギ型で， 1分野に 2-4個。放射組織は単列， 1 -15細胞高0

・イヌカγ (Cephalotaxltshan旬 tonia(Knight) K. Koch f.) イヌガヤ科イヌガヤ属

軸方向組織は仮道管と樹脂縮胞で構成される。仮道管の早材部から晩材部への移行は緩やか。仮道

管内壁にはらせん肥厚が認められる。樹脂細胞は早材部および晩材部に散在する。放射組織は柔縮胞

のみで構成される。分野壁孔はヒノキ型で 1分野に 1-2倍。放射組織は単列， 1 -10細胞高。

-カヤ (Ton句 al1Z1C俳raSieb. et Zucc.) イチイ科カヤ属

軸方向組織は仮道管のみで構成され，樹脂道および関脂細胞は認められない。仮道管の早材部から

晩材部への移行はやや急で，晩材部の幅は狭い。仮道管内壁には 2本が対をなしたらせん肥厚が認め

られる。放射組織は柔細胞のみで構成される。分野壁孔はトウヒ型~ヒノキ型で， 1分野に 1-4個。

放射組織は単列， 1 -10細胞高。

・コナラ嵐アカガシ亜属 (QllercZlssubgen. Cyclobalal1opsis) ブナ科

放射孔材で，管壁厚は中庸~厚く，横断面では楕円形，単独で放射方向に配列する。道管は単穿孔

を有し，壁孔は交互状に配列する。放射組織は向性，単列， 1 -15細胞高のものと複合放射組織とが

ある。

・クリ (Castaneacrenata Sieb. et Zucc.) ブナ科ク 1)属

環孔材で，孔圏部は 3-4列，孔圏外で急激~やや緩やかに管径を減じたのち，漸減しながら火炎

状に配列する。道管は単穿孔を有し，壁孔は交互状に配列する。放射組織は同性，単列， 1 -15細胞

高

-ツブラジイ (Castanopsiscuspidata (T加nberg)Schottky) ブナ科シイノキ属

環孔性放射孔材で，道管は接線方向に 1-3個幅で放射方向に自己列する。孔園部は 3-4列，孔圏

外で急激に管径を減じたのち，漸減しながら火炎状に配列する。道管は単穿孔を有し，壁孔は交互状

に配列する。放射組織は向性，単列， 1 -20細胞高のものと集合~複合放射組織とがある。

・スダジイ (Castanopsiscllspidata v也 sieboldii(Makino) Nakai) ブナ科シイノキ属

環孔性放射孔材で，道管は接線方向に 1-3個幅で放射方向に配列する。孔園部は 3-4列，孔園
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外で急激に管径を減じたのち，漸減しながら火炎状に配列する。道管は単穿孔を有し，壁孔は交互状

に配列する。放射組織は向性，単列， 1 -20細胞高のものと集合~複合放射組織とがある。

ツブラジイとスダジイの最も大きな相違点は集合~複合放射組織の有無であるが，ツブラジイの集

合~複合放射組織は固体によって出現頻度が大きく異なり，中には集合~複合放射組織がほとんど現

れない個体もある。そのため，今回のスダジイについても集合~複合放射組織の出現頻度が低いツブ

ラジイの可能性もあるが，観察した範囲で集合~複合放射組織が認められなかったため，スダジイと

した0

・ムクノキ (Aphananfheaspera (Thunb.) Planchon) ニレ科ムクノキ属

散孔材で，横断面で、は角張った楕円形，単独または 2-3個が放射方向に複合して散在する。道管

は単穿孔を有し，壁孔は交互状に配列する。放射組織は異性， 1 -4細胞JliJii， 1 -20細胞高。

-ヤマグワ (Morusausfralis Poiret) クワ科クワ属

環孔材で，孔圏部は 3-4列，孔圏外への移行は緩やかで，晩材部では単独または 2-4個が塊状

に複合して散在し，年輪界に向かつて管径を漸減させる。道管は単穿孔を有し，壁孔は交互状に配列，

小道管内壁にはらせん肥厚が認められる。放射組織は異性， 1 -5細胞幅， 1 -50細胞高。

・クスノキ (Cinnamomumcamphora (し)Presl) クスノキ科クスノキ属

散孔材で，道管径は比較的大径，管壁は薄く，横断面では楕円形，単独または 2-3個が放射方向

に複合して散在する。道管は単穿孔を有し，壁孔は交互状に配列する。放射組織は異性， 1 -3細胞

'I'Jii， 1 -20細胞高。柔組織は周囲状~翼状。柔細胞には油細胞が認められる。

-ツバキ属 (Camellia) ツバキ科ツバキ属

散孔材で，管壁は薄 く，横断面で、は多角形~角張った楕円形，単独および2-3個が複合して散在

し，年輪界に向かつて径を漸減させる。道管は階段穿孔を有し，壁孔は対列~階段状に配列する。放

射組織は異性， 1 -2細胞'1'昆 1 -20細胞高で，時に上下に連結する。放射組織には結晶細胞が認め

られる。

・イスノキ (Distyliumracemosum Si巴b.巴tZucc.) マンサク科イスノキ属

散孔材で，道管は横断面で多角形，ほとんど単独で散在する。道管の分布密度は比較的高い。道管

は階段穿孔を有する。放射組織は異性， 1 -3細胞'1届， 1 -20細胞高。柔組織は，独立帯状または短

接線状で，放射方向にほぼ等間隔に配列する。

-キハダ (PhellodendlVna/l1urense Ruprecht) ミカン科キハダ属

環孔材で，孔園部は 2-4列，孔圏外でやや急激に管径を減じたのち漸減，塊状に複合し接線・斜

方向の紋様をなす。道管は単穿孔を有し，壁孔は交互状に配列，小道管内壁にはらせん肥厚が認めら

れる。放射組織は向性， 1 -4細胞'I'Jii， 1 -30細胞高0

・アカメガシワ属 (Mallofus) トウダイグサ科

環孔材で，孔圏部は 3-5列，孔圏外への移行は緩やかで、，小道管は漸減しながら単独または 2-

3個が放射方向に複合して配列する。道管は単穿孔を有し，壁孔は交互状に配列する。放射組織は異

性，単列， 1 -30細胞高。

-ハイノキ属ハイノキ節 (S)'1I1plocossect. Lodhra) ハイノキ科

散孔材で管壁は薄く，横断面では多角形~角張った楕円形，単独および2-5個が複合して散在す

る。道管は階段穿孔を有し，段は多数。放射組織は異性， 1 -3細胞'I'Jii， 1 -20細胞高で，時に上下

に連結する。放射組織の幅は，単列部と多列部で大きな違いがない。
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図版 1 門前遺跡の木材(1)

1.マツ属(試料番号29)
2.モミ属(試料番号54)
3.スギ(試料番号63)
a:木口， b:柾目 C:板目
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図版 2 門前遺跡の木材(2)

4.イヌガヤ(試料番号46)
5カヤ(試料番号47)
6コナラ属アカガシE属(試料番号42)
a:木口，b:柾目， C:板目

-・・・300μm.a
一一一一一一一200μm:b，c

Fh
u
 

唱
E
よ

円
，
中



門前遺跡の木材(3)図版3

Ir 

-・圃圃 300μm:a
一一一一一一ーー 200μm:b，c
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7クリ(試料番号33)
8ツブラジイ(試料番号53)
9スダジイ(試料番号60)

a:木口， b:柾目 ，C :板目



図版4 門前遺跡の木材(4) 

10ムクノキ(試料番号48)
11.ヤマグワ(試料番号50)
12クスノキ(試料番号61)
a :木口， b:柾目 C:板目
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門前遺跡の木材(5)
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図版5
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13.ツバキ属(試料番号31)
14イスノキ(試料番号40)
15キハダ(試料番号49)

a 木口， b:柾目 C:板目



図版 6 門前遺跡の木材(6)

16.アカメガシワ属(試料番号30)
17.ハイノキ属ハイノキ節(試料番号35)

a 木口， b 柾目 ，C:板目
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資料編ー18

門前遺跡・九文遺跡出土木製品の樹種(平成18年度④)

(鮒東都文化財保存研究所

1.試料

試料は，門前遺跡から出土した木製品52点(試料番号 1-52)と九文遺跡から出土した木製品 2点

(試料番号53，54)である。このうち，試料番号53は， 3点の部品で構成されているため，部品別に

樹種同定を実施する。したがって，合計点数は56点となる。

2.分析方法

各木製品を観察した上で試料を採取する。今回対象とした遺物の多くは，接合可能な破片があるた

め，接合面内から木片を採取し，接合後に採取部分が隠れるようにする。一方，試料番号 2，7， 9， 

19， 21， 50， 52， 54の8点は，接合する破片・ 部品が無い，あるいは接合できる破片等はあるが，接

合面が小さいために木片採取が不可能と判断されるものであり ，破損部等を利用して木片を採取する。

採取した木片は，剃刀の刃を用いて木口(横断面)・柾目(放射断面)・板目(接線断面)の 3断面

の徒手切片を作製し，ガム ・クロラール(抱水クロラール，アラビアゴム粉末，グリセリン，蒸留水

の混合液)で封入し，プレパラー トを作製する。

なお，試料番号46と53の柄は，破損部が少ないが，加工面に 3断面が出ている状態であったため，

直接剃万で切片を採取する。また，試料番号53の底板と側板は，組み合わさった状態で破損も少ない。

3断面の一部しか採取できない状況であり，可能な範囲で切片を採取する。切片は，そのままガムク

ロラールで封入してプレパラー トとする。

作製したプレパラ ート は，生物顕微鏡で木材組織を観察し，その特徴から種類を同定する。なお，

同定の根拠となる顕微鏡下での木材組織の特徴等については，島地 ・伊東 (1982)，Whe巴l巴r他 (1998)， 

Richter他 (2006)を参考にする。また，各樹種の木材組織の配列の特徴については，林 (1991)，伊

東 (1995，1996， 1997， 1998， 1999)や独立行政法人森林総合研究所の 日本産木材識別データベース

を参考にする。

3.結 果

樹種同定結果を表 lに示す。試料番号 2は，道管が認められることから広葉樹であるが，全体的に

保存状態が悪く，道管配列の様子，道管内壁の壁孔や穿孔板の形態，放射組織の形態等の多くが観察

できなかったため，種類の同定には至らなかった。その他の木製品は，針葉樹3種類(マツ属複維管

東亜属 ・ヒノキ ・マキ属)と広葉樹12種類(コナラ属アカガシ亜属 ・クリ・ ツブラジイ・ スダジイ ・

クスノキ ・シキミ ・ツバキ属 ・ヒサカキ ・イスノキ ・アカメガシワ属 ・トチノキ ・ムクロジ)に同定

された。各種類の解剖学的特徴等を記す。

・マツ属複維管束亜属 (Pinussubgen. Diploλ)'1011 ) マツ科

軸方向組織は仮道管と垂直樹脂道で構成される。仮道管の早材部から晩材部への移行は急~やや緩

やかで，晩材部の幅は広い。垂直樹脂道は晩材部に認められる。放射組織は仮道管，柔細胞，水平樹

脂道，エピセ リウム細胞で構成される。分野壁孔は窓状となる。放射仮道管内壁には鋸歯状の突起が
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表 1. 門前遺跡・九文遺跡の樹種同定結果

遺跡名 年代 番号 実測番号 遺物名 部位 樹種
1 61 矢板 ツブρフジイ

2 62 矢板 広葉樹

弥生後期
3 63 矢板 スダジイ
4 64 矢板 スダジイ
5 65 矢板 ムクロジ
6 66 矢板 スダジイ

7 67 キ尤 ツバキ属
8 68 十克 ツバキ属
9 69 十元 マキ属

10 70 千立 マキ属

11 71 北側板 クスノキ

12 72 東小口 クスノキ
13 73 南側板 クスノキ
14 74 北側板① クスノキ

15 75 天板 スダジイ
16 76 南側板① クスノキ
17 77 西小口① クスノキ
18 78 西小口② クスノキ

19 79 キ克 ヒノキ科

20 80 東小口 クスノキ
21 81 南側板② クスノキ
22 82 天板① スダジイ
23 83 天板② ツフ守フジイ

24 84 天板③ ツブ、フジイ

25 85 天板④ スダジイ

門前
26 86 天板⑤ スダジイ
27 87 天板⑥ スダジイ
28 88 天板⑦ スダジイ

弥生前期
29 89 天板@ スダジイ

30 90 天板⑨ ツブフジイ
31 91 天板⑮ スダジイ
32 92 キ元 シキミ

33 93 天板⑫ ツブフジイ
34 94 東小口 クスノキ

35 95 北側板 クスノキ

36 96 南{日IJ板① ツブ、フジイ

37 97 南領U板② クスノキ

38 98 西小口 クスノキ

39 99 板材① アカメガシワ属
40 100 板材② ツブ、フジイ

41 101 板材③ イスノキ

42 103 板材⑤ スダジイ

43 104 西側板① クスノキ

44 105 西側板② ツブ、フジイ

45 106 東1&U板① クスノキ
46 107 南1&U板① クスノキ

47 108 北側板⑤ クスノキ

48 109 南{員IJ板② ツブ、フジイ

49 110 北側板② スダジイ

50 111 東1&U板② クリ

51 115 平鍬 コナフ属アカガシ亜属

52 116 西側板① スダジイ
側板 ヒノキ

九文 近世
53 杓子 底板 ヒノキ

柄 マツ属複維管束亜属
日 漆器 トチノキ
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認められる。放射組織は単列， 1 -10細胞高。

・ヒノキ (Chamaecyparisobtusa (Sieb. et Zucc.) Endlcher) ヒノキ科ヒノキ属

遺物は， No.53 (杓)の側板と底板の 2点で，ほほ完形に近いため，側板で柾目面と板自面，底板

で柾目面の切片が採取できたのみ。軸方向組織は仮道管と樹脂細胞で構成される。晩材部の幅は狭い。

樹脂細胞は晩材部付近に認められる。放射組識は柔細胞のみで構成される。分野壁孔はヒノキ型~ト

ウヒ型で， 1分野に 1-3個。放射組織は単列， 1 -10細胞高。

・マキ属 (Podocmpus) マキ科

軸方向組織は仮道管と樹脂細胞で構成される。仮道管の早材音防、ら晩材部への移行は緩やか。樹指

細胞は早材部および晩材部に散在する。放射組織は柔細胞のみで構成される。分野壁孔はヒノキ型で

1分野に 1-2個。放射組織は単列， 1 -10細胞高0

・コナラ属アカガシ亜属 (Quercussubgen. Cyclobalanopsis) ブナ科

放射孔材で，管壁厚は中庸~厚く，横断面では楕円形，単独で放射方向に配列する。道管は単穿孔

を有し，壁孔は交互状に配列する。放射組織は同性，単列， 1-10細胞高。

試料採取笛所の問題でプレパラート中には複合放射組織が観察できなかったが，肉眼観察では存在

することを確認している。

-クリ (Castaneacrenata Sieb. et Zucc.) ブナ科クリ属

環孔材で，孔園部は 1-3列，孔圏外で急激に管径を減じたのち，漸減しながら火炎状に自己列する。

道管は単穿孔を有し，壁孔は交互状に配列する。放射組織は同性，単列， ト 15細胞高。

・ツブラジイ (Castanopsiscllspidata (Thunberg) Schottky) ブナ科シイノキ属

環孔性放射孔材で，道管は接線方向に 1-2個l隔で放射方向に配列する。孔園部は 3-4列，孔圏外

で急激に管径を減じたのち，漸減しながら火炎状に配列する。道管は単穿孔を有し，壁孔は交互状に

配列する。放射組織は向性，単列， 1 -20細胞高のものと集合~複合放射組織とがある。

・スダジイ (Castanopsiscllspidata var. sieboldii (Makino) Nakai) ブナ科シイノキ属

環孔性放射孔材で，道管は接線方向に 1-2個幡で放射方向に配列する。孔圏部は 3-4列，孔圏外

で急激に管径を減じたのち，漸減しながら火炎状に配列する。道管は単穿孔を有し，壁孔は交互状に

配列する。放射組織は向性，単列， 1 -20細胞高。

ツブラジイとスダジイの最大の違いは，集合~複合放射組織の有無であるが，ツブラジイの集合~

複合放射組織は個体によって出現頻度が大きく異なり，現生標本の観察ではほとんど観察できない個

体もある。そのため，スダジイとした試料の中には集合~複合放射組織の出現頻度が低いツブラジイ

が混在している可能性があるが，本報告では集合~複合放射組織が認められた試料をツブラジイ，認

められなかった試料をスダジイとした。

・クスノキ (Cinnam011111111canψhom (L.) Presl) クスノキ科クスノキ属

散孔材で，道管径は比較的大径，管壁は薄く，横断面では楕円形，単独または 2-3個が放射方向

に複合して散在し，年輪界に向かつて径を漸減させる。道管は単穿孔を有し，壁孔は交互状に配列す

る。放射組織は異性， 1 -3細胞幅， 1 -20細胞高でやや階層状に配列する。柔組織は周囲状~翼状。

柔細胞には油細胞が認められる。

・シキミ (Illici1l111anisatlll1l L.) シキミ科シキミ属

散孔材で，管壁厚は中庸~薄く，横断面では多角形，単独または 2-4個が複合して散在し，年輪

界に向かつて径を漸減させる。道管の分布密度は高い。道管は階段穿孔を有し，壁孔は階段状~対列
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状に配列する。放射組織は異性， 2 -3細胞幅， 1 -20細胞高0

・ツバキ属 (Camellia) ツバキ科

散孔材で，管壁は薄く，横断面では多角形~角張った楕円形，単独および2-3個が複合して散在

し，年輪界に向かつて径を漸減させる。道管は階段穿孔を有し，壁孔は対列~階段状に配列する。放

射組織は異性， 1 -2細胞幅， 1 -20細胞高。放射組織には結晶細胞が認められる。

・ヒサカキ (Eury，αjaponicaThunberg) ツノTキ科ヒサカキ属

散孔材で，管壁は薄く，横断面では多角形，ほほ単独で散在する。道管は階段穿孔を有し，壁孔は

対列~階段状に配列する。放射組織は異性， 1 -5細胞幅， 1 -40細胞高で，単列のものが多い。

・イスノキ (Distyliumracemosum Sieb. et Zucc.) マンサク科イスノキ属

散孔材で，道管は横断面で多角形，ほとんど単独で散在する。道管は階段穿孔を有する。放射組織

は異性， 1 -2細胞幅， 1 -20細胞高。柔組織は，独立帯状または短接線状で，放射方向にほぼ等間隔

に配列する。

・アカメガシワ属 (Mallotus.) トウ ダイグサ科

環孔材で，孔園部は 1-3列，孔圏外への移行はやや緩やかで、，小道管は単独または 2-4個が放射

方向に複合して配列し，年輪界に向かつて径を漸減させる。道管は単穿孔を有し，壁孔は交互状に配

列する。放射組織は単列異性， 1 -30細胞高0

・トチノキ (Aesculusturbinata Blume) トチノキ科トチノキ属

散孔材で，管壁は厚く，横断面で、は角張った楕円形，単独または 2-3個が複合して散在し，年輪

界に向かつて径を漸減させる。道管は単穿孔を有し，壁孔は交互状に配列，内壁にはらせん肥厚が認

められる。放射組織は向性，単列， 1 -15細胞高で階層状に配列する。

・ムクロジ (Sapindus/11ukorossi Gaertn.) ムクロジ手ヰムクロジ属

環孔材で，孔園部は 1-3列，孔圏外で急激に管径を減じたのち漸減，塊状に複合して配列する。

道管は単穿孔を有し，壁孔は交互状に配列，小道管内壁にはらせん肥厚が認められる。放射組織は向

性， 1 -3細胞幅， 1 -40細胞高。柔組織は周囲状~連合翼状，帯状およびターミナル状。
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図版 1 門前遺跡・九文遺跡の木材(1)

1マツ属複維菅束E属(試料番号53;柄)

2.ヒノキ(試料番号53;底板)

3.マキ属(試料番号10)

a:木口，b:柾目 I C:板目

-・・200U m:a 

-・・・・・ 200μm目 b，c
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図版2 門前遺跡・九文遺跡の木材(2)

4コナラ属アカガシE属(試料番号51)
5.クリ(試料番号50)
6ツブラジイ(試料番号1)

a:木口， b:柾目， C 板目

-・ 20011m: a 

・・・・・・・ 200μm:b，c

只
υ

円，

L
円
ノ
山



図版3 門前遺跡・九文遺跡の木材(3)

7.スダジイ(試料番号3)

8.クスノキ(試料番号13)

9.シキミ(試料番号32)

a:木口， b:柾目 ，C 板目

圃・・ 200U m:a 
圃園田・・ 200μm:b，c
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図版4 門前遺跡・九文遺跡の木材(4) 

10ツバキ属(試料番号7)
11.ヒサカキ(試料番号19)

12.イスノキ(試料番号41)
a:木口， b:柾目， C:板目

-・ 200U m: a 

・・圃・・・・ 200μm:b，c
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図版 5 門前遺跡・九文遺跡の木材(5)

13アカメガシワ属(試料番号39)

14.トチノキ(試料番号54)

15.ムクロジ(試料番号5)

a:木口， b:柾目 I C:板目

-228-

-・ 200u. m: a 
___200μm:b，c 



報告書抄録

ふ り カ宝 な もんぜんいせき固・たけべじようあと耳

書 名 門前遺跡直・武辺城跡E

面目 書 名 一般国道497号佐々佐世保道路建設に伴う埋蔵文化財発掘調査報告書

巻 次 四

シリーズ名 長崎県佐世保文化財調査事務所調査報告書

シリーズ番号 第5集

編著者名 村川逸朗・半田 章・矢葺都子・浦川智行

編集機関 長崎県教育委員会

所 在 地 〒850-8570 長崎県長崎市江戸町2番13号 TEL095-824-1111 

発行年月 西暦2010年3月

所収遺跡名
所ふり在が地な コード 北緯 東経

調査期間
調査面積

調査原因
市町村 遺跡番号 。"。" m 

門前遺跡
長なが崎さき県けん

42202 61-117 33
0 

129
0 

20071102 816 道路建設

佐世保市 12' 40' 
愛あ宕たごち町ょう・ 08" 20" 20080117 
なかぎとちょう
中里町

た武け辺べじ城よう跡あと ながさきけん
長崎県 42202 61“68 33

0 

129
0 

20080121 122 道路建設

佐世保市 11〆 40' 
た竹け辺べち町ょう

51" 35" 20080212 

20090601 599 

20090626 

所収遺跡名 種 日目 主な時代 主な遺構 主な遺物 特 記 事 項

門前遺跡 集落跡・ -縄文 .Ia河道 -縄文土器 なし

遺物包含地 -弥生 -弥生土器

-中世

-近世

武辺城跡 城館 -中世 -柱穴跡 -なし 平成18年度調査時出土

-近世 の青銅鏡を収録。



長崎県佐世保文化財調査事務所調査報告書 第 5集

一般国道497号佐々佐世保道路建設に

伴う埋蔵文化財発掘調査報告書 四

門前遺跡盟

武辺城跡 H

平成22(2010)年3月発行

発行者 長崎県教育委員会

千850-8570 長崎市江戸町2番目号

fi095-824-1111 

印刷所 株式会社昭和堂

長崎県諌早市長野町1007-2 
ft0957-22-6000 


